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第43回全国リーダーズ研修会

主　催： 日本商工会議所青年部
主　管： 岡崎商工会議所青年部
副主管： 愛知県商工会議所青年部連合会

【 研修会テーマ 】



Y E G 宣 言

私はYEGとして、夢に挑む。

私たちはYEGとして、地域を愛し、日本（にっぽん）を愛する。

すべてのYEGは、連携の証となる。

私はYEGとして、夢に挑む。
商工会議所青年部会員は、YEG 精神の下に、研鑽と交流を通じて、企業家精神をより

一層高め、大きく成長していかねばならない。一人一人の YEG は、 自らの企業の発展

を原点として、さらに地域社会への貢献を考え、それぞれの夢に若さと情熱をもって

積極果敢にチャレンジし、経済人としての自己実現を図っていかねばならない。

私たちはYEGとして、地域を愛し、日本（にっぽん）を愛する。
商工会議所青年部は、地域を愛し、日本（にっぽん）を愛する。活動の基盤を地域に置き、

独自の歴史と文化、その地域の特性を十分活かして、豊かな住みよい地域を創造して

いく。地域を愛することが YEG の原点であり、YEG として誇りをもって地域と日本

に貢献する。一人一人の YEG が、そして若き企業家集団である YEG が、次代の担い

手として、今後とも商工会議所活動の一翼を担い、より活力ある地域と日本の経済社

会の実現に向けて全力で取り組んでいく。

すべてのYEGは、連帯の証となる。
全国商工会議所青年部連合会（日本 YEG）は、すべての YEG の連合体として、日本

商工会議所の方針を踏まえ、YEG（若き企業家集団）のビジョンを内外に示し、各地

青年部の活動支援・調整、組織強化を行い、そのネットワークを最大限に活かして、

地域の枠を超え、青年部の活性化と機能強化を図っていく。そして、私は、また私た

ちは、全国的な交流を促進し、YEG 精神の一層の高揚を図り、連帯の証となる。

Y E G 宣 言 趣 旨
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綱 領

指 針

商工会議所青年部の歌　「 伸 び ゆ く 大 地 」　作詞：石井耕二　作曲：石井歓

商工会議所青年部は

地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担い

次代への先導者としての責任を自覚し

地域の経済的発展の支えとなり

新しい文化的創造をもって

豊かで住みよい郷土づくりに貢献する

われわれ青年部は

一、地域を支える青年経済人として　先導者たる気概で研鑽に努めよう

一、国際社会の一員であるべき　国際人としての教養を高めよう

一、豊かな郷土を築くために　創意と工夫　勇気と情熱を傾けよう

一、文化を伝承しつつ　新しい文化の創造に向かって歩を進めよう

一、行動こそ時代を先駆けるべき青年の責務と信じ力を合わせ国の礎となろう

一、

伸びゆく大地

伸びゆく大地　日本の

拡がる街なみ　青い空

集える仲間は　それぞれに

地域を支える　気概持つ

願いをかたちに　変えるため

商工会議所　青年部

求めて我らは　立ち上がる

二、

幾山河を

幾山河を　越えていく

道は果てなく　遠いけど

夢追う気持ちは　忘れない

人と人とが　語りあい

心と心を　結ぶため

商工会議所　青年部

時代を我らは　先駆ける

三、

自由の海の

自由の海の　渚には

世界の波が　打ち寄せる

歴史の舵は　いつの世も

熱ある者が　取ってきた

豊かな郷土を　築くため

商工会議所　青年部

明日に我らは　船出する
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【 日本YEGスローガン 】

【 目  的 】

【 全国リーダーズ研修会 】

YEG Common
～心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する～

全国の商工会議所青年部の先導的役割を担う会長、次年度予定者を中心に、全国の青年部会員が次代
の地域経済を支えるリーダーとして、人間力を向上し、地域の発展に資する学びの機会を提供することで、全
国の未来的課題の解決と組織の活性化につなげる。また、各地商工会議所青年部事務局を対象に、青年
部組織の活性化と一層の充実に資することを目的とする研修を併せて実施する。

本研修は、「全国会長研修会」を引継ぎ、変革期である
これからの日本に最も肝要である素養を高めるべく、一新した
研修会と位置付けています。

私たちは今、新たな局面に立っています。政界、経済界、
全ゆる領域において、時代を牽引するような強いリーダーが
求められていると言えるでしょう。現状延長線上に未来を構
築するのではなく、現代の社会状況に適応した、新たなリー
ダーシップの形を探求し、実践する時代に入りました。

優れたリーダーは、揺るがない普遍的思想と圧倒的な実績
の両軸が求められ、それはまさに我々の祖渋沢栄一氏の論
語と算盤を追求する中で発揮されます。地域をより良い未来
へと導く青年経済人として、リーダーとしての才覚を磨き、実
行で示し、多くの仲間を結束させる言葉を持ちましょう。それ
らを同志と共に学ぶ場が、「全国リーダーズ研修会」です。

この新たな研修会を立ち上げる前段として、日本という私
たちの共有財産を未来へと残すべく、理想を全国のＹＥＧメン
バーへと共有、共鳴、そして共創するために、令和７年度日
本ＹＥＧはスローガンを「ＹＥＧ Common ～心通い合う繋がり
を結び、新たな未来的経済価値を創出する～」と掲げました。
全てのＹＥＧメンバーは、日本の地域経済を牽引する存在で
す。その為の実学と思想を共に学んで参りましょう。

Tomoichiro
Ono
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

【 研修会テーマ 】

【 研修会趣旨文 】

英
リーダー

雄生誕乃地　Create the Next
～自ら、仲間から、地域から～

私たちが現在、豊かで住みよい社会で生活できているのは、
先人が自らの努力と研鑽により得た知識や技術を次の世代
へ伝え、学び続けてきたからに他なりません。

しかし、多くの地域で顕在化しつつある少子高齢化や人口
流出により、2050 年には 744 の自治体が消滅する可能性
があり、私たちが大切にする地域や単会に存続の危機が迫っ
ています。

私たちは今、新たな局面に立っています。現状延長線上に
未来を構築するのではなく、現代の社会状況に適応した、新
たなリーダーシップの形を探求し、実践する時代に入りました。

かつて、我が国の礎を築いた偉大なリーダーたちの精神と
志を受け継ぎながらも、これからの時代は、一部の卓越したリー
ダーだけでなく、より多くの人々が多元的なリーダーシップを発
揮することで、地域や組織がさらに活性化し、現代の複雑な
社会課題に対応できると確信しています。

そして、本研修会の開催目的が今の時代に即したものに
見直され、名称も『全国リーダーズ研修会』となりました。

開催地である岡崎市の、徳川家康公は「厭
おん

離
り

穢
え

土
ど

　欣
ごん

求
ぐ

浄
じょう

土
ど

」を掲げ、忠実な家臣たちとともに強固な組織を築
き、265 年の長きにわたる太平の世を実現しました。これこそ、
日本ＹＥＧが目指す「地域の永続的繁栄」の理念と深く重な

ります。
この地は、100 年以上の歴史を持つ企業が 150 社以上

存在する「永続」のヒントに満ちた街です。また、官民一体となっ
た先進的な「まちづくり」や、世界最高水準の「研究機関」
など、伝統と革新が共存する多彩な側面を持っています。

この豊かな歴史・風土・文化に触れていただくことで、自
身の地域の繁栄や企業の発展につながる、貴重な学びの
機会を提供いたします。

一人ひとりが自ら行動し、仲間そして地域から学ぶことで多
元的なリーダーシップを養い、社会の永続のために希望溢れ
る未来を創る変革の道導となりましょう！

英雄生誕乃地　Create the Next！！

Masakazu
Kobayashi
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

目　的 全国の商工会議所青年部の先導的役割を担う会長、次年度予定者を中
心に、全国の青年部会員が次代の地域経済を支えるリーダーとして、人
間力を向上し、地域の発展に資する学びの機会を提供することで、全国
の未来的課題の解決と組織の活性化につなげる。また、各地商工会議所
青年部事務局を対象に、青年部組織の活性化と一層の充実に資すること
を目的とする研修を併せて実施する。

日本ＹＥＧスローガン ＹＥＧ Ｃｏｍｍｏｎ
～心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する～

研修会テーマおよび趣旨文

研修会テーマ 英
リーダー

雄生誕乃地　Ｃｒｅａｔｅ ｔｈｅ Ｎｅｘｔ
～自ら　仲間から　地域から～

研修会趣旨文 　私たちが現在、豊かで住みよい社会で生活できているのは、先人が自らの努力と研鑽に
より得た知識や技術を次の世代へ伝え、学び続けてきたからに他なりません。
　しかし、多くの地域で顕在化しつつある少子高齢化や人口流出により、2050年には744
の自治体が消滅する可能性があり、私たちが大切にする地域や単会に存続の危機が迫っ
ています。
　私たちは今、新たな局面に立っています。現状延長線上に未来を構築するのではなく、現
代の社会状況に適応した、新たなリーダーシップの形を探求し、実践する時代に入りました。
　かつて、我が国の礎を築いた偉大なリーダーたちの精神と志を受け継ぎながらも、これか
らの時代は、一部の卓越したリーダーだけでなく、より多くの人々が多元的なリーダーシッ
プを発揮することで、地域や組織がさらに活性化し、現代の複雑な社会課題に対応できる
と確信しています。
　そして、本研修会の開催目的が今の時代に即したものに見直され、名称も『全国リーダー
ズ研修会』となりました。
　開催地である岡崎市の英

リーダー
雄、徳川家康公は「厭

おん
離
り

穢
え

土
ど

 欣
ごん

求
ぐ

浄
じょう

土
ど

」を掲げ、忠実な家臣た
ちとともに強固な組織を築き、265年の長きにわたる太平の世を実現しました。これこそ、日
本ＹＥＧが目指す「地域の永続的繁栄」の理念と深く重なります。
　この地は、100年以上の歴史を持つ企業が150社以上存在する「永続」のヒントに満ちた
街です。また、官民一体となった先進的な「まちづくり」や、世界最高水準の「研究機関」など、
伝統と革新が共存する多彩な側面を持っています。
　この豊かな歴史・風土・文化に触れていただくことで、自身の地域の繁栄や企業の発展に
つながる、貴重な学びの機会を提供いたします。
　一人ひとりが自ら行動し、仲間そして地域から学ぶことで多元的なリーダーシップを養
い、社会の永続のために希望溢れる未来を創る変革の道導となりましょう！
　英

リーダー
雄生誕乃地　Ｃｒｅａｔｅ ｔｈｅ Ｎｅｘｔ ！！

1. はじめに

大会概要
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

主　催 日本商工会議所青年部

主　管 岡崎商工会議所青年部

副主管 愛知県商工会議所青年部連合会

後　援 経済産業省 中部経済産業局／愛知県／岡崎市／
東海ブロック商工会議所青年部連合会

開催日時 令和７年
11月26日（水） ９：00～17：00
11月27日（木） ９：00～21：10
11月28日（金） ９：00～20：20

11月29日（土） ９：00～14：00
11月30日（日） 10：00～15：00

表敬訪問・成功祈願
日本ＹＥＧ諸会議・前泊者懇親会
会員総会・開会式・次年度会長所信表明
初日研修・大懇親会・物産展
２日目研修・閉会式・物産展
物産展

開催場所 前泊者懇親会
会員総会・式典・諸会議・研修会

大懇親会
物産展

岡崎ニューグランドホテル
岡崎中央総合公園武道館・体育館
岡崎市図書館交流プラザりぶら、岡崎市民会館
QURUWAエリア、分子科学研究所　他
乙川河川緑地
岡崎中央総合公園、籠田公園、中央緑道、
桜城橋、岡崎市民会館

参加対象者 ・商工会議所青年部当該年度会長、および次年度会長予定者・会長候補者
・各都道府県商工会議所青年部連合会の当該年度会長および次年度会長予定者
・当該年度日本商工会議所青年部出向者および次年度日本商工会議所青年部　　

役員予定者
・日本商工会議所青年部所属青年部会員
・商工会議所青年部事務局
・日本商工会議所青年部未所属青年部会員

2. 研修会概要
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

登録料 ⑴日本商工会議所青年部所属会員、商工会議所青年部事務局
・現地登録　　　 ￥18,000／人（懇親会費含む）
・オンライン登録　￥10,000／人

⑵日本商工会議所青年部未所属青年部会員
・現地登録　　　 ￥22,000／人（懇親会費含む）
・オンライン登録　￥14,000／人

⑶日本商工会議所青年部ＯＢ・ＯＧ会員
・現地登録　　　 ￥22,000／人（懇親会費含む）
・オンライン登録　￥14,000／人

※登録締め切り後のキャンセル、登録内容変更、返金には応じかねます。
　また、予期せぬ災害等で大会が開催不可能の場合でも登録締め切り後は返金いた

しかねます。

参加人数 現地参加　　　　3,200名
オンライン登録　　 800名　　　　合計4,000名

2. 研修会概要
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

来賓ご芳名

経済産業省 中部経済産業局長 寺村 英信

愛知県知事 大村 秀章

岡崎市長 内田 康宏

衆議院議員 重徳 和彦

参議院議員 藤川 政人

参議院議員 酒井 庸行

愛知県議会議員 中根 義高

愛知県議会議員 鈴⽊ 雅登

愛知県議会議員 ⼭⼝ 　健

愛知県議会議員 園⼭ 康男

愛知県議会議員 新海 正春

岡崎市議会議長 荻野 秀範

愛知県商工会議所連合会 会長 嶋尾 　正

名古屋商工会議所若鯱会 代表幹事 梅田 鉄兵

青年経営者団体連絡協議会 会長 山㟢 信貴

（一社）岡崎青年会議所　2025年度理事長 前田 晋作

六ツ美商工会青年部　会長 二村 健太

岡崎繊維青年クラブ　会長 鋤柄 智徳

おかざき相談隊　会長 岩間 貴之

岡崎青年経済研究会　座長 竹内 雅紀

岡崎商工会議所女性部　会長 北村 史子

岡崎商工会議所青年部OB会　会長 白濱 智久
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大会ロゴ
YEG宣言・YEG宣言趣旨・綱領・指針・
　商工会議所青年部の歌
全国リーダーズ研修会について
大会概要
来賓ご芳名

記念誌目次

日商会頭　挨拶
日本YEG青年部会長　挨拶
大会会長　挨拶
中部経済産業局長　挨拶
愛知県知事　挨拶
岡崎市長　挨拶
岡崎商工会議所会頭　挨拶
愛知県商工会議所青年部連合会会長　挨拶
東海ブロック商工会議所青年部連合会会長　挨拶
岡崎商工会議所青年部会長　挨拶
実行委員長　挨拶

フィロソフィーブック

研修スケジュール
交通アクセス
会場周辺地図
会場リスト
大会フロー図
表敬訪問
成功祈願
日本YEG諸会議

前泊者懇親会
会員総会
開会式
日本YEG次年度会長所信表明
大懇親会
閉会式
物産展

グランドデザイン
分科会Ａ

公民連携まちづくりが進む
「ＱＵＲＵＷＡ」から学ぶ
これからの地域創生

分科会B
ＱＵＲＵＷＡの「案内人」から学ぶ
まちなかビジネスの創造

分科会C
川とともに暮らす
まちなかの大自然「乙川」から学ぶ
公共空間活用

分科会D
265年の太平の世を築いた

「徳川家康公」から学ぶ
リーダー論・組織論

分科会E
創業380年、

「永続を体現する老舗企業」から学ぶ
経営の秘訣

分科会F
新商品を生み出し続ける

「栄屋乳業」から学ぶ
変化の波を乗り越える経営戦略

CON T E N T S

第Ⅴ章　研修会・分科会詳細
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分科会G
日本の「ロボットアニメ」から学ぶ
日本の未来

分科会H
デジタル×地域資源！ 「オクオカ」から学ぶ

“つながり”で拓く地方創生の未来像

分科会I
“モッタイナイ”を“もっといい”へ
「ＴＯＹＯＴＡ UPCYCLE プロジェクト」から学ぶ
循環をあきらめない文化創造への挑戦

分科会J
人口４万人都市「幸田町」から学ぶ
何もないから何でもできる！
地方創生術

分科会K
ＳＮＳで大バズリ！ 着るビーズクッション！？ 
「ハナロロ」から学ぶ
ローカル企業のグローバル戦略

分科会L
あなたから買いたいを育てる！ 

「まちゼミ」から学ぶ
まちの動かし方

分科会M
宣伝費ゼロで全国に発信！ 

「ダイワスーパー」から学ぶ
表現伝達力

研究会Ａ
未来創造塾で地域の未来を拓く研究会

研究会B
政策提言研究会 郷創塾

研究会C
事業創造ライブラリー
地域の活力を呼び戻すＹＥＧの取り組み

研究会D
新入会員教育から始まる単会活性化

研究会E
国際ビジネス研究会　YEG, BE GLOCAL

研究会F
DX推進研究会 自単会で使えるDX実践

研究会G
ローカルゼブラ企業研究会

研究会H
サスティナブル男女共同参画研究会

研究会I
スタートアップ研修

特別プログラム
次年度会長研修
当年度会長研修
事務局研修
特別研修① 理念形成フォーラム
特別研修② QURUWAから学ぶ地域創生研修
ビジネスプランコンテスト研修
副会長・専務理事研修

日本YEＧ歴代会長・スローガン
日本YEG中期ビジョン
日本YEG役員
日本YEG組織図
日本YEG加盟単会
実行委員会組織図

協賛広告

Epilogue

第Ⅶ章　協賛広告
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

ご 挨 拶

日本商工会議所青年部「第４３回全国
リーダーズ研修会　愛知岡崎会議」の開
催にあたり、ご挨拶を申し上げます。

私は、日本商工会議所 会頭に再任いた
だき、２期目に入りました。今期は、「変革
と価値共創による日本経済の再出発」を
スローガンに掲げ、わが国全体が一枚岩と
なって持続的成長を実現し、中小企業や
人が輝く地域・日本を創り、次代へと繋い
でいくため、先頭に立ち、全力で職責を果
たす覚悟であります。

さて、わが国は、３０年に及ぶ停滞期を
脱し、成長型経済への移行、地域経済の
好循環を実現する好機を迎えています。一
方、人口減少や流出など、構造的な人手
不足に加え、賃上げに伴う労務費の増加、
円安やコスト増を背景としたコストプッシュ
型インフレ、消費低迷、米国による関税措
置など、中小企業が直面する課題は多様
化し、業況の二極化が顕在化しています。

好循環実現の原動力となるのは、雇用
の約７割を担い、地域経済を支える「中
小企業の稼ぐ力の強化」と、「地域経済
の活性化」です。

今年度は、中小企業の約７割が賃上げし
ましたが、このうち６割は収益が改善しない
中での防衛的賃上げとなっています。人手
不足が深刻化する中、中小企業が持続的
な賃上げや投資の原資を確保するために
は、適切な価格転嫁を商習慣として定着さ

せることが重要です。一人でも多くの皆様
に「パートナーシップ構築宣言」を宣言い
ただき、その実効性向上に努めていただき
たいと思います。

加えて、デジタルツールの活用や省力化
投資、新分野への進出、ＧＸ、海外展開
による外需獲得など、新たな課題をビジネ
スチャンスに変え、生産性向上と付加価値
の創出・拡大に向けて、果敢に挑戦してい
くことを大いに期待しています。

このたび、岡崎の地において、次代の
地域経済を担うリーダーである全国各地の
青年部会員が一堂に会し、経営者として
の資質向上と研鑽を図るとともに、中小企
業と地域の活力強化による、地域発の経
済好循環の創出に向けた議論を重ねること
は、大変意義深いことと存じます。青年部
の皆様の新しい視点による創造力と行動力
が、地方創生に向けた大きな鍵となります。

日本商工会議所は、全国５１５商工会議
所とともに、青年部の皆様と緊密な連携を
図り、中小企業や小規模事業者の挑戦を
強力に後押ししてまいります。

結びに、本研修会が、地域の未来を切
り拓き、次代に繋がる大きな成果となるこ
とを祈念するとともに、主管の岡崎商工会
議所青年部、副主管の愛知県商工会議所
青年部連合会をはじめ、関係各位に心から
お礼を申し上げ、私の挨拶といたします。

日本商工会議所　会頭

小林　健

12

第
Ⅱ
章　

ご
挨
拶



第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

ご 挨 拶

日本商工会議所青年部　会長

小野 知一郎

日本商工会議所青年部「第４３回全国
リーダーズ研修会」に、全国各地より多く
の同志の皆さまにご登録をいただきましたこ
と、主催者を代表いたしまして、心より感
謝を申し上げます。本研修は、「全国会長
研修会」を引継ぎ、変革期であるこれか
らの日本に肝要である素養を高めるべく、
一新した研修会と位置付けています。

私たちは今、新たな局面に立っていま
す。政界、経済界、あらゆる領域におい
て、時代を牽引するような強いリーダーが
求められていると言えるでしょう。現状延
長線上に未来を構築するのではなく、現代
の社会状況に適応した、新たなリーダーシッ
プの形を探求し、実践する時代に入りまし
た。 かつて、わが国の礎を築いた偉大な
リーダーたちの精神と志を受け継ぎながら
も、これからの時代は、一部の卓越したリー
ダーだけでなく、より多くの人々が多元的な
リーダーシップを発揮することで、地域や
組織がさらに活性化し、現代の複雑な社
会課題に対応できると確信しています。 そ
して、本研修会の開催目的が今の時代に
即したものに見直され、名称も「全国リー
ダーズ研修会」となりました。優れたリー
ダーは、揺るがない普遍的思想と圧倒的
な実績の両軸が求められ、それはまさに
我々の祖渋沢栄一氏の論語と算盤を追求

する中で発揮されます。地域をより良い未
来へと導く青年経済人として、リーダーとし
ての才覚を磨き、実行で示し、多くの仲間
を結束させる言葉を持ちましょう。それらを
同志と共に学ぶ場が、「全国リーダーズ研
修会」です。

この新たな研修会を立ち上げる前段とし
て、日本という私たちの共有財産を未来へ
と残すべく、理想を全国のＹＥＧメンバーへ
と共有、共鳴、そして共創するために、令
和７年度日本ＹＥＧはスローガンを「ＹＥＧ 
Ｃｏｍｍｏｎ～心通い合う繋がりを結び、新
たな未来的経済価値を創出する～」と掲げ
ました。全てのＹＥＧメンバーは、日本の地
域経済を牽引する存在です。そのための
実学と思想を共に学んでまいりましょう。

本研修会の開催にあたり多大なご支援・
ご尽力を賜りました主幹の岡崎商工会議所
青年部、副主幹の愛知県商工会議所青年
部連合会をはじめ関係各位に心から感謝
を申し上げ、重ねてご参会の皆様の企業・
地域のさらなる発展と、皆様のご家族のよ
り良き未来を祈念いたしまして、ご挨拶と
させていただきます。
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

ご 挨 拶

全国各地より志を共にするＹＥＧ会員の
皆さま、このたびは「日本商工会議所青
年部 第４３回全国リーダーズ研修会 愛知
岡崎会議」 へのご登録・ご参加を賜り、
心より御礼申し上げます。

少子高齢化により人口減少が一層加速
し、地域の存続が危ぶまれる時代が目前
に迫る中、その地域が存続するか否かは、
リーダーの有無にかかっていると感じてお
ります。

本事業は、皆様の地域がより活性化す
るために「地域のリーダーを誕生させる」
という想いのもと、リーダーとしての資質
向上を目的に開催いたします。

ここ愛知県岡崎市は、徳川家康公生誕
の地であり、「永続の秘訣」が今なお息づ
くまちです。この地に全国の仲間が集い、
学び、交流し、新たなリーダーとしての
志を育むことは、我 Ｙ々ＥＧにとって大きな
意義があると確信しております。

責任世代である我 Ｙ々ＥＧが未来を見据
えて行動することこそが、愛する地域を守
り、ひいては我々の社業の発展にもつなが
ると信じています。

本研修会のテーマ「Ｃｒｅａｔｅ　ｔｈｅ　Ｎｅｘｔ 
～自ら、仲間から、地域から～」には、我々
ＹＥＧメンバーがリーダーとなるべく、自ら
学び、仲間から学び、岡崎という地域から

学び、新たな時代を共に創っていくという
想いを込めております。１人でも多くの会員
がリーダーとしての力を高められるよう、
全３３の研修会をご用意いたしました。

２日間にわたる本事業が、未知なる未来
へ向けて大きな一歩を踏み出された皆さま
一人ひとりにとって、今後のＹＥＧ活動の
原動力となり、地域の未来を永続させる新
たな時代を切り拓くきっかけとなることを、
心より希っております。

本事業の開催にあたり、多大なるご支援・
ご協力を賜りました行政の皆さまをはじめ、
全国のＹＥＧ会員の皆さま、岡崎商工会議
所親会、そして関係者すべての皆さまに、
厚く御礼申し上げます。

『愛する地域の未来のために、２日間、
共に学び、共に成長しましょう！』

日本商工会議所青年部
第４３回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議　大会会長

小林 正和

14

第
Ⅱ
章　

ご
挨
拶



第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

中部経済産業局長

寺村 英信

祝 辞

日本商工会議所青年部第４３回全国リー
ダーズ研修会 愛知岡崎会議の開催を心か
らお慶び申し上げます。

商工会議所青年部の皆様におかれまし
ては、地域社会の発展に向け、次代を担
う青年経済人として、創意と行動力にあふ
れる様々な活動を通じ商工業の活性化ひい
ては地域経済の発展にご尽力されているこ
とに深く敬意を表する次第です。

さて、現在、世界経済はこれまでにな
いほど不確実性が高まっています。米国に
よる関税措置などの保護主義の拡大、そ
して地球温暖化に伴う自然災害の増加な
どが、経済活動に深刻な影響を及ぼして
います。

一方、日本経済は、確実な未来として、
人口減少という構造的な課題の中で、国
民一人ひとりが豊かさを実感できる持続的
な成長をいかに実現するかという、困難な
課題に取り組まなければならない状況にあ
ります。

不確実な社会、確実な未来への対応を
迫られる今こそ、取り巻く事業環境が変化
しても経営を継続できるようにするために
新規事業創出や海外事業展開に取り組む
ことや、人口減少下でも事業を維持し生産
性向上につなげるためにＤＸなどの新たな
挑戦に果敢に取り組むことが必要です。

本研修会は、全国各地の商工会議所
青年部から会長及び次年度会長予定者を
中心に次世代を担うリーダーが交流を行
い、地域発展に資する学びを得る貴重な
機会であります。本研修会のスローガンで
ある「英雄リーダー生誕乃地 Create the 
Next～自ら、仲間から、地域から～」の
とおり、一部の卓越したリーダーだけでなく、
より多くの人々が多元的なリーダーシップを
発揮し、新たな挑戦に取り組んでいただく
ことで、地域や組織がさらに活性化される
ことを心より期待申し上げます。

経済産業省・中部経済産業局といたしま
しても、皆様方の積極的かつ大胆な成長
投資への支援や、成長分野におけるイノ
ベーションの促進などを通じて、皆様の取
組を支援して参ります。

結びとなりますが、商工会議所青年部の
益々の御発展と皆様の益々のご健勝を祈念
いたしまして、お祝いの言葉とさせていただ
きます。
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

愛知県知事

大村 秀章

「日本商工会議所青年部第４３回全国
リーダーズ研修会愛知岡崎会議」が愛知
県岡崎市において盛大に開催されますこと
を心からお喜び申し上げます。

商工会議所青年部の皆様は、それぞれ
の企業と地域の総合経済団体である商工
会議所の次代を担う青年経済人として、日
頃から活発な交流活動や自己研磨に努めら
れ、様々な活動を通じて地域経済社会の
振興、発展にご尽力いただいておりますこ
とに、深く敬意を表します。

江戸時代の礎を築いた英雄である徳
川家康公が生まれたこの岡崎市におい
て、「英雄リーダー生誕乃地 Create the 
Next ～自ら、仲間から、地域から～」をテー
マとする本研修会が開催され、各地の指
導的役割を担う全国の皆様が一堂に会し、
交流と連携の輪を広げ、企業の発展と
豊かな地域社会の実現に向けて、研鑽を
積まれることは、非常に意義深いことと
存じます。

愛知県では、2024 年 3 月に「ジブリパー
ク」がフルオープンし、10 月には日本最
大のスタートアップ支援拠点「STATION 
Ai」が、2025 年 7 月には世界トップレベ
ルのグローバルアリーナである「IG アリー
ナ」がグランドオープンしました。今後、こ
れらに続いて、アジア・アジアパラ競技大

会、第 60 回アジア開発銀行年次総会、
2028 年技能五輪国際大会、中部国際空
港代替滑走路供用開始、リニア中央新幹
線開業など、日本の未来を創出する大型
プロジェクトが進行中です。

日本のものづくりを牽引する愛知の経済・
産業力を更に強くし、若者・女性・高齢者・
障害者の雇用・活躍につなげていくことで、
人づくりが進み、地域が元気になるという、
この好循環を更に前進させ、日本一元気
な愛知をつくり、皆様と一緒になって日本
の未来をつくってまいります。

皆様におかれましては、本研修会を通じ
て、多様な視点を持ち寄り、共に学び、共
に考え、共に行動することで、自企業や各
地域を持続的な発展に導くリーダーとして
の実践力を一層高められることを心より期
待しております。

また、この機会にぜひ、三英傑を生んだ
歴史を始め、全国一を誇るものづくり産業
や、自然、食、伝統文化といった様々な魅
力に触れていただき、武将観光や産業観
光などを地元の皆様と楽しむための次につ
なげていただければ幸いです。

結びに、本研修会の成功とともに、日
本商工会議所青年部のますますの発展と、
皆様のご健勝、ご活躍を心からご祈念申し
上げ、お祝いの言葉といたします。

祝 辞
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

～英雄（リーダー）生誕の地「岡崎」
に集う若き英雄（リーダー）へ～

「日本商工会議所青年部 第 43 回全国
リーダーズ研修会 愛知岡崎会議」が、こ
こ徳川家康公生誕の地・岡崎で盛大に開催
されますことを、心からお喜び申し上げます
とともに、全国各地からお越しになられた次
代を担うリーダーの皆様を歓迎いたします。

また、貴部におかれましては、令和７年
度のスローガン「ＹＥＧ Ｃｏｍｍｏｎ ～心通
い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価
値を創出する～」にあるように、自己研磨
や会員相互の交流等を通じて、日本経済
の発展や新たな未来的経済価値の創出に
御尽力いただいていますことに、深く敬意
と感謝を表します。

さて、我が国を取り巻く経済環境は、エ
ネルギー価格や原材料費の高騰、人手不
足の深刻化、グローバル化したサプライ
チェーンにおける国際情勢による不確実性
など、地域企業にとって厳しい局面にあり
ます。一方で、ＤＸ（デジタル・トランスフォー
メーション）の進展やＧＸ（グリーン・トラ
ンスフォーメーション）への投資拡大、地
域の観光資源を活用した観光需要の創出
など、地域が成長の好機をつかむ可能性
も広がっております。

本市におきましては、スタートアップ支援
や地元企業の魅力発信、事業承継支援、
地元に根差す若者を育成するキャリア支援
など、地域がこれからも持続していくため
の産業育成に力を注いでおります。

皆様におかれましては、本研修を通じて
培われる知見とネットワークが、新たな連
携の創出や地域課題の解決へとつながるこ

とを心から期待申し上げますとともに、この
機会にぜひ、本市で公民連携によるまちづ
くりが進む「QURUWA（くるわ）エリア」
にお立ち寄りいただけますと幸いです。さ
まざまな店舗や活動が生まれ、観光と日常
が調和する新たな交流拠点として注目を集
めています。乙川に架かる桜城橋は、歩
行者の皆様にヒノキの香る落ち着いた空間
でゆったりと過ごしていただけるよう、表面
に岡崎額田地区産の木材を使用しておりま
す。桜並木や岡崎城を望む豊かな景観とと
もに、まちの賑わいをつなぐ象徴的な存在
として、多くの市民や来訪者の皆様に親し
まれております。夜間にはライトアップが施
され、各種イベントの会場としても地域の
魅力を一層引き立てる“橋上の公園”とし
て御利用いただいております。

本市は令和８年に市制施行 110 周年を
迎えます。

「岡崎再生」を旗印に、ものづくりと観
光産業を経済の柱とし、「岡崎に住んでよ
かった、生まれてよかった」と、心から実
感していただけるまちになるよう、このまち
で生まれ育った子どもたちが、自らのふるさ
と「岡崎」に対し、これまで以上の大きな
愛情と誇りを持てる、そんな「夢ある新し
い岡崎」の実現に引き続き取り組んでまい
りますので、引き続き御注目を賜りますよう
お願い申し上げます。

結びに、本研修会の開催にあたり御尽
力を賜りました関係者の皆様に心から敬意
を表しますとともに、本研修会の御盛会と
日本商工会議所青年部の今後益々の御発
展並びに皆様の御健勝と御活躍を心から
祈念し、お祝いの言葉といたします。

岡崎市長

内田 康宏

祝 辞
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部「第 43 回全国
リーダーズ研修会　愛知岡崎会議」が盛
会に開催されますこと、心よりお慶び申し
あげます。また、会長研修会からリーダー
ズ研修会に名称を変えて初めて開催される
この研修会を、天下泰平の世を築いた徳
川家康公生誕の地、岡崎で開催いただき
ますこと、また日本商工会議所青年部小野
会長はじめ全国各地の青年部会員、事務
局、青年部ＯＢの多数の皆様がご参加い
ただきましたことに開催地商工会議所会頭
として、心より歓迎いたします。

さて、製造業に携わる私は「現地現物」
という理念を大切にしています。この研修
会には、オンラインでのご参加の方も沢山い
らっしゃるとお聞きしておりますが、「現地現
物」は単に現場に足を運ぶという意味では
なく「ものごとの本質を見極め、素早く合意、
決断し、全力で実行する」という考え方です。

長きに亘る泰平の世を築き上げられた、
徳川家康公や三河武士にも通ずる物事の捉
え方であり、全国各地で抱える課題に向き
合い、その解決に真摯に取り組むＹＥＧメン
バーの皆さんが、希代のリーダー生誕の地
であります、この岡崎の地で一考いただく事
は、大変意義深いことであると思います。

短い期間ではありますが、この研修会を
通じて多くの同志と交流し、学びを享受い

ただき、私から皆様にお伝えした「現地
現物」 の理念を念頭に課題解決に向け、
スピード感をもって全身全霊でアクションを
起こして頂けましたなら幸いです。

そして、そのすぐ先には皆さんが真のリー
ダーとして牽引する地域が、活力と笑顔の
溢れる街として永続的に発展することを信
じてやみません。この地でのご縁を大切に、
私からも最大限のエールを送り続けることを
お約束いたします。

本研修会では、歴史や伝統産業、まち
づくりといった幅広い学びをご用意しており
ます。この地から1 人でも多くの方がリー
ダーへと羽ばたいていただけることを期待し
ております。

また、愛知県商工会議所青年部連合会
の皆様をはじめとする関係各位のご支援と
ご協力により、昼食や物産展では岡崎のみ
ならず、愛知県内の名産品も多数ご用意
いただいております。ぜひこの岡崎、そし
て愛知県の魅力をご堪能いただき、全国
へお持ち帰りください。

結びに、本研修会の開催にご尽力をい
ただきました関係各位の皆様に厚くお礼申
しあげますとともに、日本商工会議所青年
部の更なるご発展と本日ご参集の皆様のご
健勝とご活躍を祈念いたしまして、ご挨拶
とさせていただきます。

岡崎商工会議所　会頭

山田 泰一郎

祝 辞
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

ご 挨 拶

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　副主管
愛知県商工会議所青年部連合会　会長

林　久雄

このたびは、「日本商工会議所青年部 
第４３回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎
会議」に全国各地からご参加くださいまし
て誠にありがとうございます。副主管であ
る愛知県商工会議所青年部連合会を代表
して心より歓迎いたします。

本研修会は「英雄（リーダー）生誕乃
地 Create The Next ～自ら、仲間から、
地域から～」のテーマを掲げ、これからの
リーダーに必要とされる７つの能力を知、
創、実、伝、統、品、育と定義し、これ
らを向上すべく３３の研修コンテンツを構築
いたしました。どのコンテンツも主管単会で
ある岡崎商工会議所青年部のメンバーが
懸命に創り上げたもので、必ずや参加され
た皆様のお役に立つものであると自負して
おります。江戸幕府の礎となった徳川家康
公にゆかりの深いこの岡崎の地で、商工会
議所青年部としては全国初となるリーダー
を養成する研修会が開催されることに運命
を感じざるを得ません。

現状の延長線上に未来はない。目まぐる
しく変化していく環境のなかで、我々は青
年経済人としてどのように生きていくべきな
のか。この問いに真剣に向き合うことが、
本研修会の意義なのだろうと感じておりま
す。混沌とした時代にあって、地域を導く
リーダーであるために、同じ志を持つ全国

の仲間と、多くを学ぶ二日間となることを切
に願っております。

本研修会では、主管単会の岡崎商工会
議所青年部だけではなく愛知県の２０単会
が協力し、全国の志を同じくする仲間が円
滑に研修に参加できるよう、宿泊施設の提
供やナイトエクスカーションの設営を行って
おります。また、昼食において、愛知県の
各地域の特色を知っていただけるようなお
弁当を準備させていただきました。この研
修会を通し、全国の皆様が愛知について、
今より少しでも知っていることが増えたので
あれば、副主管としてこれ以上の喜びはあ
りません。

結びにあたり、本研修会の設営にご協力
をいただいた岡崎商工会議所親会の皆様、
岡崎商工会議所青年部 OB・OG の皆様、
行政関係者の皆様、愛知県２０単会のメン
バーの皆様、そして何よりご登録いただい
た全国の商工会議所青年部の皆様のご厚
情に感謝申し上げるとともに、このリーダー
ズ研修会が末永く開催されることを祈念し
て、挨拶とさせていただきます。二日間
どうぞよろしくお願い申し上げます。
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

ご 挨 拶

「日本商工会議所青年部　第４３回全
国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議」が
盛大に開催されますことをお慶び申し上
げると共に、主管、副主管である岡崎
YEG、愛知県商工会議所青年部連合会を
エリア内とします、東海ブロック商工会議
所青年部連合会を代表して心より歓迎いた
します。全国各地より大変多くの現役メン
バー並びに OB・OG の先輩諸兄にご参
加賜り誠にありがとうございます。

さて、私たち青年経済人を取り巻く環境
は日々変化しており、さまざまな課題は一
層深刻化・複雑化しています。世界に目を
向ければ、地域間紛争や気候変動、政治
的な不安定さなどにより、社会の不確実性
が増しています。また、我が国においても、
度重なる自然災害や少子高齢化に伴う生
産年齢人口の減少、労働力不足、社会保
障制度の圧迫など、日々 の暮らしや経済活
動に影響を及ぼす問題が山積しています。
これらの現実を前に、私たちは未来への責
任をあらためて自覚しなければなりません。

こうした時代の中、「会長研修会」から
「リーダーズ研修会」へと変化を遂げたこと
はまさに必然であろうと思います。私たち青
年経済人は、一人一人が地域の未来を担う
リーダーとしての責務を果たし、先人たちが
築いてこられた歴史や伝統、そして愛する地
域の姿を、より良い形で次世代へと継承して
いく責任があります。社業の、そして地域社

会の理想を追求し、その永続を目指し続け
ることが、今まさに求められているのです。

そして、このような状況の中、私たち東
海ブロック YEG は令和 7 年度のスローガン
として「One Team 東海！ ひとつになろう、
より良い未来にむかって」を掲げ、それぞ
れの企業の成長を通じた地域経済の発展を
目指し、さまざまな活動を展開しています。

東海ブロックには、それぞれに特色を
持った 39 の単会、3,600 名を超える仲間
が存在しており、互いの知恵や経験を持ち
寄り、学び合い、刺激し合えるかけがえの
ないネットワークがあります。地域の歴史、
文化、産業構造や観光資源はもちろんのこ
と、直面する課題や取り組みも多様であり、
その多様性こそが私たちの力であり、可能
性です。このことは東海ブロックのみなら
ず他の地域でも然りであろうかと思います。
ぜひ多くの事を YEG から学び、社会の永続
をリーダーとして共に目指して参りましょう。

結びにあたり、本研修会にご参加頂きま
した皆様におかれましては自らがリーダーで
あるという意識を、そしてリーダーたりえる
為の能力を、自ら、仲間から、そしてリーダー
生誕の地であるこの岡崎という地域から学
んで頂けることを切に願っております。

この研修会が、皆様にとって実り多き時
間となり、今後の活動の更なる原動力とな
ることを祈念いたしまして、私からの歓迎と
お祝いのご挨拶とさせていただきます。

東海ブロック商工会議所青年部連合会　会長

加藤 寛之
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

ご 挨 拶

日本商工会議所青年部「第 43 回全国
リーダーズ研修会 愛知岡崎会議」の開催
にあたり、全国各地よりご参加くださったＹ
ＥＧメンバーの皆様をはじめ、ご臨席を賜り
ましたご来賓の皆様、そして日頃より岡崎Ｙ
ＥＧの活動を温かく支えてくださっている関
係各所の皆様に、心より御礼申し上げます。

本研修会の実現にあたり、常に寄り添い
伴走してくださった日本ＹＥＧの皆様、副主
管として大きな力をお貸しいただいた愛知
県商工会議所青年部連合会の皆様、いつ
も支えてくださる岡崎ＹＥＧ ＯＢ・ＯＧの皆
様、さらに親会である岡崎商工会議所や
岡崎商工会議所女性部の皆様、岡崎市役
所をはじめとする行政機関の皆様のご支援
に、深く感謝申し上げます。

この研修会への立候補は、令和３年度
臨時会員総会においてメンバーの総意で決
定いたしました。令和４年度に東海ブロック
内で開催候補地としてプレゼンテーションを
行い承認の後、令和５年度には準備委員
会を設置。令和６年度・７年度の２年間、
同じメンバーで委員会を運営し、毎月の例
会をおろそかにすることなく企画・運営をし
ながら、本研修会の準備にも細部までこだ
わり、検討を重ねてまいりました。その歩
みの根底には、岡崎ＹＥＧがこれまで 36 年
にわたり、多くの先輩方が紡いできた努力
と情熱があります。諸先輩方の築いてこら

れた歴史と志、そして信頼があったからこ
そ、私たちはこの「第 43 回全国リーダー
ズ研修会 愛知岡崎会議」を岡崎の地で
開催することができました。一歩一歩積み
重ねてきたその道のりこそが、今日この日
を迎える原動力であり、私にとって心から
の感謝の気持ちの源です。

そして何より、この研修会を共に創り上
げてくれた岡崎ＹＥＧメンバー一人ひとりに、
あらためて心からの感謝を伝えたいと思い
ます。仲間と共に同じ目標に向かい、時
に激論を交わしながら妥協することなく取り
組むその姿は、まさに岡崎ＹＥＧの原点で
あり、私たちの誇りです。どんなに困難な
状況にあっても、仲間との“つながり”を
力に変え、共に乗り越えてきた経験は、次
の世代へと受け継がれる大切な財産です。
またこの経験こそが、岡崎ＹＥＧがビジョン
35 に掲げる「なくてはならない団体になる」
ための大きな一歩であり、私たちが「成長
する未来へ」進むための原動力であると、
今強く感じています。

本研修会が、全国のＹＥＧメンバーにとっ
て新たな出会いと気づき、そして学びの場と
なり、新たなリーダーが全国のつながりの中
から生まれていくことを心より願っております。

本研修会に関わってくださったすべての
皆様に、深い感謝を申し上げます。

誠にありがとうございました。

岡崎商工会議所青年部　会長

西森 紳司
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

ご 挨 拶

日本商工会議所青年部 「第 43 回全国
リーダーズ研修会 愛知岡崎会議」 の開催
にあたり、ご多用の中ご臨席賜りましたご
来賓の皆様、ならびに全国各地よりお集ま
りいただきましたＯＢ・ＯＧの皆様、そして
全国のＹＥＧメンバーの皆様に、心より御礼
と歓迎を申し上げます。

本研修会の準備にあたり、私たちは多く
の挑戦と向き合ってまいりました。全国会
長研修会から名称をあらため、第１回目と
なる全国リーダーズ研修会。

本事業を担う重責、膨大な調整、限ら
れた時間の中での判断と行動。そのすべ
てが容易ではなく、時に意見が交錯し、前
に進むことの難しさを痛感する場面もありま
した。しかし、その度に支え合い、互いを
信じ、議論を重ねて乗り越えてきたことが、
私たち岡崎ＹＥＧの最大の財産となりまし
た。苦労の分だけ結束は強くなり、仲間と
の信頼は確かなものへと育まれました。

そして、本研修会テーマでもある 「英雄
(リーダー）生誕乃地 Ｃｒｅａｔｅ ｔｈｅ Ｎｅｘｔ 
～自ら、仲間から、地域から～」 、このテー
マに込めた想いとして、１人でも多くのメン
バーが地域を支えるリーダーとして、人間
力が向上できる場であると考え、リーダー
に必要とされる７つの能力（知、創、実、伝、
統、品、育）を全３３の研修コンテンツとし

て体現させていただきました。
また、本研修会に向けて、副主管として

愛知県商工会議所青年部連合会 20 単会
にもご尽力いただき、ＡＬＬ愛知でご満足・
ご堪能いただけるよう、各単会の特色を活
かした昼食弁当で愛知県各地の食と文化
に触れていただけます。また、岡崎商工会
議所女性部も主管地の一員として、運営
協力にご尽力いただき、当日は最大のおも
てなしの心を以て、お出迎えさせていただ
きます。

結びに、本研修会の開催にあたり、多
大なるご支援とご協力を賜りました行政の
皆様をはじめ、全国ＹＥＧの皆様、岡崎
商工会議所親会、そして関係者すべての
皆様に、厚く御礼申し上げます。

『愛する地域の未来を創る鍵はここに
あり！ 共に学び、創っていきましょう！』

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議
実行委員長

大竹 雄介
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議
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R7 Philosophy Book 2 3

令和7年度 日本ＹＥＧ WAY

令和7年度 日本ＹＥＧ WAY

令和7年度 日本ＹＥＧ 理念 ― Philosophy ―

令和７年度日本ＹＥＧ ＷＡＹとは日本ＹＥＧの方向性と思考の順序を表したも
の。令和7年度 日本ＹＥＧ ＷＡＹにおいて用いられる言葉は、下記のように定義
します。

私たちは、日本のすべての地域が未来永劫繁栄の一途を
辿るために存在します。

それは、日本に住む全ての人々の希いであり、豊さの象
徴でもあります。

私たちの存在は、歴史、文化、風土、暮らし、地域に存
在する全てが次世代へと受け継がれることでその意義を
示し、同時に私たち自身の喜びと倖せに結びつくものと
なるのです。

理
念
体
系

理念 その組織が何のために存在するのかという根源的
意義であり、寄与された思想として掲げられるもの

使命
理念から与えられた（基づいて)、社会における 
役割、使命。これを果たすことで、理念の根源的
意義が成立するもの

ビジョン
使命を果たした時に､ 具体的に誰の目にも映る 
可視化された理想像。最終的なゴールではなく、
達したと思えるときの志そのものと同義

行動規範
ビジョンへ向かう集団として、最重要視すべき 
価値観や行動基準。活動における指針として 
携え、その集団に属する人財として歩む道筋

実
施
計
画 

※
年
度
に
よ
り
可
変

YEG Design 
13テーマ

中期ビジョン2023-2027を実現するための 
13のテーマ

資質要素
行動規範を実現するための7つの能力と、 
これらを向上するために必要な20の要素 

（① Mind Factor ② Skill Factor）

スローガン(単年) 意識共有のためのモットー

所信(単年) 会長の掲げる信念・決意

グランドデザイン ビジョンを実現する際に必要な要素 
（組織・構造等）を１つにまとめたもの

ロードマップ ビジョン実現を段階的に可視化したもの

行動計画 ロードマップの期間内に達成すべき目標

地域の 
永続的繁栄

1

目次

令和7年度 日本ＹＥＧ WAY 2

中期ビジョン実現のための13テーマ 8

13テーマ｜個別ガイド 12

資質要素とは 26

7つの能力｜個別ガイド 28

20の要素｜個別ガイド 35

フィロソフィーブックとは、
令和７年度日本ＹＥＧの一員として、

活動をしていく上での
『ココロの在り方』を記しています。

人生の倖せとは、
あなたの『ココロの在り方』で決まります。

活動を通じて、人間性成長をし、
より良い未来を創造していきましょう。
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R7 Philosophy Book 4 5

令和7年度 日本ＹＥＧ 中期ビジョン ― Vision ―令和7年度 日本ＹＥＧ 使命 ― Mission ―

理念である「地域の永続的繁栄」は、 「道徳と経済の合一」
という使命を果たした時に、 初めて社会に認識される意義
として顕在化されます。

道徳とは、人間として生きる上で積み重ねるべき理想。  
経済とは、繁栄を実現するための手法。

いずれか一方に偏在することなく、 車輪のように両輪が同
じバランスで併走することで、 物心両面の豊かさが多くの
人々に行き渡るのです。

道徳と
経済の合一 中期ビジョン 2023-2027

日本の未来を創る
「変革の道導」となる

私たちは 日本の未来を担う青年経済人として 
公の精神と大局的な思考をもって 自発的に行動する 
すべてのＹＥＧとともに

行動指針

先駆け -SAKIGAKE-

私たちは 
青年経済人としての健全な成長を通し 
すべての地域の持続的発展に寄与することで 
日本を幸せにする

前文

R7 Philosophy Book 6 7

令和7年度 日本ＹＥＧ 行動規範 ― Value ―

*1 ―― 日本（地域）の理想 ―― 今、日本は量的成長
から質的成長優位に舵を切り、人口構造・経済圏のバラ
ンス・対世界における立ち位置は急速なる変容を遂げて
いる。合理や便利だけに流されるのではなく、そもそも
日本で暮らす人間としての理想は何であったかという視
点からずれることなく、あらゆる生業を形造っていくこ
とを求めたい。

*2 ―― 公の精神 ―― 公と私あれば公を優先する。
これは私たちの地域や国が永続してきた最大の要因であ
り、それは今だけではなく先達への敬意、そしてこれか
らの未来を託す若者たちへの利他性も含む。家族のため
にと、置き換えればわかり易いが、より広い範囲におけ
る誰かの利となるよう考え、自らを律していくことを求
めたい。

*3 ―― 自発的に行動 ―― 地域を牽引する者、組織を
牽引する者は、いつの時代も自ら考えて誰よりも先んじ
て行動する。激流の如く姿かたちを変える今の日本経済
時流下において、受け身の行動は大きな組織において、
利をもたらさない。時代を支え、郷土を支える私たち
は、常に主体的行動ありきで己から発意することを求め
たい。

日本（地域）の 
理想¹ を起点に
大局的思考をし、 
公の精神²で
自発的に行動³ 
する人財。
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01 生活 子ども達が帰ってきたくなる 
暮らしをデザインする

02 教育 3人の大人で1人の若者を 
育てる社会へ転換する

03 福祉 年を重ねるほどに幸せな 
まちづくりをする

04 自治 消失可能性地域を“心の豊かさ
を感じる場”へ見直す

05 社会 互いに支え合う 
互助型コミュニティを創出する

06 環境 美しい自然と風土を守り続ける
取組みの継続的実施

07 文化 伝統と文化をリデザインして
100年先まで残す

08 DX 全世代で利用可能なデジタル 
インフラの普及に取組む

09 国際 日本の地域の魅力を 
世界へと繋げる橋渡しをする

10 経営 中小企業の永続に向けた 
イノベーションを創発する

11 起業 持続的に地域発のベンチャーが 
生まれる仕組みを支える

12 経済 規模に応じた永続的経済循環の 
仕組みを構築する

13 雇用 地域と時代に応じた仕事を 
生み出し提供する

「日本ＹＥＧ Design 2023-2027」
13テーマとは
私たちが真に日本の未来を創る「変革の道導」となるには、未来的課題から逆算
して描く解決策を行動で示す必要があります。例えば、社会課題として2050年
には人口減少と少子高齢化が進み“深刻な労働力不足”が表面化します。

これは中小企業が直面する課題でもあり地域の課題でもあります。この課題に対
するＹＥＧの取り組みを13のテーマで示します。13テーマをしっかりと認識し活
動（解決策）をデザインすることで、地域の日本の未来を創造しましょう。

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
13
テ
ー
マ

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
13
テ
ー
マ

R7 Philosophy Book 8 9

日本 ＹＥＧ Design 2023-2027
中期ビジョン実現のための13テーマ

中期ビジョン実現のための13テーマ

時代を先導する組織「変革の道導」へ
日本ＹＥＧ は、2023年（令和５年度）から５か年の中期ビジョンを掲げてい
ます。中期ビジョン実現のためには、年度を超えた一貫性のある活動が必要で
す。地域や日本の課題を起点として活動をデザインし、次年度へ成果を継ぐこ
とが中期ビジョン実現への道筋となります。2027年（令和９年度）には５か
年の活動を検証し、その成果から次期中期ビジョンが策定されます。これら一
連の取り組みにより組織内文化を醸成し、事業成果により地域や国からも一層
必要とされ、時代を先導する組織へとＹＥＧの存在価値を高めていきましょう。

日本ＹＥＧ
年度スローガン

日本の未来を創る
「変革の道導」となる

中期ビジョン
2023-2027

ＹＥＧ
理念

13

日本ＹＥＧ Design
2023-2027

Theme
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

01 生活 子ども達が帰ってきたくなる暮らしをデザインする

2019年訪日外国人旅行消費額は４兆8,000億円（2020年目標
８兆円）でした。高付加価値旅行者は約１%に過ぎませんが、消
費額全体の約11.5%を占めています。その多くは大都市圏での買
物消費が多く、訪日外国人の消費金額の１位東京は１兆5,388億
円と、２位の大阪の約２倍の消費活動が行われています。現在、関
東圏関西圏へ集中している観光客を分散させることが大切ですが、
地方の魅力を世界に発信しきれていないのが現状です。

魅力を発信し、地方への誘客を促進し、消費を促すことで地方創生
に繋げるために、まずは魅力を世界へ発信し、興味を持ってもらう
ことが第一歩です。

アイコン 故郷を象徴するものとして家をモチーフに、そこに育つ感性・心とぐ
るっと廻る矢印で、帰ってきたくなる暮らし・生活を表しています。

R7 Philosophy Book 12 13

13テーマ｜個別ガイド

13テーマ｜個別ガイド

01 生活 子ども達が帰ってきたくなる暮らしをデザインする

子どもの EQ、豊かな心を育てるためにも情操教育が重視されてい
ます。情操教育は大きく「科学的・美的・道徳的・情緒的」の４つ
に分類されますが、その全てに関わる最も重要な要素は、「自然や
生き物に直接触れること」です。スマートフォンに触れているだけ
では、環境への知的好奇心や美しいと思う感性、思いやる心、命を
尊重する心は育ちません。

情緒豊かで創造的な心を育むためにも、便利なデジタル環境が整っ
ている都会から離れ、地方の自然に囲まれた場所で子育てをするこ
とが望ましいです。

アイコン 故郷を象徴するものとして家をモチーフに、そこに育つ感性・心とぐるっと廻
る矢印で、帰ってきたくなる暮らし・生活を表しています。

番号

タイトル

デザイン趣意

テーマ説明

アイコン

サブタイトル

それぞれのテーマの意味を理解し、事業計画に活用してください。

R7 Philosophy Book 14 15

13テーマ｜個別ガイド

03 福祉 年を重ねるほどに幸せなまちづくりをする02 教育 3人の大人で1人の若者を育てる社会へ転換する

「世界老後指数ランキング2019」１位のアイスランドの高齢者と
日本の高齢者の幸福度は19% も開いています。北欧の幸福度の高
さの理由は、手厚い社会保障とノーマライゼーションの考えが根付
いていることにあると考えられています。北欧の福祉現場では、個
人の意思を尊重するサポートが多く実現されており、それが周囲と
の関わりの機会を創出し、互いに尊重し助け合い生きていく社会の
実現に繋がっています。社会で誰かの役に立っているという自信は
更なる幸福感を生み出します。

日本の地域社会においても、地域住民との関わりや役立ちの場をつ
くることで、年を重ねても幸せを感じられる地域を創ることができ
るのではないでしょうか。

1950年は生産年齢の働き手12人で高齢者１人を支えていまし
た。少子高齢化が進むと、団塊の世代全員が75歳以上となる
2040年には1.5人で１人の高齢者を支えなければならず、この状
況が続けば地方は破綻してしまうことが想定されます。

そこで、高齢者の知見を若者に伝え、多くの高齢者で若者を育てる
社会を創ることによって若者の質を高め社会をより良くしていくこ
とが必要です。

※ 2022年（令和4年） 高齢化率29.0％―65歳以上を 現役２人で
支えている

アイコン 地域社会を表す建物、家のモチーフの中に、年齢と幸福度の両方が上昇してい
くことを上向きの矢印で表現しています。アイコン ３人の大人で1人の若者を育てることを、３体の大人のアイコンと１体の若者

のアイコンの間に教育を表すペンを配し表現しています。
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13テーマ｜個別ガイド

07 文化 伝統と文化をリデザインして100年先まで残す06 環境 美しい自然と風土を守り続ける取組みの継続的実施

地域への愛着はその地域の伝統と文化によって生じます。地域への
愛着が無ければ人口が流出してしまい、地域の永続には繋がりませ
ん。しかし、伝統と文化を継承し発展させていくためにはリデザイ
ンし、より心に残るものにしていく必要があります。

発展し続けることにより、より多くの地域住民に愛され、それが地
域の永続の一つの要因となるのではないでしょうか。

昨今の私たちの生活は、地方にも大型商業施設やチェーン店が増え、
日本のどこにいても均質なものを手に入れることができるようにな
りました。その一方で、自然や風土が守られているからこそ、その
地域ならではの米や魚などの自然の恵みを受けられるということも
忘れてはいけません。地域の自然風土は産物を生み、そこから産業
が生まれ、仕事が生まれます。地域の独自性を守り、地域の産業を
守るためにも、美しい自然と風土を守り続けていかなければいけま
せん。また、訪日外国人が旅行前に日本に期待しているものの多く
は食や自然、伝統文化ということもあり、美しい自然と風土を守り
続ける仕組みの継続的実施が必要になります。

アイコン 地域の伝統と文化を遺伝子のモチーフが波紋のように広がっていく様を表現し
ています。アイコン 人の手ですくいあげた土は地球環境を表し、そこから芽吹く新芽に自然と風土

を守り続ける意志を表現しました。

R7 Philosophy Book 16 17

13テーマ｜個別ガイド

05 社会 互いに支え合う互助型コミュニティを創出する04 自治 消失可能性地域を“心の豊かさを感じる場”へ見直す

今後さらなる高齢化、核家族化の進展に伴い、個の分断が進み、地
域の方の顔が見えないまま暮らす人が増えることが予測されます。
個の分断により、今まで家族で行ってきた高齢者介護や育児といっ
た機能を公的サポートで補わなければならず、社会保障制度の充実
が更に求められる一方で、社会保障費の増加が著しく一筋縄ではい
かない課題となっています。

そこで、お互いの顔が見え、支え合い、助け合いによって生まれる
「互助的コミュニティ」を地域で構築していく必要があります。周
囲の人を支えることにより、それが自分自身の生きがいにも繋がっ
ていくことから、支えられる人、支える人両方の生活と人生が豊か
になっていきます。

2050年までに744の自治体が消滅するという予測が立てられてお
り、都市への人口流出は今後も深刻化すると予測されます。そんな
中、『心の豊かさとモノの豊かさのどちらを重視するか』という調
査では、心の豊かさと答える人が62.0%を占めており、今後さら
に心の豊かさを求める時代傾向になることが考えられます。

そこで、地方はモノの豊かさと反対軸の価値として、心の豊かさを
重視した場を創っていくことが人口流出を止める一つの手立てにな
るのではないでしょうか。大都市圏では得られにくい心の豊かさ
や、子どもの感性を磨く場づくりをすることで、地元地域で子育て
する家庭も増え、人口の定着まで見込むことができます。

アイコン お互いに手を握りあう様子を、循環する矢印と併せて、互助型コミュニティが
なす社会を表現しています。アイコン 場所を表すマップピンを点線で消滅可能性自治体として表現し、しかしその中

に心の豊かさがある様を表しています。
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R7 Philosophy Book 20 21

13テーマ｜個別ガイド

09 国際 日本の地域の魅力を世界へと繋げる橋渡しをする08 DX 全世代で利用可能なデジタルインフラの普及に取組む

2019年訪日外国人旅行消費額は４兆8,000億円（2020年目標
８兆円）でした。高付加価値旅行者は約１%に過ぎませんが、消
費額全体の約11.5%を占めています。その多くは大都市圏での買
物消費が多く、訪日外国人の消費金額の１位東京は１兆5,388億
円と、２位の大阪の約２倍の消費活動が行われています。現在、関
東圏関西圏へ集中している観光客を分散させることが大切ですが、
地方の魅力を世界に発信しきれていないのが現状です。

魅力を発信し、地方への誘客を促進し、消費を促すことで地方創生
に繋げるために、まずは魅力を世界へ発信し、興味を持ってもらう
ことが第一歩です。

地方では、過疎化や高齢化によるブロードバンド設備への投資メ
リットの薄さ、若年層の少なさによるテクノロジー普及の後回しな
どの理由から、都市との情報格差が生まれています。しかし、デジ
タルインフラの普及は、効率性向上や高付加価値化などが可能にな
り、地方においても、各地域課題の解決に活用できると考えられま
す。今後、地方に１人で暮らす高齢者は増加し、労働人口の減少も
著しく進行します。

そこで、医療、教育、産業等のあらゆる分野において全世代が利用
可能なデジタルインフラが普及できれば、高齢者の健康管理や福祉
の支え、所得・教育格差の解決に繋げることができます。

アイコン 日本列島と国際社会が繋がり、日本の魅力が隅々まで伝播していく様子を表現
しています。アイコン 旧来のコミュニケーションがDXにより全く異なるフェーズへと変換し、移り

変わっていく様子を表しています。

R7 Philosophy Book 22 23

13テーマ｜個別ガイド

11 起業 持続的に地域発のベンチャーが生まれる仕組みを支える10 経営 中小企業の永続に向けたイノベーションを創発する

起業にかかる日数やコストについて比較すると、日本は起業しにく
い環境かつ、起業に対する興味関心が低いという事実が浮き彫りに
なります。しかし、起業後の企業生存率は５年後で81.7%と高い
傾向にあり、まずは起業への関心を持つよう働きかけ、その後のプ
ロセスをサポートする仕組みが必要です。

地域発のベンチャー企業により、新たな雇用創出や職域の多様性の
広がりによる労働力の流出抑制が期待でき、持続的な地域づくりに
繋がります。

日本の企業数は年々減少しており、特に小規模企業の減少率が最も
高いです。倒産の主な理由は販売不振。コストの増加や人員不足も
影響し、現状のままでは存続が難しい中小企業も多く存在します。

そこで、イノベーション活動に取り組み、新規事業の開発や独自性
の創出、利益率の増加などを目指す必要があります。創造的な組織
を構築するためにも、活発な話し合いができる環境をつくり、互い
の意見を包み込むことや失敗が許容されるといった組織力をつける
ことが必要であり、改革を進めることが、新たな価値を生み出し中
小企業の永続に繋がります。

アイコン 企業により創出されるさまざまな要素を棒グラフで表し、その根幹にある志を
燃え上がる炎で表現しています。アイコン 様々な発想からイノベーションが生まれる様子を脳と電球で表しています。
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７つの能力 20 の要素

組織マネジメント力統

ビジョン構想力創

リーダー＆フォロワーシップ品

実行推進力実

育成力育

表現伝達力伝

本質的な見識と教養知
未来志向と歴史観

洞察と探求

内省と自己肯定感

自責と受容

忠恕の心

謙虚さ

立志と利他

共感と共助

理想と創造

M
IN
D 
FA
CT
OR

五常の心

バックキャスティング

課題分析

情報処理

論理的思考

批判的思考

水平思考

プレゼンテーション

デザイン

傾聴

共創

相互啓発

関係構築

思考スキル (自身に対して)

SK
IL
L 
FA
CT
OR

表現・組織スキル

R7 Philosophy Book 26 27

資質要素 ― Factor ― とは

資質要素とは

行動規範を実現するための7つの能力と、これらを向上するために必要な20の
要素。

R7 Philosophy Book 24 25

13テーマ｜個別ガイド

13 雇用 地域と時代に応じた仕事を生み出し提供する12 経済 規模に応じた永続的経済循環の仕組みを構築する

人工知能やロボットの進化によって20年後には人間の仕事の49%
がなくなると言われています。また、それに伴い経済は豊かになる
一方で、経済格差も拡大してしまうことが考えられます。AI 技術
が進歩しても代替されない仕事の多くは、細やかなコミュニケー
ション能力が必要とされる仕事や、人間の感情を動かす仕事など、
人間にしかできない仕事です。

経済格差を減らし、地域を残していくためには、人間にしかできな
い仕事を見出し、雇用を増やす必要があります。

不確実性の時代に一つの収入源に依存することはハイリスクです。
2019年に訪日外国人年間旅行消費額は約4兆8,000億円を超えて
いましたが、2021年には約1,200億円まで落ち込みました。ま
た、旅行業1,110社の業績も2019年には約2兆7,000億円あり
ましたが、2021年には約7,000億円まで落ち込み、インバウンド
への依存が、大きなマイナスを生む結果となってしまいました。

ただ単に売上を膨らませるということは管理が難しくなるだけでな
く、リスクも大きくなります。

アイコン マップピンが地域の、砂時計が時代の、それぞれのモチーフとなり、その変容
に応じて雇用を創出する様子を虫眼鏡の中の人のアイコンで表現しました。アイコン 永続性を表す無限マークと、経済を表す折れ線グラフをモチーフに、永続的経

済循環を表しています。
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

R7 Philosophy Book 28 29

資質要素｜7つの能力 個別ガイド

7つの能力｜個別ガイド

本質的な見識と教養
AI 検出した情報ではなく、 

自ら体得した一次情報を原則とした 
知見と高い人間力

ビジョン構想力
大局的思考で想像力を働かせ、 

公の精神で理想像を描くことができる力

R7 Philosophy Book 30 31

資質要素｜7つの能力 個別ガイド

実行推進力
机上の論理やイメージだけでなく、 

実際に事業を進め結果を残す力

表現伝達力
自分の計画や思いを、誰の前でも様々な 

状況において伝えることができる力
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R7 Philosophy Book 34 35

資質要素｜7つの能力 個別ガイド 資質要素｜20の要素

20の要素｜個別ガイド

MIND FACTOR
― マインドファクター

理想と創造
未来とは、理想を描くところからスタートします。

決して現状延長線上にあるのではなく、 
まずどうなりたいか、どう在るべきかを先に決める。

そこに向かうために、 
新たな価値を自分たちで創り上げていく 

という姿勢が求められます。

育成力
常に自分の後輩を育成し、 

自らが離れても回る状況を生み出す力

R7 Philosophy Book 32 33

資質要素｜7つの能力 個別ガイド

組織マネジメント力
大小どの組織に属しながらも 

全体善でそれを統制し、 
前進させる力

リーダー＆フォロワーシップ
ついていきたいと思われるふるまいをし、 

また自身も誰かの右腕になる力
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R7 Philosophy Book 36 37

未来志向と歴史観
歴史とは単純に過ぎ去った時間ではなく、 

私たちの祖先が未来を思い生き抜いた証である。

そこには、時代を超えた原理原則や 
普遍の真理が内包されており、 

そこからの学びを深めることで、 
これからのより良い未来へ向かう 

ヒントが得られるのです。

洞察と探究
表面的な知見や情報は、 

これから全て人工知能（AI）に代替されていきます。

何かを識
し

るだけではなく、 
そこから何が導かれるのか。

さらにそこから伺い知ることができる 
本質とは何かを、自ら洞察する。

日々、それを実践することが必要な時代です。

MIND FACTOR ｜理想と創造 MIND FACTOR ｜理想と創造

資質要素｜20の要素 個別ガイド

R7 Philosophy Book 38 39

MIND FACTOR ｜理想と創造 MIND FACTOR ｜理想と創造

内省と自己肯定感
内省とは、自分の心と向き合い 

言動を省みることで客観的にどう在るべきかを 
言語化するプロセスです。

我欲から離れ、正しき道へと自ら導く。

その思考を常に働かせる先に、 
内側からの動機付けがなされ、 

自己肯定感が自然と高まる習慣が身に付きます。

自責と受容
何かが生じたら、他責ではなく自責と捉えること。 

ありのままを受け容れること。 
これが最速で成長するために必須の考え方です。

誰かのせいにしてしまうと、 
そこからは何の学びもありません。

常に自分ごととして考える。 
リーダーの絶対条件です。

資質要素｜20の要素 個別ガイド
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R7 Philosophy Book 42 43

立志と利他
自分以外の誰かのために、志を立てる。

志とは理想であり、 
そう簡単に到達できるものではないが、 

その旗を掲げることで 
多くの仲間や後輩がついてくるのである。

公
おおやけ

のために、自らの命を尽くす。 
そんな大きな人物を目指しましょう。

謙虚さ
決して驕らず、偉ぶらず。

年齢や立場に関係なく、敬意を持って接し、 
だれからも学ぶ姿勢でいることが大切です。

そして、どれだけ成功し、 
上手くいっていたとしても調子に乗らず、 

次の未来を見据えてまたコツコツと努力を重ねる 
在り方が重要です。

MIND FACTOR ｜五常の心

資質要素｜20の要素 個別ガイド

MIND FACTOR ｜五常の心

R7 Philosophy Book 40 41

MIND FACTOR ｜五常の心

資質要素｜20の要素 個別ガイド

忠
ちゅうじょ

恕の心
渋沢栄一が「論語と算盤」の中で 

最も大切にした言葉が、忠恕である。

自らの良心に忠実であり、 
人の心をまるで自分のことのように 

思いやる精神を指します。

これは、日本人の精神性において最も重要と言われ、 
この生き方の実践が徳を為すと言われます。

MIND FACTOR
― マインドファクター

五常の心
五常、即ち「仁義礼智信」は、 

儒教における中核を為す重要思想であり、 
リーダーには必須の考え方です。

他者を思いやり、道徳的に正しく振る舞い、 
礼儀や作法を尽くし、知恵を振り絞り、 

誠実に向き合う。

日々振返り、思想の根源におきましょう。
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R7 Philosophy Book 44 45

MIND FACTOR ｜五常の心

共感と共助
人間は、常に社会の中で誰かと共に生きています。

そして、互いの思想や哲学に共感し、 
より強い集団となって支え合い、 

励まし合い、助け合う中で、 
大きな目標、偉大な目的へと向かっていきます。

一人ではなく、共に進む、 
その意志を大切にしましょう。

資質要素｜20の要素 個別ガイド

SKILL FACTOR
― スキルファクター

思考スキル

R7 Philosophy Book 46 47

バックキャスティング
ビジョンを実現する思考法の基本は、 

“今がどうか？”ではなく、“理想は何か？”から 
逆算的に考えていくことです。

次の目標とは、最終的な目的の一部に過ぎず、 
すべては通過点です。

逆算思考をベースとし、 
ぶれずに大きく飛躍的成長を目指しましょう。

課題分析
課題とは、掲げた理想とそこに生まれる現実との 

ギャップから生まれるテーマのことです。

ではどうすれば上手く前に進むことができるのか？

これを少しずつ小さい単位に分解し、 
真の課題へと到達する分析は、 

理想を叶えるために必要な重要スキルです。

SKILL FACTOR ｜思考スキル SKILL FACTOR ｜思考スキル

資質要素｜20の要素 個別ガイド
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R7 Philosophy Book 50 51

SKILL FACTOR ｜思考スキル SKILL FACTOR ｜思考スキル

批判的思考
他からの意見や提言を、何の疑いもなく 
盲目的にそのまま納得してしまうのは、 

裏を返せば何も考えていないことと同義である。

矛盾する事実はないか、 
前提条件は間違っていないか、 

よりマクロな視座から客観的に考察し、 
自発的見解を提示することが大切です。

水平思考
物事には共通項というものがあります。

この事業で成功した要因を深堀りしていくと、 
他の事業においても転用可能な考え方ができます。

それを水平的に展開することを 
水平思考と言いますが、 

この習慣を持つだけで成長性は加速していきます。

資質要素｜20の要素 個別ガイド

R7 Philosophy Book 48 49

SKILL FACTOR ｜思考スキル SKILL FACTOR ｜思考スキル

情報処理
今や情報処理は、その基本的機能の 

ほとんどを AI に代替することが可能です。

私たちに求められるのは、 
それが一次情報として真であるか否か。

有象無象の偽情報が跋
ばっこ

扈する社会の中で、 
本質的な物事を見抜き、 

その情報を処理する力を磨きましょう。

論理的思考
論理的とは、物事を飛躍的に中途半端に結びつけず、 

順序立てて誰にでも納得できるように 
因果関係で結び、階層化することです。

論理的思考力が高い人間ほど、 
より多くの人へと伝える技術が高まります。

自分ではなく相手本位で、 
ロジカルに組み立てましょう。

資質要素｜20の要素 個別ガイド
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R7 Philosophy Book 52 53

SKILL FACTOR ｜表現・組織スキル

プレゼンテーション
リーダーや組織人において、 
プレゼンの能力は必須です。

相手や状況に応じて、 
そして目的に合わせて最も伝わる方法は何か。

話し方、目線、身振り手振り、 
そして発する熱量に至るまで、 

どうすれば聞き手の心に届くかを 
事前に考えて臨みましょう。

資質要素｜20の要素 個別ガイド

SKILL FACTOR
― スキルファクター

表現・組織スキル

R7 Philosophy Book 54 55

SKILL FACTOR ｜表現・組織スキル

傾聴
相手の話を聞くことは、 

話すことよりも難しいと言われます。

自己主張や自分の話の時間が長くなればなるほど、 
それは自分本位の振る舞い。

傾聴とは、相手の意向を汲み取りながら、 
心地よく話してもらうよう促す、 

重要なスキルの一つです。

デザイン
デザインとは、課題解決の手法であり、 

それを可視化したものです。

時間が経てば忘れ去られそうな地域の文化も、 
今の時代に合わせて伝え方や見せ方を変えることで、 

永続するものへと転換することができます。

より良くデザインするスキルを 
身に付けましょう。

SKILL FACTOR ｜表現・組織スキル

資質要素｜20の要素 個別ガイド
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R7 Philosophy Book 58

SKILL FACTOR ｜表現・組織スキル

関係構築
人間関係を構築することが、 

組織人において最重要な資質の一つです。

常に相手への敬意を持って 
会話や表情に気を払い、 

自ら率先して良い人間関係を 
構築できるよう努めましょう。

資質要素｜20の要素 個別ガイド

人生は短い。

しかし、念いとはその道さえ正しければ、
百年、否、千年続く存在である。

人間は自分の生き様を人生の証として、
この世に残したいと切実に希う。

ＹＥＧとは未来を生きる人々の器である。

永続こそＹＥＧ活動の目的である。

R7 Philosophy Book 56 57

SKILL FACTOR ｜表現・組織スキルSKILL FACTOR ｜表現・組織スキル

共創
人間は自分一人の発想や行動力で 
実現できることは限界があり、 

より多くの人と連携を図りながら 
１＋１から３を生み出す中で、 

加速度的に遠大な目標へと向かうことができます。

誰かと新しい価値を生み出す。

その意識を高く持つことが大切です。

資質要素｜20の要素 個別ガイド

相互啓発
優れた集団になればなるほど、 

互いに啓発し合う関係にあります。

一人一人長所が異なれば、 
調子が良い人と良くない人が 

混在することもあるでしょう。

互いに刺激し合う中で、 
外発的な動機付けがスイッチとなり、 

より早く理想の未来へと進むことができます。
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

研修スケジュール

スケジュール

令和7年11月26日（水）

表敬訪問 ９：00～17：00 愛知県庁／岡崎市役所／岡崎商工会議所

成功祈願 15：00～15：30 龍城神社

令和7年11月27日（木）

受付 9：30～ 岡崎市民会館

日本ＹＥＧ諸会議 10：20～18：00 岡崎市民会館・甲山会館、
岡崎市図書館 交流プラザりぶら

前泊者懇親会 19：10～21：10 岡崎ニューグランドホテル　飛竜・ふじ

ナイトエクスカーション 21：00～ 岡崎市内各飲食店

令和7年11月28日（金）

受付 ８：30～ 岡崎中央総合公園

会員総会 ９：00～10：00 岡崎中央総合公園 武道館

開会式 10：30～11：30 岡崎中央総合公園 武道館

次年度会長予定者所信表明 11：30～11：50 岡崎中央総合公園 武道館

特別研修①
理念形成フォーラム

12：00～13：00 岡崎中央総合公園 武道館

休憩（昼食） 13：00～14：00 岡崎中央総合公園

特別研修②
ＱＵＲＵＷＡから学ぶ地域創生研修

14：00～15：00 岡崎中央総合公園　武道館

当年度会長研修 14：00～17：00 岡崎中央総合公園　体育館
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

研修スケジュール

事務局研修 15：00～18：00 岡崎ニューグランドホテル　飛竜・ふじ

Ａ_未来創造塾で地域の未来を拓く研究会 15：00～18：00 岡崎市民会館　リハーサル室２

Ｂ_政策提言研究会 郷創塾 15：00～18：00 岡崎市図書館交流プラザりぶら　ホール

Ｃ_事業創造ライブラリー
地域の活力を呼び戻すYEGの取り組み

15：00～18：00 岡崎市民会館　会議棟　大会議室

Ｄ_新入会員教育から始まる単会活性化 15：00～18：00 岡崎市甲山会館

Ｅ_国際ビジネス研究会　
YEG, BE GLOCAL

15：00～18：00 岡崎市図書館交流プラザりぶら　会議室301

Ｆ_DX推進研究会 自単会で
使えるDX実践

15：00～18：00 岡崎市民会館　リハーサル室1

Ｇ_ローカルゼブラ企業研究会 15：00～18：00 岡崎市図書館交流プラザりぶら　会議室302

Ｈ_サスティナブル男女共同参画研究会 15：00～18：00 岡崎市図書館交流プラザりぶら　会議室101

Ｉ_スタートアップ研修 15：00～18：00 岡崎市民会館　会議棟　1階会議室

特別プログラム 15：30～17：40 岡崎商工会議所　大ホール

J-１_公民連携まちづくりが進む「ＱＵ
ＲＵＷＡ」から学ぶ これからの地域創生

16：00～18：00 ＱＵＲＵＷＡエリア

J-２_ＱＵＲＵＷＡの「案内人」から学ぶ 
まちなかビジネスの創造

16：00～18：00 ＱＵＲＵＷＡエリア

K_日本の「ロボットアニメ」から学ぶ 
日本の未来（自然科学研究機構の見学）

15：30～17：00
　

自然科学研究機構

大懇親会 18：40～20：20 乙川河川緑地

ナイトエクスカーション 21：00～ 岡崎市内外各飲食店
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

研修スケジュール

令和7年11月29日（土）

次年度会長研修 ９：00～12：00 岡崎中央総合公園　体育館

副会長・専務理事研修 ９：00～12：00 岡崎商工会議所　大ホール

ビジネスプランコンテスト研修 ９：00～12：00 岡崎商工会議所　中ホール

Ａ_公民連携まちづくりが進む
「ＱＵＲＵＷＡ」から学ぶ 
これからの地域創生

10：00～12：00 ＱＵＲＵＷＡエリア

B_ＱＵＲＵＷＡの
「案内人」から学ぶ 
まちなかビジネスの創造

10：00～12：00 ＱＵＲＵＷＡエリア

C_川とともに暮らす
まちなかの大自然「乙川」から学ぶ
公共空間活用

10：00～12：00 乙川河川緑地

D_265年の太平の世を築いた
「徳川家康公」から学ぶ
リーダー論・組織論

９：00～12：50 岡崎城二の丸能楽堂／
岡崎城／岡崎城公園

E_創業380年、「永続を体現
する老舗企業」から学ぶ
経営の秘訣

９：30～12：50 合資会社八丁味噌／
岡崎市民会館　会議棟　大会議室

F_新商品を生み出し続ける
「栄屋乳業」から学ぶ
変化の波を乗り越える経営戦略

９：30～12：50 栄屋乳業株式会社

G_日本の「ロボットアニメ」
から学ぶ 日本の未来

10：00～12：00 岡崎市図書館交流プラザりぶら　ホール

H_デジタル×地域資源！ 
「オクオカ」から学ぶ
“つながり”で拓く地方創生の未来像

9：00～12：50 ふるさと千万町楽校
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

研修スケジュール

I_“モッタイナイ”を“もっといい”へ
「ＴＯＹＯＴＡ UPCYCLE プロジェクト」から学ぶ
循環をあきらめない文化創造への挑戦

9：30～12：50 トヨタ鞍ヶ池記念館

J_人口４万人都市「幸田町」から学ぶ
何もないから何でもできる！ 
地方創生術

10：00～12：50 幸田サーキットyrp桐山

K_ＳＮＳで大バズリ！着るビーズ
クッション！？「ハナロロ」から学ぶ 
ローカル企業のグローバル戦略

10：00～12：00 岡崎市民会館　会議棟　1階会議室

L_あなたから買いたいを育てる！
「まちゼミ」から学ぶ
まちの動かし方

10：00～12：00 岡崎市民会館　リハーサル室１

M_宣伝費ゼロで全国に発信！
「ダイワスーパー」から学ぶ
表現伝達力

10：00～12：00 岡崎市図書館交流プラザりぶら　会議室301

昼食 12：00～13：00 各所

閉会式 13：00～14：00 岡崎市民会館　あおいホール

物産展

11月28日（金） 9：30～16：30
15：00～18：00

岡崎中央総合公園
桜城橋

11月29日（土） 10：00～16：00 籠田公園、中央緑道、桜城橋、岡崎市民会館

11月30日（日） 10：00～15：00 籠田公園、中央緑道、桜城橋
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

空路でのアクセス

鉄道でのアクセス

車でのアクセス

約110分

約140分
那覇空港

中部国際空港
（セントレア）

約95分

約80分
熊本空港

県営名古屋空港

新千歳空港

青森空港

東岡崎

のぞみ16分

東海道新幹線
のぞみ36分

東海道新幹線

快速特急25分

名鉄 特急31分

名鉄
特急20分

名鉄

のぞみ1時間42分

東海道新幹線

ひかり
1時間25分

東海道
新幹線

新快速
20分

東海道
本線

新快速
30分

東海道
本線

新大阪 京都

中部国際空港
（セントレア）

名
古
屋

金
山

豊
橋

東
京岡崎

約30分

名神高速道路
約2時間50分

新東名高速道路
約20分

新東名
高速道路

約1時間35分

新名神高速道路
伊勢湾岸自動車道

約1時間40分

名神高速道路

約3時間

東名高速道路

約20分

東名高速道路

約10分

東名高速道路 東京
東京IC

京都
京都東IC

豊田
豊田JCT

岡崎
岡崎IC

名古屋
名古屋IC

岡崎
岡崎東IC

大阪
吹田IC

交通アクセス
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

東名高速岡崎ICを出て、国道1号線を名古屋方面へ
約2.5kmほどすすんでいただきます。
康生通南の交差点を左折後すぐ、殿橋手前の殿橋北
の交差点を右折し、川沿いを直進していただくとすぐ
にホテルがございます。
※ホテル駐車場が満車の場合、市営岡崎公園駐車場
をご利用ください。ご利用に応じて駐車料金の一部を
ご負担致しております。ご宿泊のお客様は、ホテル駐
車場が満車時は、お手数ですがホテルフロントまでお
声かけください。

岡崎中央総合公園

岡崎ニューグランドホテル

会場周辺地図
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

施設名 内容 連絡先 所在地

岡崎中央総合公園

会員総会

0564-25-7887 岡崎市高隆寺町峠1番地

開会式

次年度会長予定者所信表明

特別研修①②

当年度会長研修

次年度会長研修

物産展

岡崎市図書館交流プラザ
りぶら

日本YEG諸会議

0564-23-3100 岡崎市康生通西4丁目71日本YEG研究会

2日目研修

岡崎商工会議所
特別プログラム

0564-53-6161 岡崎市竜美南1丁目2番地副会長・専務理事研修

ビジネスプランコンテスト研修

岡崎市民会館

日本YEG諸会議

0564-21-9121 岡崎市六供町出崎15-1
日本YEG研究会

2日目研修

閉会式

岡崎ニューグランドホテル
前泊者懇親会

0564-21-5111 愛知県岡崎市康生町515-33
事務局研修

岡崎城二の丸能楽堂 2日目研修 0564-24-2204 愛知県岡崎市康生町561-1

分子科学研究所 初日研修 0564-55-7418 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38番地

合資会社八丁味噌 2日目研修 0564-21-0151 愛知県岡崎市八丁町69番地

栄屋乳業株式会社 2日目研修 0564-33-1111 愛知県岡崎市東牧内町甲田45-45

ふるさと千万町楽校 2日目研修 0564-77-5914 愛知県岡崎市千万町町宮8

トヨタ鞍ケ池記念館 2日目研修 0565-88-8811 愛知県豊田市池田町南250

乙川河川緑地 大懇親会 岡崎市康生町

籠田公園 物産展 愛知県岡崎市籠田町68

中央緑道 物産展

桜城橋 物産展 岡崎市明大寺本町

主な開催施設一覧

会場リスト
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

大会フロー図

令和7年 11月26日（水）

表敬訪問

成功祈願

令和7年 11月27日（木）

日本ＹＥＧ諸会議

前泊者懇親会

ナイトエクスカーション

令和7年 11月28日（金）

会員総会

開会式

次年度会長予定者所信表明

特別研修①
理念形成フォーラム

特別研修②
ＱＵＲＵＷＡから学ぶ地域創生研修

当年度会長研修

事務局研修/研修会A-I/
特別プログラム

研修会J

研修会K

大懇親会

ナイトエクスカーション

物産展

8：00	 9：00	 10：00	 11：00	 12：00	 13：00	 14：00	 15：00	 16：00	 17：00	 18：00	 19:00	 20:00	 21:00	

8：00	 9：00	 10：00	 11：00	 12：00	 13：00	 14：00	 15：00	 16：00	 17：00	 18：00	 19:00	 20:00	 21:00	

8：00	 9：00	 10：00	 11：00	 12：00	 13：00	 14：00	 15：00	 16：00	 17：00	 18：00	 19:00	 20:00	 21:00	

岡崎中央総合公園岡崎中央総合公園

桜城橋桜城橋
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

大会フロー図

令和7年 11月29日（土）

次年度会長研修

副会長・専務理事研修

ビジネスプランコンテスト研修

分科会A

分科会B

分科会C

分科会D

分科会E

分科会F

分科会G

分科会H

分科会I

分科会J

分科会K

分科会L

分科会M

閉会式

物産展

7：00	 8：00	 9：00	 10：00	 11：00	 12：00	 13：00	 14：00	 15：00	 16：00	 17：00	 18：00	 19:00	 20:00	

令和7年 11月30日（日）

物産展

7：00	 8：00	 9：00	 10：00	 11：00	 12：00	 13：00	 14：00	 15：00	 16：00	 17：00	 18：00	 19:00	 20:00	
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日　時 令和７年11月26日（水）　9時00分～17時00分

会　場 愛知県庁、岡崎市役所、岡崎商工会議所

内　容 全国リーダーズ研修会開催に先立ち、主管地である岡崎市、および副主管地である
愛知県に対して開催の報告のために訪問を行う。

表敬訪問

愛知県庁

岡崎商工会議所

岡崎市役所
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

日　時 令和７年11月26日（水）　15時00分～15時30分

会　場 龍城神社

内　容 日本の歴史を代表するリーダーの一人である徳川家康公を祀る龍城神社にて全国
リーダーズ研修会の成功祈願を行うことで、会員の士気をさらに高めるとともに、本
研修会を地域経済の発展に貢献するリーダーを育成する場とすることを誓う。

成功祈願

龍城神社
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

会議名 日本ＹＥＧ諸会議

日　時 令和７年11月27日（木）　10時20分～18時40分

会　場 岡崎市民会館・甲山会館、岡崎市図書館交流プラザりぶら

岡崎市民会館・甲山会館

図書館交流プラザりぶら

日本YEG諸会議
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

日　時 令和７年11月27日（木）　19時10分～21時10分

会　場 岡崎ニューグランドホテル　飛竜・ふじ

次　第 ① 開会　
② 挨拶　日本商工会議所青年部　会長
③ 挨拶　主管商工会議所青年部　会長
④ 挨拶　第43回全国リーダーズ研修会 愛知岡崎会議　大会会長
⑤ 鏡開き、乾杯
⑥ 歓談
⑦ 第45回全国大会ＰＲ
⑧ 中締め　
⑨ 閉会

岡崎ニューグランドホテル　外観 岡崎ニューグランドホテル飛竜の間

前泊者懇親会
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日　時 令和７年11月28日（金）　９時00分～10時00分

会　場 岡崎中央総合公園　武道館

次　第 ① 開会宣言（ＹＥＧ宣言）
② 国歌「君が代」斉唱
③ 商工会議所青年部の歌「伸びゆく大地」斉唱
④ 商工会議所青年部「綱領」朗読「指針」唱和
⑤ 挨拶　日本商工会議所青年部　会長
⑥ 議長選出
⑦ 出席状況報告
⑧ 議事録署名人選出
⑨ 総会議事
⑩ 閉会宣言

岡崎中央総合公園　外観 岡崎中央総合公園　武道館

会員総会
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

日　時 令和７年11月28日（金）　10時30分～11時30分

会　場 岡崎中央総合公園　武道館

次　第 ① 開会宣言（ＹＥＧ宣言）
② 国歌「君が代」斉唱
③ 商工会議所青年部の歌「伸びゆく大地」斉唱
④ 商工会議所青年部「綱領」朗読「指針」唱和
⑤ 挨拶　日本商工会議所青年部　会長
⑥ 挨拶　日本商工会議所　会頭
⑦ 挨拶　開催地商工会議所　会頭
⑧ 挨拶　主管商工会議所青年部　会長
⑨ 挨拶　第43回全国リーダーズ研修会 愛知岡崎会議　大会会長
⑩ 挨拶　来賓
⑪ 来賓紹介
⑫ 祝電披露
⑬ 主催者紹介
⑭ 閉会の辞

岡崎中央総合公園　外観 岡崎中央総合公園　武道館

開会式
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日　時 令和７年11月28日（金）　11時30分～11時50分

会　場 岡崎中央総合公園　武道館

内　容 次年度日本商工会議所青年部会長予定者より、参加者全員に対し所信表明を行う

岡崎中央総合公園　外観 岡崎中央総合公園　武道館

日本ＹＥＧ次年度会長所信表明
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

日　時 令和７年11月28日（金）　18時40分～20時20分

会　場 乙川河川緑地

次　第 ① 開会
② 挨拶　日本商工会議所青年部　会長
③ 挨拶　第43回全国リーダーズ研修会 愛知岡崎会議　大会会長
④ 挨拶　主管商工会議所青年部　会長
⑤ 挨拶　岡崎市長
⑥ 第45回全国大会ＰＲ
⑦ 第44回全国リーダーズ研修会ＰＲ
⑧ 乾杯
⑨ アトラクション
⑩ 歓談
⑪ 中締め
⑫ 閉会

乙川河川緑地

大懇親会
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日　時 令和７年11月29日（土）　13時00分～14時00分

会　場 岡崎市民会館　あおいホール

内　容 ① 開会の辞
② 挨拶　日本商工会議所青年部　会長
③ 挨拶　主管商工会議所青年部　会長
④ 挨拶　副主管商工会議所青年部連合会　会長
⑤ 挨拶　第43回全国リーダーズ研修会 愛知岡崎会議　大会会長
⑥ 第45回全国大会ＰＲ
⑦ 第44回全国リーダーズ研修会ＰＲ
⑧ 閉会宣言

岡崎市民会館　外観

岡崎市民会館　あおいホール

閉会式
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

日　時 令和７年11月28日（金）　  ９時00分～16時30分（岡崎中央総合公園）
　　　　　　　　　　　15時00分～18時00分（桜城橋）
　　　  11月29日（土）　10時00分～16時00分（籠田公園、中央緑道、桜城橋、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市民会館）
　　　  11月30日（日）　10時00分～15時00分（籠田公園、中央緑道、桜城橋）

会　場 ① 岡崎中央総合公園　第１駐車場
② 籠田公園
③ 中央緑道
④ 桜城橋
⑤ 岡崎市民会館

愛知県の特産品や名産品を全国の皆様に紹介する場として開催いたします

物産展

岡崎市民会館　外観

岡崎中央総合公園　第 1 駐車場

中央緑道 桜城橋

籠田公園
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

地域の永続的繁栄

道徳と経済の合一

Create the Next
～自ら、仲間から、地域から～

次
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
能
力

主担当： 岡崎YEG（主管）

７つの能力の向上研修 【対象：全メンバー】

知 本質的な
見識と教養 創 ビジョン

構想力
実行
推進力実 表現

伝達力伝
組織
マネジメント力統 リーダー ＆

フォロワーシップ品 育成力育

対象： 当年度会長
目的： 当年度の検証、中間振り返り、引き継ぎ事項

役割別研修 【対象：各役職者】

主担当： 日本YEG

テーマ別研究会 【対象： 全メンバー】

対象： 次年度会長
目的： 次年度の方向性および組織運営における準備

次年度会長研修

対象： 当次年度副会長・専務理事
目的： ７つの能力の一つ
　　  「リーダー＆フォロアーシップ」を学ぶ

副会長・
専務理事研修

対象： 事務局
目的： 当年度の振り返りおよび検証・次年度の方向性確認

事務局研修

実
務
上
の
研
修
／「
単
会（
4
1
7
）」の
発
展

当年度会長研修

特
別
研
修

特別研修①．理念形成フォーラム

特別研修②．QURUWAから学ぶ地域創生研修

対象：全会員

知 創 実資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
／
個
人・企
業（
3
2
0
0
0
）の
発
展

知公民連携まちづくりが進む「ＱＵＲＵＷＡ」から学ぶ 
これからの地域創生

分科会A

知ＱＵＲＵＷＡの「案内人」から学ぶ まちなかビジネスの創造分科会B

川とともに暮らす　まちなかの大自然「乙川」から学ぶ
公共空間活用

分科会C 知 創

265年の太平の世を築いた「徳川家康公」から学ぶ
リーダー論・組織論

分科会D

創業380年、「永続を体現する老舗企業」から学ぶ
経営の秘訣

分科会E

新商品を生み出し続ける「栄屋乳業」から学ぶ
変化の波を乗り越える経営戦略

分科会F

知 創デジタル×地域資源！「オクオカ」から学ぶ
“つながり”で拓く地方創生の未来像

分科会H

“モッタイナイ”を“もっといい”へ「TOYOTA UPCYCLE プロジェクト」から学ぶ
循環をあきらめない文化創造への挑戦

分科会I

伝
創 実

伝
創 実

人口４万人都市「幸田町」から学ぶ
何もないから何でもできる！ 地方創生術

分科会J

伝
創 実SNSで大バズり！「ハナロロ」から学ぶ

ローカル企業のグローバル戦略
分科会K

あなたから買いたいを育てる！「まちゼミ」から学ぶ
まちの動かし方

分科会L

実 伝宣伝費ゼロで全国に発信！「ダイワスーパー」から学ぶ
表現伝達力

分科会M

創 実

知 創日本の「ロボットアニメ」から学ぶ 日本の未来分科会G

実 統
育

日本（地域）の
理想を起点に
大局的思考をし、
公の精神で

自発的に行動する

Value

大会テーマ

Philosopy

Misson

日本の未来を創る
「変革の道導」となる

Vision

人財の育成

全国の商工会議所青年部の先導的
役割を担う会長、次年度予定者を中
心に、全国の青年部会員が 次代の地
域経済を支えるリーダーとして、人間
力を向上し、地域の発展に資する学
び の機会を提供する ことで、全国の
未来的課題の解決と組織の活性化に
つなげる。また、各地商工会議所青年
部事務局を対象に、青年部組織の活
性化と一層の充実に資することを目
的とする研修を併せて実施する。

全国リーダーズ研修会の目的

あすおかマーケット（繋ぐ/伝統、商う/経済、守る/防災、育む/教育 ４つのアクション）
QURUWAまるごと物産展
（まちなか開催、自治会との協同、既存イベントとの連携、県連との協同）

物産展

単会を超えた仲間づくり
ローカルフードによる地域性の発信（県連との協同、自治会との協同など）

大懇親会

知 統
品 育

創 統
品 育

創 実

Ａ．未来創造塾で
　 地域の未来を拓く研究会

ローカルイノベーターの育成、ＣＳＶ経営の考えの学びを通し
て、各地に『地域未来創造塾』の開校を促進する

Ｂ．政策提言研究会 郷創塾 単会における政策提言のスタートアップをリードする人材
および、効果的な提言書作成を作成する人材を育成する

Ｃ．事業創造ライブラリー
　 地域の活力を呼び戻すＹＥＧの取り組み

地方の社会環境の過疎化に対して、日本ＹＥＧ13テーマの
考えを基に、脱消滅可能性自治体への企画を構築する

Ｄ．新入会員教育から始まる
　 単会活性化

どの単会においても未来を担う人財を育成するため、各々の
教育パッケージを構築し、単会の組織力活性化を図る

Ｅ．国際ビジネス研究会
　 YEG, BE GLOCAL

国際ビジネス挑戦者の創出に向けてYEGメンバーの海外ビジネ
ス事例を集めるとともに、国際ビジネスのコミュニティを創出する

Ｆ．DX推進研究会
　 自単会で使えるDX実践

自社や自単会が抱えるDXの課題を念頭に、情報共有と課題
解決に向けた取り組みを学び合う機会を創出する

Ｇ．ローカルゼブラ企業研究会 地域課題の解決とビジネスの両立を通じて、地域経済の活性
化に寄与する

Ｈ．サスティナブル男女共同参画研究会 男女共同参画を推進し、選ばれる企業、団体、地域を目指し
永続していくために学びの場を提供する

Ｉ．スタートアップ研究会 「地域から未来を創るビジネスとは？」をテーマに、課題を“気
づき”に変え、“志”をビジネスに昇華させる視点を学ぶ

特別プログラム ビジネスプランコンテスト研修

第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議　グランドデザイン
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

地域の永続的繁栄

道徳と経済の合一

Create the Next
～自ら、仲間から、地域から～

次
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

求
め
ら
れ
る
能
力

主担当： 岡崎YEG（主管）

７つの能力の向上研修 【対象：全メンバー】

知 本質的な
見識と教養 創 ビジョン

構想力
実行
推進力実 表現

伝達力伝
組織
マネジメント力統 リーダー ＆

フォロワーシップ品 育成力育

対象： 当年度会長
目的： 当年度の検証、中間振り返り、引き継ぎ事項

役割別研修 【対象：各役職者】

主担当： 日本YEG

テーマ別研究会 【対象： 全メンバー】

対象： 次年度会長
目的： 次年度の方向性および組織運営における準備

次年度会長研修

対象： 当次年度副会長・専務理事
目的： ７つの能力の一つ
　　  「リーダー＆フォロアーシップ」を学ぶ

副会長・
専務理事研修

対象： 事務局
目的： 当年度の振り返りおよび検証・次年度の方向性確認

事務局研修

実
務
上
の
研
修
／「
単
会（
4
1
7
）」の
発
展

当年度会長研修

特
別
研
修

特別研修①．理念形成フォーラム

特別研修②．QURUWAから学ぶ地域創生研修

対象：全会員

知 創 実資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
／
個
人・企
業（
3
2
0
0
0
）の
発
展

知公民連携まちづくりが進む「ＱＵＲＵＷＡ」から学ぶ 
これからの地域創生

分科会A

知ＱＵＲＵＷＡの「案内人」から学ぶ まちなかビジネスの創造分科会B

川とともに暮らす　まちなかの大自然「乙川」から学ぶ
公共空間活用

分科会C 知 創

265年の太平の世を築いた「徳川家康公」から学ぶ
リーダー論・組織論

分科会D

創業380年、「永続を体現する老舗企業」から学ぶ
経営の秘訣

分科会E

新商品を生み出し続ける「栄屋乳業」から学ぶ
変化の波を乗り越える経営戦略

分科会F

知 創デジタル×地域資源！「オクオカ」から学ぶ
“つながり”で拓く地方創生の未来像

分科会H

“モッタイナイ”を“もっといい”へ「TOYOTA UPCYCLE プロジェクト」から学ぶ
循環をあきらめない文化創造への挑戦

分科会I

伝
創 実

伝
創 実

人口４万人都市「幸田町」から学ぶ
何もないから何でもできる！ 地方創生術

分科会J

伝
創 実SNSで大バズり！「ハナロロ」から学ぶ

ローカル企業のグローバル戦略
分科会K

あなたから買いたいを育てる！「まちゼミ」から学ぶ
まちの動かし方

分科会L

実 伝宣伝費ゼロで全国に発信！「ダイワスーパー」から学ぶ
表現伝達力

分科会M

創 実

知 創日本の「ロボットアニメ」から学ぶ 日本の未来分科会G

実 統
育

日本（地域）の
理想を起点に
大局的思考をし、
公の精神で

自発的に行動する

Value

大会テーマ

Philosopy

Misson

日本の未来を創る
「変革の道導」となる

Vision

人財の育成

全国の商工会議所青年部の先導的
役割を担う会長、次年度予定者を中
心に、全国の青年部会員が 次代の地
域経済を支えるリーダーとして、人間
力を向上し、地域の発展に資する学
び の機会を提供する ことで、全国の
未来的課題の解決と組織の活性化に
つなげる。また、各地商工会議所青年
部事務局を対象に、青年部組織の活
性化と一層の充実に資することを目
的とする研修を併せて実施する。

全国リーダーズ研修会の目的

あすおかマーケット（繋ぐ/伝統、商う/経済、守る/防災、育む/教育 ４つのアクション）
QURUWAまるごと物産展
（まちなか開催、自治会との協同、既存イベントとの連携、県連との協同）

物産展

単会を超えた仲間づくり
ローカルフードによる地域性の発信（県連との協同、自治会との協同など）

大懇親会

知 統
品 育

創 統
品 育

創 実

Ａ．未来創造塾で
　 地域の未来を拓く研究会

ローカルイノベーターの育成、ＣＳＶ経営の考えの学びを通し
て、各地に『地域未来創造塾』の開校を促進する

Ｂ．政策提言研究会 郷創塾 単会における政策提言のスタートアップをリードする人材
および、効果的な提言書作成を作成する人材を育成する

Ｃ．事業創造ライブラリー
　 地域の活力を呼び戻すＹＥＧの取り組み

地方の社会環境の過疎化に対して、日本ＹＥＧ13テーマの
考えを基に、脱消滅可能性自治体への企画を構築する

Ｄ．新入会員教育から始まる
　 単会活性化

どの単会においても未来を担う人財を育成するため、各々の
教育パッケージを構築し、単会の組織力活性化を図る

Ｅ．国際ビジネス研究会
　 YEG, BE GLOCAL

国際ビジネス挑戦者の創出に向けてYEGメンバーの海外ビジネ
ス事例を集めるとともに、国際ビジネスのコミュニティを創出する

Ｆ．DX推進研究会
　 自単会で使えるDX実践

自社や自単会が抱えるDXの課題を念頭に、情報共有と課題
解決に向けた取り組みを学び合う機会を創出する

Ｇ．ローカルゼブラ企業研究会 地域課題の解決とビジネスの両立を通じて、地域経済の活性
化に寄与する

Ｈ．サスティナブル男女共同参画研究会 男女共同参画を推進し、選ばれる企業、団体、地域を目指し
永続していくために学びの場を提供する

Ｉ．スタートアップ研究会 「地域から未来を創るビジネスとは？」をテーマに、課題を“気
づき”に変え、“志”をビジネスに昇華させる視点を学ぶ

特別プログラム ビジネスプランコンテスト研修

第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議　グランドデザイン
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2023年度「グッドデザイン賞金賞（上位20位）」を受賞した、公民
連携まちづくりで評価される「QURUWA戦略」。
QURUWA戦略とは、岡崎市中心市街地の主要街路と川辺を
結び再生させていく都市戦略です。そこで起きている様々な官
民が関わる関連プロジェクトを物産展とともにまち歩きで体感し
て学んでいただきます。

公民連携まちづくりが進む
「QURUWA」から学ぶ
これからの地域創生

「公民連携や地域資源や課題から新ビジネスを創りたい！」 と思っている方 知 創 実 伝 統 品 育

分科会A

分科会
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

開催日時

開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
特に集合はありません。各自、開催期間中で自由にお楽
しみください。

令和7年 11 月 28 日（金） 16:00〜18:00
令和7年 11 月 29 日（土） 10:00～12:00
QURUWA地区全体
1,000 人
無料
岡崎城を中心とした歴史を感じることので
きるエリアや、河川敷や公園などの公共
空間、リノベーションが進む商店街が広がる

「QURUWA地区」を各々で巡っていただ
きます。期間中は、愛知県連や岡崎市、地
元自治会や民間企業と連携した物産展が
まち全体に広がっています。
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2023年度「グッドデザイン賞金賞（上位20
位）」を受賞した、公民連携まちづくりで評価さ
れる「QURUWA戦略」。
QURUWA戦略とは、岡崎市中心市街地の主
要街路と川辺を結び再生させていく都市戦略
です。この分科会では、これらを牽引されている
キーマンに案内していただきながらまち歩きを
して、深くQURUWAについて学びます。

開催日時

開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎11月28日 タイムスケジュール
　16:00
　18:00 
◎11月29日 タイムスケジュール
　10:00
　12:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

株式会社Q-NEXT　柏木氏　佐谷氏

佐
谷「
岡
崎
が
た
だ
た
だ

　
　
　
　
　
好
き
な
ん
で
す
」

柏
木「
場
所
に
宿
っ
た
物
語
や

　
　
　
想
い
を
引
き
継
い
で
行
く
」

QURUWAの「案内人」から学ぶ
まちなかビジネスの創造

令和7年 11 月 28 日（金） 16:00〜18:00
令和7年 11 月 29 日（土） 10:00～12:00
QURUWA地区全体
100 人
3,000 円
QURUWA地区を熟知したキーマンにアテ
ンドしていただきながらまち歩きを行います。

各チームで街歩き開始、適宜レクチャー
終了 

各チームで街歩き開始、適宜レクチャー
終了　※各自、QURUWA地区を巡り、昼
食を済ませてください

分科会B

「公民連携や地域資源や課題から新ビジネスを創りたい！」 と思っている方 知 創 実 伝 統 品 育
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

岡崎市のまちの中心部を流れ、産業や伝統文化の形成に大きな影響を
与えてきた「乙川」。この乙川を舞台に、近年生まれつつある新しいまち
の動きをご紹介します。川からまちを見ることで得られる、つながりの
気づきから、これからの時代の都市と自然の関係を探ります。

川とともに暮らす
まちなかの大自然「乙川」から学ぶ
公共空間活用

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　10:00

　10:50 
　11:30

令和7年 11 月 29 日（土） 10:00〜11:30
乙川河川緑地左岸（南側）殿橋下あたり
50 人
3,000 円
乙川流域をフィールドに様々な事業や活動を実施する市民団体

「ONE RIVER」のプロジェクトマネージャーである岩ヶ谷充氏
による講演会、そして、ONE RIVERメンバーによる川とまちのつ
ながりを体感で知るワークショップを行います。

乙川河川緑地左岸集合
講演会
ワークショップ
終了　※各自、QURUWA地区を巡り、昼食を済ませてください

川
と
と
も
に
暮
ら
す
。

　
そ
ん
な
自
然
観
が
こ
の
ま
ち
に

　
　
根
付
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

アーカイブ配信

分科会C

「自然やまちなかを活用しながら新ビジネスを創りたい！」 と思っている方 知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育
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265年の太平の世を築いた
「徳川家康公」から学ぶ
リーダー論・組織論

リ
ー
ダ
ー
こ
そ

　
　
　「
失
敗
を
記
録
し
、自
分
を
変
え
る
力
に
」

分科会D

「次代のリーダー論や組織論を考えるきっかけとしたい！」 と思っている方 知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

教科書には載ってない史実に基づいた実際の人間模様も踏まえた、三河小集団を
天下統一するまでに育て上げた家康公のリーダー力とその組織論について、また
三河家臣団という確固たる組織を創り上げ、265年もの太平の世を築いた徳川家
康公から、現代社会にも通ずる日本的なリーダーの在り方を学びます。

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　9:15
　9:30
　
　11:00　
　12:00 
　12:50

令和7年 11 月 29 日（土） 9:00～12:50
岡崎城、岡崎城公園、二の丸能楽堂
300 人
4,000 円　※昼食付、施設入場料含む
NHK大河ドラマ「どうする家康」で脚本監修を行った
歴史家の市橋章男氏と、組織変革のスペシャリストで
あるスノーピークビジネスソリューションズの坂田真也
社長による講演会から、徳川家康公から現代社会に
も通じ、自社業にも活かすことができる日本的な「リー
ダー」と「組織」の在り方を学びます。
その後、岡崎城や三河武士のやかた家康館を見学
します。

岡崎城公園　二の丸能楽堂前集合
講演会「265年の太平の世を築いた徳川家康公から
学ぶリーダー論・組織論」
岡崎城、三河武士のやかた家康館等の散策
移動
市民会館到着

オンライン＆アーカイブ配信
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分科会E

「事業の推進や承継を学び、永続を目指したい！」 と思っている経営者、後継者

創業380年、「永続を体現する老舗企業」から学ぶ
経営の秘訣

弊社は徳川家康公生誕の岡崎城より西へ八丁（約870ｍ）の距離に
ある八丁村（現・岡崎市八丁町）で、江戸時代初期から伝統製法の「八
丁味噌」を造り続けており、今年創業380周年を迎えました。
大豆と塩のみを原料に大きな木桶に仕込み、職人の手で川石を円錐
状に積み上げて重石とし、二夏二冬（2年以上）天然醸造で熟成させ
る八丁味噌は、単なる食品でなくそれ自体が文化であり、これからも
幾百年と守り伝えていきたいと考えております。

合資会社八丁味噌　代表社員・早川久右衛門氏

合資会社八丁味噌　副社長・早川昌吾氏

「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、伝
統
、つ
な
げ
て
き
た
文
化
を

　
　
　
後
世
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が一
番
大
事
な
ん
だ
」

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

開催日時
開催会場

参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　9:30
　10:30
　11:00
　12:00
　12:50

令和7年 11 月 29 日（土） 9:30〜12:50
合資会社八丁味噌（屋号 カクキュー）
市民会館　会議棟　大会議室
100 人
3,000 円　※軽食付
カクキューの施設見学後、場所を移動して合
資会社八丁味噌 副社長の早川昌吾氏によ
る企業の永続、時代の変化に対応するため
の講演を行います。

施設見学・物販
バス移動（カクキュー → 市民会館）
講演会
昼食
終了

アーカイブ配信

岡崎市内の老舗企業から、永続のノウハウ（変化し続ける社会へ
の対応、地域との関係）を学び、永続的に継続発展し続ける企業
を体感していただきます。
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分科会F

「企業で抱える課題や組織の在り方を改善し、売上を上げたい！」 と思っている経営者

参加者が時代の変化に迅速に対応し、経営の未来を見据えた
ビジョンを構築するための具体的な方法と実践例を学ぶことを
目的とします。特に、栄屋乳業の成功事例を通じて、実行力と
組織マネジメントの重要性を理解し、リーダーとしての資質を
高めることを目指します。

新商品を生み出し続ける
「栄屋乳業」から学ぶ
変化の波を乗り越える経営戦略

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育

高
け
れ
ば
高
い
山
の
方
が

　
登
っ
た
時
　
気
持
ち
い
い
も
ん
だ
！

栄屋乳業株式会社　代表取締役社長　野田陽太郎氏
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　9:30
　9:45
　10:45
　11:30
　12:00
　12:50

令和7年 11 月 29 日（土） 9:30〜12:50
栄屋乳業株式会社
30 人
3,000 円　※昼食付
栄屋乳業株式会社の代表取締役社長の野田陽太
郎氏による経営理念やビジョン（中長期計画）、自企
業の強みや時代の変化に対する力、社員のモチベー
ションアップに関する講演を行います。その後工場見
学を行い実際の製造プロセスや品質管理の方法を
学び、最後に、チームに分かれての商品開発ワーク
ショップを行います。

挨拶、DVD鑑賞
工場見学、グループワーク（商品企画）
企画商品発表、講話、質疑応答
昼食
終了移動　
市民会館到着
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分科会G

「最先端テクノロジーから新ビジネスを創りたい！」 と思っている貪欲な方

君はロボットアニメは好きかい？ 空想の世界からインスピレー
ションを得て科学技術を進めようとしている人たちが、日本には
かなりたくさんいる。アニメなどの中に創造の力を込める試み
は、日本独自の誇るべき文化であり、未来を作る土壌になるのだ！

「機動戦士ガンダム 宇宙世紀vs.現代科学」の著者たちと一緒
に、ロボットアニメから未来の世界をイメージしてみよう！

日本の「ロボットアニメ」から学ぶ
日本の未来

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

開催日時

開催会場

参加人数
登 録 料
内　　容

◎11月29日タイムスケジュール
　10:00　
　10:15 
　12:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

令和7年 11 月 28 日（金） 16:00〜18:00
令和7年 11 月 29 日（土） 10:00〜12:00
令和7年11月28日　見学： 自然科学研究機構
令和7年11月29日　講演： りぶらホール
見学： 50 人　講演： 300 人
4,000 円　※軽食付
小さい時に夢中になったロボットアニメの
世界。そこには私たちの想像をはるかに超
えた超科学の世界があります。その世界に
は私たちの未来を形作るヒントがあるはずで
す。本講演では、ロボットアニメに魅了され
た研究者たちと一緒に、これから訪れる素
晴らしい未来に向けて考えてみましょう。

会場集合
講演会
終了　※各自、QURUWA地区を巡り、昼
食を済ませてください　

自然科学研究機構 核融合科学研究所　伊藤篤史氏

慶應義塾大学　木下翔太郎氏

自然科学研究機構　坂本貴和子氏

理化学研究所　小池耕彦氏

71

第
Ⅴ
章　

研
修
会
・
分
科
会
詳
細



分科会H

「地域の課題解決とともに新ビジネスを創りたい！」 と思っている方

デジタル×地域資源！ 「オクオカ」から学ぶ
“つながり”で拓く地方創生の未来像

未
来
を
動
か
す
の
は
、

　
地
元
を
想
う
人
の
諦
め
の
悪
さ
で
す
。

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育

VUILD株式会社　井上達哉氏
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

地域ごとに異なる暮らしや産業、
人の流れなどの課題を改めて見つ
めなおしそれぞれの地域が持つ特
有の資源や強みを活かして解決の
糸口を探ることで地域発の持続可
能な社会づくりにつなげます。
さらに、本研修で得た知見や手法
を各自の地域にも応用し、地域の
弱点を強みに変える発想力と実践
力を養うことを目指します。

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　9:00
　10:00　
　12:00
　12:50

令和7年 11 月 29 日（土） 9:00〜12:50
ふるさと千万町楽校
45 人
4,000 円　※昼食付
VUILD株式会社の井上達哉氏を招いて同社の事業や岡崎市で行っているプロジェクト（3次
元CNCルーター「ShopBot」を用いた事業）を学び、地域資源の新たな可能性を知り、自分たち
の地域でどのように活かせるか、明日から何が始められるかを考察していただきます。各テーブル
で意見交換を行い、AIを用いてプレスリリースを作成、学びを形にし、発信力を身につけます。

講演会
グループワーク、ワークショップ
終了　移動　※車中で昼食をお取りいただきます
市民会館到着

アーカイブ配信
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分科会 I

「明確なビジョンを掲げ、社会課題の解決とともに企業を拡大したい！」 と思っている経営者

自動車を筆頭に、様々なモノづくりの工程で発生するリユース・リサイクルの難しい廃棄物を新
しい価値を持つ商品へと生まれ変わらせることで、循環型社会実現を目指すプロジェクト。それ
を支えるのは、素材・製造・物流・販売・循環…多様なパートナー企業の存在でした。
アップサイクルを愛知から日本全国へ、日本から世界へ。その挑戦の輪を知り、加わっていただきます。
※アップサイクル…捨てるはずだったものに、デザインや機能など新しい価値を与えて生まれ変わらせること

“モッタイナイ”を“もっといい”へ
「TOYOTA UPCYCLE プロジェクト」から学ぶ
循環をあきらめない文化創造への挑戦

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育

アーカイブ配信

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　9:30　
　12:00 
　12:50

令和7年 11 月 29 日（土） 9:30〜12:50
トヨタ鞍ケ池記念館
70 人
4,000 円　※昼食付
本プロジェクトの担当者から、以下の内容について講演を行います。
・トヨタ自動車がアップサイクルに取り組むようになった経緯・理由
・これからトヨタ自動車が見据える未来
・アップサイクルプラットフォーム構案のご紹介
その後、2つのグループに分かれ、展示等を見学します。
A:織機見学…豊田佐吉のモノづくり精神・トヨタのルーツ
B:トヨタ創業展示室見学…創業→AA型→純国産車クラウンへの挑戦などトヨタの歴史
C:トヨタアップサイクルプレゼンテーション

講演会、施設見学、ものづくり体験　
終了　移動　※車中で昼食をお取りいただきます
市民会館到着
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議
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人口4万人都市「幸田町」から学ぶ
何もないから何でもできる！
地方創生術

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育

『何もない町』から『癒しと怪獣のまち』へと変貌を遂げる“幸田町”の
取り組みから、何もない場所に人を呼び、やりたいことを形にするため
の資金調達と行政との効果的な連携体制の構築術を学びます。

分科会 J

「私のまちには何もない…けど、新ビジネスを創りたい！」 と思っている経営者
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　10:00　
　11:10 
　12:00 
　12:50

令和7年 11 月 29 日（土） 10:00〜12:50
幸田サーキットyrp桐山
50 人
3,000 円　※昼食付
伝統仏壇職人でありながら、映画プロデューサー、デザイナー、大学教授といった多彩
な顔を持つ 都築数明氏を迎え、「やりたいこと」を実現へと導くためのプロデュース力を学
ぶ講演を行います。行政との連携、資金調達、仲間の巻き込み方─。数々のユニークな
企画を成功に導いてきた都築氏が、その経験をもとに、本音や裏話を交えて語ります。
参加者の皆さんの「やってみたい！」という想いを聞きながら、都築氏から実現へ近づくため
のヒントをトーク形式で一緒に探っていきましょう。
さらに、ここでしか手に入らない限定ソフビ人形の色付けワークショップでは、世界にひとつ
だけのオリジナル作品を制作し、お持ち帰りいただけます。
加えて、実際に映画で使用された特撮キャラクターの着ぐるみ体験＆撮影会も実施。なか
なか味わえない特別な体験をお楽しみください。

講演会
創造ワークショップ　
終了　移動　※車中で昼食をお取りいただきます
市民会館到着

伝
統
や
地
域
を
守
る
た
め
に
は

　
　
突
き
進
む
し
か
な
い

　
　
　
　
道
を
作
る
っ
て
、そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

アーカイブ配信
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SNSで大バズり！ 着るビーズクッション！？
「ハナロロ」から学ぶ
ローカル企業のグローバル戦略

今
を
生
き
る
た
め
に
、

　
　
　
生
ま
れ
変
わ
れ
。

（右）株式会社タキコウ縫製　代表取締役社長　滝川進氏

分科会 K

「地方にいながら海外へ販路を広げたい！」 と考える経営者、後継者知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

タキコウ縫製は、クッションをはじめとするインテリア用品を国内向けに製造・販売する縫製工場です。
2023年に「ハナロロ 着るビーズクッション」という商品が日本全国、さらには海外でも話題になり、
2024年には、全世界から選ばれた企業等の品質管理における改善努力や優れた成果を称えたESQR

「Quality Choice Prize 2024」という賞を受賞しました。
そのタキコウ縫製の事例をもとに、地域に根ざした企業がどのようにしてグローバルに評価されるブランド
へと成長したのか、その戦略を解明し、YEGメンバーが自社のビジネスに応用できる学びを提供します。

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　10:00　
　11:30 
　12:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

令和7年 11 月 29 日（土） 10:00〜12:00
市民会館　会議棟　1階会議室
60 人
2,000 円
株式会社タキコウ縫製の滝川進代表取締
役社長から「ゼブラ企業の成功戦略〜地域
発ブランドの世界展開〜」について、滝川昇
吾氏から、「次世代経営者としてのビジョン
と事業継承の課題・挑戦-事業継承の課題
と、新しい世代が加えるべき要素とは？」につ
いての講演を行います。その後、ワークショッ
プ「自社ブランドの可能性を探る」として、参
加者が自社のビジネスモデルを振り返り、ブ
ランド戦略・海外展開・サーキュラーエコノ
ミーの導入可能性を議論します。

講演会　
ワークショップ 
終了　※各自、QURUWA地区を巡り、昼
食を済ませてください　

アーカイブ配信
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あなたから買いたいを育てる！
「まちゼミ」から学ぶ
まちの動かし方

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　10:00
　10:15　
　11:45 
　12:00

令和7年 11 月 29 日（土） 10:00〜12:00
岡崎市民会館　リハーサル室1
100 人
2,000 円
多くの地域で小規模事業者の活性化と地域内経済循環の好事例を創出してき
た「まちゼミ」の伝道師である、株式会社まちづくり岡崎　代表の松井洋一郎氏
からまちゼミを通じた地域活性化の具体的な戦略とその意義について学びます。
特にYEG世代にとって重要な「個の商店の強化」と「街を支えるプラットフォー
ム構築」という2つの視点に基づき、「人づくり」と「まちづくり」を結びつけた実
践的な内容をお届けします。

会場集合
講演会、ワークショップ
質疑応答
終了　※各自、QURUWA地区を巡り、昼食を済ませてください

「まちゼミ」とはお店の方が講師となり、プロならではの専門
的な知識や情報、コツ、また趣味の楽しみなどを無料で受講者

（お客様）にお伝えする少人数制のゼミで、岡崎からはじまり、
今や全国に広がる事業です。
このまちゼミの手法を学ぶことで、わが町の商店街の活性化や
新たなビジネス開拓のヒントを得ることを目的とします。

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育

”あ
な
た
か
ら
買
い
た
い
“
を
生
む
力
。

　
　
ま
ち
ゼ
ミ
は
、地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
経
済
循
環
の
原
動
力
。

株式会社まちづくり岡崎　代表　松井洋一郎氏

アーカイブ配信

分科会L

「地元の商いや商店街の活性化をしたい！」 と思っている経営者
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

宣伝費ゼロで全国に発信！
「ダイワスーパー」から学ぶ
表現伝達力

知 創 実 伝 統 品 育知 創 実 伝 統 品 育

講師の大山氏が24歳の時に継いだ3000万の赤字が
ある町の小さなスーパーを1円もお金をかけずに、お
客さんが喜んでくれることを考え抜いた先でコンビニ
のフルーツサンドに出会い、人生が大きく変わった経
験から、どんな所にもヒントやチャンスがあるという事
を学びます。

開催日時
開催会場
参加人数
登 録 料
内　　容

◎タイムスケジュール
　10:00　
　10:15 
　12:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

令和7年 11 月 29 日（土） 10:00〜12:00
図書館交流プラザりぶら　会議室301
120 人
2,000 円
株式会社大和　代表取締役　大山皓生
氏から、地方から全国へと広めた「表現伝達
力」を学び、新たな気付きを与える、認識を
改めて自社事業の課題解決に活かします。

会場集合
講演会
終了　※各自、QURUWA地区を巡り、昼
食を済ませてください

今
の
環
境
が一
番

　
　
　
　
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る

（左）株式会社大和　代表取締役　大山皓生氏

アーカイブ配信

株式会社まちづくり岡崎　代表　松井洋一郎氏

分科会M

「地方にいながら全国へ販路を広げたい！」 と思っている経営者
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A

未
来
創
造
塾

未来創造塾を立ち上げたレジェンド2名をお招きし、地域の未来について熱く語り合う!
未来創造塾で地域の未来を拓く研究会

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 岡崎市民会館　リハーサル室2

参加人数​ 60人

登録料 無料

開催日時​ 11月29日（土）9:00～12:00

開催会場​ Crane's Nest

参加人数​ ​20人

登録料 無料

当研究会の目的は、地域課題をビジネスで解決
するCSV経営を学び、塾の運営をYEGメンバー
が実践していくことで、ローカルイノベーターへ
と成長していく必要性と重要性について認識を
深めていくことです。	
岡崎にて初の現地開催となる当研究会は研究会
の参加メンバーだけではなく、全国各地域の未来
を拓きたいと望むYEGメンバー誰もが参加する
ことができます。
ゲスト講師には塾創設者と実践者の2名をお招
きし、全員で未来創造塾によって拓かれる地域の
未来を学ぶ場を提供します。	

11月28日（金）・29日（土）にて全国リーダーズ研
修会で行われる「未来創造塾で地域の未来を拓
く研究会」にて、地域未来創造塾を立ち上げた方
の話を聞いてディスカッションを行うリアルミー
ティングを開催します。
自分の単会、地域に持ち帰り、塾開校の検証材
料として実際の未来創造塾の講義風景を見るこ
とが効果的であると考えます。そこで、研究会参
加者に翌日の案内を共有し、興味のある方にが
まごおり未来創造塾Day.6「演習1（1行コンセプ
ト）」にオブザーブ参加をしていただき、塾開校の
機運を高めるきっかけをつくります。

がまごおり未来創造塾

金 岡 省 吾
熊本大学副学長・教授

鍋 屋 安 則

熊本大学客員教授・
田辺市たなべ営業室参事

15:00

15:15

15:35

15:40

16:20

16:50

17:00

17:30

17:45

17:50

18:00

岡崎市民会館集合・受付

開会・趣旨説明

イントロダクション・講師紹介

第1部　金岡教授・鍋屋氏による基調講演

第2部　これからの地域のあるべき姿（パネルディスカッション）

休憩

第3部　各地域の社会課題（グループディスカッション）

グループディスカッション発表

金岡先生・鍋屋氏　総評

未来創造塾で地域の未来を拓こう研究会の紹介

閉会

所要時間
15

20

5

40

30

10

30

15

5

10

8:30

9:00

9:30

11:30

12:00

受付開始

開会・オリエンテーション

一行コンセプト発表（5分発表＋5分振り返り）×12名

振り返り・次回案内

閉会

所要時間
30

30

120

30

オンライン＆アーカイブ配信

郷土の未来を切り拓くローカルイノベーターへ進化したい方（未来創造塾を開校したい方）
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

B
政策提言研究会　郷創塾
～政策提言の可能性を感じてみよう～

YEGが各地域でリーダー的存在となるためには、政策
提言活動が不可欠な時代が到来しました。今年の郷創
塾では、行政トップとの対談を通じてYEGに求められる
政策提言について深く学ぶとともに、実際に政策提言
に取り組む単会から成功の秘訣や失敗談を伺います。
これから政策提言を始める単会は一歩踏み出せるよう
に、すでに政策提言を行っている単会はさらに良い活
動を展開できるように、郷創塾でともに学び、語り合い
ましょう。

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 図書館交流プラザ　りぶらホール

参加人数​ 292人程度

登録料 無料

郷
創
塾

15:00

15:30

15:31

15:34

15:37

16:27

16:42

16:45

16:46

17:41

17:44

17:45

18:00

開場

開会宣言

日本商工会議所青年部提言委員会　委員長挨拶

趣旨説明

第1部　講演

質疑応答

暗転

趣旨説明

第2部　パネルディスカッション

連絡事項

閉会宣言

写真撮影

閉会

所要時間
30

1

3

3

50

15

3

1

55

3

1

15

第1部は地方自治体首長から、青年経済人
の視点をどのようにまちづくりに活かして
いくかについて伺います。政治と経済がど
う連動して地域の持続的繁栄を実現できる
か、掘り下げていきます。

高 橋 正 浩
提言委員会　委員長

水 取 博 隆
提言委員会　副委員長

政策提言のスタートアップから長年継続し
ている単会まで、様々なフェーズの体験談
を伺います。共通課題を解決するヒントや、
より良い活動のためのポイントを皆さんと
共有したいと思います。

オンライン＆アーカイブ配信

これから政策提言活動を自単会で始めたい方
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15:00

15:06

15:09

15:14

16:14

16:25

17:45

18:00

開会

開会挨拶

趣旨説明

単会の収益事業の事例紹介

休憩

事業創造ライブラリー発表

まとめ

閉会

所要時間

事
業
創
造
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 岡崎市民会館　会議棟　大会議室

参加人数​ 80人

登録料 無料

全国の産学官が取り組んでいる優良事例を調査・応用
し、ＹＥＧで実施できるモデル事業を検討してきました。
地域の青年経済人として、また、ＹＥＧ会員としてどのよ
うに地域社会に寄与する事業が実施できるかを発表
します。また、未来創造委員会で現在調査している全
国の単会の優良事例も併せて発表をさせていただきま
す。地域そしてＹＥＧ活動の活性化に向けた大きな一歩
を創造していきましょう。

C
～全国の産学官の優良な取り組みをYEGとして実施する観点を交え構築していきます！～
事業創造ライブラリー地域の活力を呼び戻すＹＥＧの取り組み

梶 あ い 子
未来創造委員会　副運営幹事

澁 谷 和 佳
未来創造委員会　委員長　　

未来創造委員会の梶です。県外より嫁いだ
私にとって、２つの故郷の元気な姿は大きな
心の支えでもあります。地域・単会・自社業
の発展、永続に向けて、共に未来を創造す
る研鑽の時間を創り上げていきましょう。

ご覧くださりありがとうございます、澁谷で
す。地域や単会の永続に向けた未来をＹＥＧ
の手によって成す為、私たち自身が事例を
学び、調査・研究し、仲間とともに楽しく研鑽
を図ってまいりましょう。

6

3

5

60

11

80

15

オンライン＆アーカイブ配信

社業・個の能力問わず課題解決能力の醸成や構築スキームに興味のある方
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

新
入
会
員
教
育

D
単会で新入会員教育を行っていない単会、既存の教育をグレードアップしたい単会

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 岡崎市甲山会館

参加人数​ 170人

登録料 無料

新入会員教育って、実は単会によって内容も熱量も
バラバラなんです。この研究会では、会員数の多い単
会・少ない単会それぞれの教育の工夫とリアルな成果
を紹介します！入会初期の関わり方次第で、出席率や継
続率、そして単会全体の活性化にも大きな差が生まれ
る、そのヒントをお届けします！

阿 知 和 司

担当講師　東海ブロック
愛知県連 岡崎YEG

教育に取り組む単会の優良事例を紹介しま
す。自単会に合った仕組みを見つけ、拡大と
活性化へ！

新入会員教育を始めて5年目！改善を繰り返
し「岡崎登竜門」に進化させ着実に成果を出
してきました。今年度の塾長がその神髄を
お伝えします！！

～単会の未来を創るのは新入会員だ！！～
新入会員教育から始まる単会活性化

高 木 謙 太

担当副委員長　東海ブロック
愛知県連 豊川YEG

朗

オンライン＆アーカイブ配信

15:00

15:01

15:10

15:40

15:55

16:30

16:45

17:00

17:30

17:45

18:00

開会

趣旨説明・これまでの振り返り

講演「岡崎登竜門」　講師：阿知和様（岡崎YEG）

質疑応答

単会事例紹介（2単会）

質疑応答

休憩

新入会員教育受講会員によるパネルディスカッション

質疑応答

まとめ

閉会

所要時間
1

9

30

10

15

35

15

30

15

15
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国
際
ビ
ジ
ネ
ス

15:00

15:30

15:40

16:30

16:45

17:00

17:50

18:00

開場

開会挨拶・委員長挨拶・趣旨説明

第１部開始

第２部開始

休憩

第３部開始

閉会挨拶

閉会

所要時間
30

10

50

15

15

50

10

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 図書館交流プラザりぶら
会議室３０１

参加人数​ ​100人

登録料 無料

本研究会では、「中小企業の国際ビジネス事例・立ち上
げ手法」をテーマに、成功事例、立ち上げ過程や課題解
決方法を調査して参りました。
成果物として、実践的なマニュアルを作成し、全国の単
会メンバーが国際ビジネスに関する具体的なノウハウ
を得られる仕組みをご紹介します。
また、各単会での国際ビジネス委員会の設立事例や支
援方法を共有し、新たな国際ビジネス展開を加速する
風土の醸成方法についても情報提供します。

E
～「国際ビジネス」時代到来！ 各単会で国際ビジネス委員会や研修事業（国際）を立ち上げ、

「国際ビジネス」を始めるメンバーを増やそう！～

国際ビジネス研究会　YEG, BE GLOCAL 

国際ビジネス研究会では日本の少子高齢
化や人口減少が進み自分達の商圏だけで
は今後永続して企業が成り立つのは難しく
なります。そこで海外に向けて一歩踏み出
してビジネスをすることで自企業や地域の
活性化となる可能性が多いに膨らみます。
1人で考えるのでなくＹＥＧという大きな組
織でチームとなり関係人口を増やして皆で
大きな一歩を踏み出しましょう！

私も過去に３年間ハノイ（ベトナム）に住み、
現地の会計事務所で日系企業の進出支援
や進出後のコンサルティング業務に従事し
ていた中で感じていたのが、中小企業の海
外展開のハードルの高さでした。研究会事
業を通じて、国際ビジネスに取り組む事業者
の「コミュニティづくり」と「経験の言語化」を
実現し、ＹＥＧメンバーの海外展開の後押し
します！

柴 沼 秀 篤
グローバルネットワーク委員会　委員長

村 田 昌 平
グローバルネットワーク委員会　副委員長

オンライン＆アーカイブ配信

国際ビジネス（輸出、現地ビジネス、インバウンド）に取り組みたい方！
自単会で国際ビジネス委員会・研修事業（国際）を立ち上げることに意欲のある方！
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

D
X
推
進
研
究
会

安 蒜 猛

DXプロジェクトチーム
チームリーダー

毎月のオンライン研究会を経ての対面開
催！DXの知識を共有し、リアルな場だからこ
そ生まれる全国のYEG会員との繋がりと熱
量を感じ、活動に使える学びを一つでも多
く持ち帰ってください。

藤 野 道 子

DXプロジェクトチーム
サブリーダー

DX推進の第一歩は「知ること」から始まりま
す。実践的なスキルを共有し、学び合いなが
らDXの可能性を広げていきましょう！皆さん
と共に成長できる場を楽しみにしています。

F
単会の組織運営に関わる方、DXの活用推進に意欲のある方

DX推進研究会は、全国のYEG会員が集まり、デジタル
技術の普及と活用を促進する場です。組織運営の効率
化や最新ツールの活用を学び、実践的なスキルを身に
つけることを目的としています。毎月テーマ別の研修・
ディスカッションを行い、リアルミーティングで成果を
共有。Googleドライブ、Canva、AI活用など、実務に
役立つDXを深く学びます。デジタル時代に適応し、地
域経済の持続可能な発展に貢献するために、一緒に学
び、挑戦しましょう！

15:00

15:30

15:40

16:15

16:45

17:00

17:50

18:00

受付・開場

オープニング（趣旨説明・スケジュール確認）

講演「これまでの学びの振り返りと総集編」

新しいトピックの共有（DX先端単会の紹介）

休憩

ワークショップ「もうメンバーが迷わない！まとめサイトを作ろう」

クロージング（まとめ・質疑応答・次回予定）

終了

所要時間
15

10

35

30

15

50

10

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 岡崎市民会館 リハーサル室1

参加人数​ 100人

登録料 無料

DX推進研究会 自単会で使えるDX実践

オンライン＆アーカイブ配信
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ロ
ー
カ
ル
ゼ
ブ
ラ
企
業
研
究
会

G
ローカルゼブラ企業研究会

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 図書館交流プラザりぶら
会議室302

参加人数​ 60人

登録料 無料

オンライン＆アーカイブ配信

ローカルゼブラ研究会は、地域の課題解決と収益の両
立を目指す「ローカルゼブラ」について学び、自地域で
挑戦するためのノウハウを得ることを目的としていま
す。講演では、基本的理念から戦略立案、地域のエコ
システム構築など、自地域・企業の具体的な取り組みを
紹介します。
地域課題を解決する事業に興味のある方は、ぜひ本
研究会にエントリーください。

地域課題の解決と収益性の両立を目指す「ローカルゼブラ」について知見を深め、具体的な取組みを学ぶ

地域課題・資源を活かした事業・連携に関心のある方

佐 藤 伸 也

株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ
代表取締役社長

阿 部 眞 喜

戦略ブランディング委員会
宮城県連　塩釜YEG

杉 崎 尚 人

マネタイズ・組織内制度担当常務理事
神奈川県連　小田原箱根YEG

ローカルゼブラ企業を目指そう！ 
各分野で活躍している企業と繋が
るチャンスです！
参加をお待ちしています！

ＹＥＧのメンバー企業が、地域の
ヒーローに！ ローカルゼブラ企業
が地域経済の中心となり、社会的
インパクトを創出しよう！

15:00

15:10

16:00

16:10

16:20

17:10

17:20

17:50

18:00

受付、開場

講演①政府が取り組むローカルゼブラ政策（仮題）
　　　中小企業庁経営支援部商業課　課長　伊奈友子氏（予定）

講演①質疑応答

休憩

講演②地域内外の連携で社会課題解決を進めるノウハウ（仮題）
　　　株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ
　　　代表取締役社長　佐藤伸也氏

講演②質疑応答

グループディスカッション

総括

終了

所要時間
10

50

10

10

50

10

30

10

8888    LEADERS

第
Ⅴ
章　

研
修
会
・
分
科
会
詳
細



日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 図書館交流プラザりぶら
会議室101

参加人数​ 45人

登録料 無料

男
女
共
同
参
画
研
究
会

ディスカッションや他単会の事例を通じて、各自が策
定する行動宣言を模索し、単会に持ち帰る素案を作
成します。グループディスカッションでは『男性から見
たＭｓＹＥＧ』・『女性から見たＭｓＹＥＧ』を共有し、アン
コンシャスバイアス（無意識の偏見）を認識・理解しま
す。そのギャップを埋めるために必要な取り組みを、
男女共同参画に取り組む単会の事例を参考に模索し
ます。

H

菅 原 渉

令和5年度SDGs男女共同参画
推進委員会　委員長

選ばれる団体・企業・地域を目指し、男女そ
れぞれの感じ方や視点を共有しながら、事
例やディスカッションを通じて共に学び、実
践への一歩を一緒に見つけていきましょう。

様々な人材に選ばれる為に必要な考え方を、
「若者・女性にも選ばれる地方」で政府から
も注目される気仙沼市で取組んだ内容を基
に、皆さんと共に地域で実践する為の基礎
を作っていきましょう。

選ばれる団体・企業・地域になるために
サスティナブル男女共同参画研究会

15:00

15:25

15:35

16:15

16:25

16:55

17:35

17:55

18:00

開会

趣旨説明・ＹＥＧ大賞『ＭｓＹＥＧアワード』について

ワークショップ①
『男性から見たＭｓＹＥＧ』・『女性から見たＭｓＹＥＧ』』

休憩

単会事例紹介　3単会×10分

ワークショップ②
意識のギャップを埋める為の『単会としてできること』

グループ発表・共有

総括

閉会

所要時間
25

10

40

10

30

40

20

5

オンライン＆アーカイブ配信

下 村 亜 希

サスティナブル男女共同参画担当　
常務理事

単会・企業の組織運営において多様な人材活用に関心のある方
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ス
タ
ー
ト
アッ
プ
研
修

15:00

15:10

15:30

15:50

16:20

16:50

17:00

17:50

18:00

開会・事業趣旨説明

導入講義①：「スタートアップとは何か？」

導入講義②：「課題発見からビジネス構築へ」

専門講義：「スタートアップの成長戦略と資金調達」

実践事例紹介：YEG内外の“スタートアップ”事例

休憩

パネルディスカッション・意見交換

総括

終了

所要時間
10

20

20

30

30

10

50

10

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 岡崎市民会館　会議棟1階会議室

参加人数​ 60人

登録料 無料

I
「地域から未来を創るビジネスとは？」をテーマに、課題
を“気づき”に変え、“志”をビジネスに昇華させる視点
を学びます。講義や実例紹介を通じて、地域課題に対す
る新たな価値創造の可能性を探り、YEGならではのス
タートアップ的発想を育むことを目的とします。全国の
仲間と共に学び合うことで、地域を超えた連携と行動
のきっかけを創出します。

「地域から未来を創るビジネスとは？」～課題を“気づき”に変え、“志”をビジネスに～

山 下 壱 平
スタートアップ推進委員会　委員長

オンライン＆アーカイブ配信

スタートアップ研修

まだ実現していないビジネスアイデアをお持ちの方
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

鈴 木 悌 介

小田原箱根商工会議所 会頭（2013年就任　現在4期目）
株式会社鈴廣蒲鉾本店　取締役相談役

〜ＹＥＧ卒業後に見据える永続的地域貢献のカタチ〜

ＹＥＧ卒業後も地域経済を牽引する存在として、永続的
に地域貢献できる企業となることを目指し、自企業の
成長を図るための学びを得ることを目的とします。
日本ＹＥＧ歴代会長であり、唯一の現職親会会頭であ
る、小田原箱根商工会議所会頭・鈴木悌介様（仮）を講
師に迎え、「ＹＥＧでの学びを活かし、地域のリーダーと
しての在り方」についてご講演いただきます。またＹＥＧ
を卒業され、親会議員として活躍される３名の方もお招
きし、未来への取り組みをパネルディスカッション形式
にて語らっていただきます。

青年経済人から地域リーダー経済人へ

開催日時​ 11月28日（金）15:30～17:40

開催会場​ 岡崎商工会議所　大ホール

参加人数​ 200人

登録料 無料

15:30

15:32

15:35

16:30

17:00

17:15

17:20

開会

挨拶

第１部　講演：【ＹＥＧ卒業後の未来地域リーダー像（仮）】
　　　　講師：鈴木 悌介様（案）

第２部　パネルディスカッション
　　　 【地域リーダーとしての未来への取り組み（仮）】

質疑応答

謝辞

閉会

所要時間
2

3

55

30

15

5

オンライン＆アーカイブ配信

・日本商工会議所青年部所属青年部会員（令和７年度 卒業予定者／令和８年度 卒業予定者）
・日本商工会議所青年部 OB・OG会員
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開催日時​ 11月29日（土）9:00～12:00

開催会場​ 岡崎中央総合公園　体育館

参加人数​ 471人

登録料 無料

令和８年度日本ＹＥＧが目指す変革は「成果を追求する
組織への深化」です。ＹＥＧ会員にとっては事業所の成
長、各地単会にとっては地域経済の発展がその成果で
す。「地域社会の課題解決のために」という公の精神を
もって行うＹＥＧ活動が成果につながることを認識する
ことを、セミナー・グループディスカッションなどを用い
て、ＹＥＧ活動の成果を示すリーダーとしての在り方を
学んでいただきます。

“共創” 次
年
度
会
長
研
修

9:00

9:10

9:15

9:20

10:00

10:40

11:00

11:50

11:58

開会

令和８年度日本ＹＥＧ会長予定者挨拶

趣旨説明

１部　令和８年日本ＹＥＧについて

２部　セミナー

休憩

３部　グループディスカッション

報告連絡事項

閉会

所要時間
10

5

5

40

40

20

50

8

オンライン配信

～ＹＥＧが地域経済圏の原動力となるために～

吉 田 昌 宜
R7日本YEG　筆頭副会長

ＹＥＧが地域経済圏の原動力となるために、
ＹＥＧ活動（共創）を通して「成果を示す」リー
ダーとしての在り方を共感いただきたい！

次年度単会会長予定者・道府県連会長予定者・ブロック会長予定者
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

令和7年度単会会長・道府県連会長・ブロック会長

開催日時​ 11月28日（金）14:00～17:00

開催会場​ 岡崎中央総合公園　体育館

参加人数​ 471人

登録料 無料

全国のYEG会長を対象に、地域の永続的繁栄をテー
マとした全国会長会議から繋がる初日研修を実施しま
す。会員増強やアクティブ率向上など各単会の取り組
みを共有・検証し、成功事例の発表や次年度への引継
ぎ方法を学ぶ場として、目標設定シートを活用したディ
スカッションを行います。

当
年
度
会
長
研
修

地域の永続的繁栄

14:00

14:02

14:07

14:10

14:15

14:25

15:05

15:20

15:50

15:57

16:05

16:40

16:55

16:58

17:00

開会

会長挨拶

趣旨説明

全国会長会議の振り返り

単会会長による事例発表（規模の異なる２単会）

グループディスカッション１

休憩

グループディスカッション２

引継ぎに関する事例共有

目標設定シートの活用方法

グループディスカッション３

発表（規模の異なる５単会）

総評

閉会宣言

閉会

所要時間
2

5

3

5

10

40

15

30

7

8

35

15

3

2

地域を動かすのは、志あるリーダーの行動
力。仲間と語り、学び合い、想いを次代へつ
なぎましょう。会員増強や引継ぎの悩みは
全国共通。この場で実例を学び、次年度に
活かせる“仕組み”を持ち帰ってください。

オンライン配信
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事
務
局
研
修

オンライン配信

開催日時​ 11月28日（金）15:00～18:00

開催会場​ 岡崎ニューグランドホテル
飛竜・ふじ

参加人数​ 417人

登録料 無料

歴代日本ＹＥＧ役員による講演のほか、エンジェルタッ
チの新機能の説明や参加者グループディスカッション
などを予定しています。
ＹＥＧメンバーとの関係性や業務効率化等、皆様から
日々寄せられておりますお悩みなどの声を基に、プログ
ラムを構築し、ＹＥＧ事務局として、また商工会議所職員
としての横のつながりを構築していただくことを目的と
しています。

次代を支えるＹＥＧ事務局研修
～ＹＥＧが地域経済の原動力となるために～

15:00

15:05

15:50

16:30

18:00

開会

講演

各種機能紹介など

グループディスカッション

閉会

所要時間
5

45

40

90

業務効率化やメンバーとの分担、会員増強等に関心のある事務局
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

オンライン＆アーカイブ配信

特別研修①
理
念
形
成
フォ
ー
ラ
ム

綿 谷 正 之
綱領・指針策定者

岡 田 充 貴
理念形成委員会　委員長

「社会の永続」へ向けたＹＥＧ活動の支えとなる考え方に迫る

開催日時​ 11月28日（金）12:00～13:00

開催会場​ 岡崎中央総合公園　武道館

参加人数​ 3,000人

登録料 無料

37年前に策定された綱領・指針。当時と大きく社会が
変わり、これから未来を見据えた時に、私たちＹＥＧが
これからの活動に何が求められるのかをパネルディス
カッションを行います。またゲスト、パネラーをお招きし、
綱領指針についても深掘りを行います。ＹＥＧ活動の根
幹となる「ＹＥＧ理念体系」をリアルタイムで皆さまのお
声をお聞きしながら構築します。

今こそ変革の時　ＹＥＧの根幹を創る（仮）

12:00

12:10

12:13

13:00

オープニングＶＴＲ

紹介

パネルディスカッション

終了　

所要時間

10

3

47

各地単会の中心である会長や役員の皆様
がこの理念体系をもとに事業を進めてい
き、リーダーシップを発揮していくことが求
められると考えます。皆様とともにYEG理
念体系の構築について考えて参りましょう。

現状の延長線上に未来はない、今だけで良
いと立ち止まらず未来を見据え、挑戦し行動
するときです。これからの私たちの根源とな
るYEG理念体系を皆様と共に構築して参り
ましょう。ぜひご参加ください。

単会会長をはじめとする全会員
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14:00

14:05

14:35

14:55

15:00

開会、趣旨説明

各講師講演

トークセッション、質疑応答

総括

閉会

所要時間

開催日時​ 11月28日（金）14:00～15:00

開催会場​ 岡崎中央総合公園　武道館

参加人数​ 3,000人

登録料 無料

岡崎市中心市街地を中心としたまちの活性化を目指す
「QURUWA戦略」。これにより岡崎のまちなかは大き
く変わり始めています。2023年度「グッドデザイン賞
金賞」も受賞し、全国的にも注目されていますが、その
背景には「自治会の連合体が支える公民連携のまちづく
り」すなわち、岡崎市（公）、自治会（共）、民間企業（民）そ
れぞれの役割分担と協働体制が推進力となっています。
この研修では、公・共・民のキーマンからQURUWA戦
略の内容や効果、そこでの民間企業としての活動内容
を紹介いただき、その中から我々青年経済人が目指
す、わがまちを永続に導く「新しい民間」の在り方につい
て考えます。

Q
U
RU
W
A

特別研修②
「新しい民間」の在り方を考える
ＱＵＲＵＷＡから学ぶ地域創生研修

5

30

20

5

藤 村 龍 至

東京藝術大学美術学部建築科　准教授／
RFA主宰

佐 谷 繁

７町・広域連合会 次世代の会　代表／
株式会社Q-NEXT　取締役副社長

中 川 健 太

岡崎市まちづくり推進課
QURUWA戦略係　係長

坂 田 真 也

株式会社スノーピークビジネスソリューションズ
代表取締役社長

畑 克 敏

南康生家守舎　代表取締役／
studio36一級建築士事務所　代表

オンライン＆アーカイブ配信

わがまちとともに自企業を成長させたい方
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
研
修鳥 澤 加 津

株式会社泰斗工研　代表取締役
埼玉県連上尾YEG OB　平成18年度日本ＹＥＧ　専務理事

南康生家守舎　代表取締役／
studio36一級建築士事務所　代表

開催日時​ 11月29日（土）9:00～12:00

開催会場​ 岡崎商工会議所　中ホール

参加人数​ 100人

登録料 無料

YEGビジネスアカデミー（YBA）で学んだ仲間が直接
集い、学びと交流を深める機会を提供します。ビジネス
プランコンテスト（BPC）創設時の担当者OBから事業
の背景やその思いを学ぶことで、事業の歴史を意義を
再確認する機会を設けます。また、BPC選考締切が迫る
中、提出資料に挑む会員に向けて、ピッチプレゼンの
方法など実践的な指導を受けられる場を設け、意欲を
高めながらブラッシュアップ研修会へのチャレンジを
促します。

YEGビジネスアカデミー（YBA） 集中講座

志

栢 原 陽 子

株式会社UNIBRAND　代表取締役
藤沢YEG　現役会員

9:00

9:02

9:10

9:40

9:55

10:10

10:50

11:50

12:00

開会

挨拶・趣旨説明

講師講話　
　私がビジネスプランコンテストを推める理

わ け
由

　講師：鳥澤 加津志 氏（OB）

アイスブレイク＆グループワーク

ピッチプレゼン講座
　講師：栢原 陽子 氏

グループ学習＆講師への質問タイム

スタートアップセミナー

まとめ

閉会

所要時間
2

8

30

15

15

40

60

10

ビジネスプランコンテストにチャレンジしたい方

オンライン＆アーカイブ配信
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副
会
長・専
務
理
事
研
修

これからのリーダーシップとフォロワーシップのあり方

9:00

9:20

10:20

10:30

10:40

11:20

12:00

開会（第一部）・趣旨説明・アイスブレイク

基調対談

５つのフォロワーシップの説明

休憩

パネルディスカッション

全体ミーティング

閉会

所要時間

開催日時​ 11月29日（土）9:00～12:00

開催会場​ 岡崎商工会議所　大ホール

参加人数​ 283人

登録料 無料

この研修の目的は、R7マスタープランより「資質要
素」行動規範を実現するための7つの能力の内のひと
つ「リーダー&フォロワーシップ」より、会長の右腕・サ
ポート役となる専務理事・副会長が必要なフォロワーと
しての能力について学びます。
さらに会長を支えるためリーダーのふるまいを理解し、
近い将来自身が会長となる意識を高めるため、リー
ダーの心構えについても学ぶことで、リーダー&フォロ
ワーシップの能力を養うことを目的とします。

ＹＥＧ組織論

20

60

10

10

50

40

吉 川 裕 太
令和6年度日本YEG　会長 小 野 知 一

令和7年度日本YEG　会長

郎

当年度または次年度の副会長・専務理事
特に単会・都道府県連・ブロックにて専務理事を担う（予定の）メンバー

オンライン＆アーカイブ配信
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日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

昭和56年度 行動する会議所に若い力を 曽我　隆一 前橋YEG

昭和57年度 若い力を結集し、商工会議所に新たなる飛躍を 曽我　隆一 前橋YEG

昭和58年度 拡げよう    若い力を全国に 曽我　隆一 前橋YEG

昭和59年度 拓こう若い力    未来への道 竹中　勝治 高岡YEG

昭和60年度 活かせ英知    若さで築こう地域の経済 安部谷次郎 豊後高田YEG

昭和61年度 商工会議所    若さがつくる新時代 中山　昌男 土浦YEG

昭和62年度 翔こう商青連    創ろう日本の未来 古川　伸二 福井YEG

昭和63年度 創ろう    ふるさと    21世紀への礎 萩原　幸昭 原町YEG

平成元年度 拡げよう友情の輪    創ろう新時代の日本（にっぽん） 石川　正一 那覇YEG

平成 2 年度 翔け世界へ    新しい時代の開拓者（パイオニア） 小林　幹⽣ 岩国YEG

平成 3 年度 時代を先駆ける    賢明なるYEG（若き企業家集団）たらん 和田　　均 高知YEG

平成 4 年度 地域におこせ    新しい風（トレンド）・熱い風（トレンド） 神谷　竹彦 浜松YEG

平成 5 年度 変革の時    今 ― YEGが未来を築く 櫻井　誠己 松江YEG

平成 6 年度 明日（あす）への創造    地域に挑むYEG 佐藤善三郎 山形YEG

平成 7 年度 研け感性、拡げよフィールド    YEG連携時代 辻　　正敏 津YEG

平成 8 年度 人が接点    地域が原点    今、拡げようYEG連携 松田　祥吾 長崎YEG

平成 9 年度 「直接交流・直接実感」連携そして共⽣へ    YEGに新たなる出発（たびだち） 大村　晴利 大宮YEG

平成10年度 果敢に行動    リンクして感動    YEGネットワーク 吉本　博次 奈良YEG

平成11年度 アントレプレナーズスピリッツ    今起こそう、経済維新の風 北島　重利 徳島YEG

平成12年度 地域をむすぶ、時代をつなぐYEG新未来創造宣言 ! ! 倉橋　純造 青森YEG

平成13年度 連携YEG    実践展開    バーチャルからリアルヘ 古泉　幸一 亀田YEG

平成14年度 立ち止まるな！    そして胸を張れ！    YEGs, be ambitious ! 大脇　唯眞 鹿児島YEG

平成15年度 YEGが創る美しい日本『⾃分から、⾃分らしく、皆のために』 鈴木　悌介 小田原箱根YEG

平成16年度 美しい日本の創造！    思いやり、情熱の心で結ぶYEG 小園　浩幸 高石YEG

平成17年度 豊かな地域の創造！    YEG Renovation ! 荒濱健太朗 米子YEG

平成18年度 地域が創る日本の未来、故郷（ふるさと）の新しい風YEG 國枝　恭二 帯広YEG

平成19年度 「We Can Do It．今行動！」全ては愛する地域のために 原田　隆司 豊田YEG

平成20年度 Let'sTRY ! YEG スクラムでビジネスフィールドを突っ走れ！ 工藤　哲弘 大分YEG

平成21年度 「One Team！」力強い日本の創造    原点回帰、そして新たなる進化 山内　　毅 千葉YEG

平成22年度 「Make it happen ! 」〜夢への挑戦〜 西居　基晴 大津YEG

平成23年度 共に創ろう次代の日本！    今こそYEG（われら）が地域の礎となる！ 兵頭　弘章 松山YEG

平成24年度 時来たり    YEG一揆    明日の日本のために！ 〜連合会からの飛躍    新しい日本YEGへ〜 尾山謙二郎 富山YEG

平成25年度 高き志をもち    共に進もう    輝ける未来のために 〜YEGの絆を力に変えて〜 阿部賀寿男 仙台YEG

平成26年度 YEG INNOVATION ! !  〜“躍動”Yakudou、“縁結”Enketsu、“我地力”Gachijikara〜 仲田　憲仁 那覇YEG

平成27年度 YEG EMBLEM   繋がりを我が力に変えて！    更なる「連帯の証」を求めよう！ 伴　　　靖 宇都宮YEG

平成28年度 YEGベネフィット 〜YEGが成長と信頼を⽣み次（地）世代を支える力となる！〜 岡村　寅嗣 京都YEG

平成29年度 THE POWER OF YEG 〜信なくば立たず    信頼し合える同志と繋がるYEG〜 吉田　大助 岡山YEG

平成30年度 Change the world, passion of YEG 〜われらが未来の指標のために、今 ! ! 〜 内田　茂伸 岩見沢YEG

令和元年度 Next age.the future of YEG 〜 新時代の幕開け    同志と共に力と情熱を結集し、未来の創造へ前進〜 田中　暢之 各務原YEG

令和 2 年度 The Roles and Wishes of YEG 〜5つの役割と願いを欅に込めて、希望溢れる未来へ大輪を結ぶ〜 米良　充朝 宮崎YEG

令和 3 年度 FOR ALL YEG 〜成長への貢献、地域と共に、ワクワクする未来を〜 吉川　正明 沼津YEG

令和 4 年度 YEG STORY 〜我ら礎。共に創ろう、継ぎ、紡ぎ、繋げる、未来への道導〜 西村　昭宏 鯖江YEG

令和 5 年度 Challenge Everything 〜持続可能で心豊かな未来への貢献〜 木村　麻子 高松YEG

令和 6 年度 YEG, BE NOBLE 〜 我ら希望の魁 共に前へ 〜 吉川　裕太 秋田YEG

令和 ７ 年度 ＹＥＧ Ｃｏｍｍｏｎ～心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する～ 小野知一郎 小松YEG

日本商工会議所青年部のあゆみ 歴代会長・年間スローガン
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

私たちは

青年経済人としての健全な成長を通し

すべての地域の持続的発展に寄与することで

日本を幸せにする

私たちは 日本の未来を担う青年経済人として

公の精神と大局的な思考をもって 自発的に行動する

すべてのYEGとともに

日本の未来を創る
「変革の道導」となる

日本YEG中期ビジョン2023-2027

行動指針

先駆け
-SAKIGAKE-

日本商工会議所青年部 中期ビジョン2023-2027
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

令和7年度 日本商工会議所青年部 役員名簿

役　職 氏　名 単　会

会 長 小野 知一郎 小 松

直 前 会 長 吉 川  裕 太 秋 田

筆 頭 副 会 長 吉 田  昌 宜 久 留 米

副 会 長（ 東 地 区 ） 菊 池  孝 一 五 所 川 原

副 会 長（ 中 地 区 ） 中 村  守 奈 良

副 会 長（ 西 地 区 ） 滝本 晋太郎 柳 井

副 会 長（ 国 際 ） 青 木  大 海 高 松

専 務 理 事 林  啓 介 豊 橋

北海道ブロック代表理事 中 田  有 介 稚 内

東北ブロック代表理事 武 田  喜 胤 大 館

関東ブロック代表理事 高 倉  光 俊 川 口

北陸信越ブロック代表理事 徳 田  祐 介 白 山

東海ブロック代表理事 加 藤  寛 之 一 宮

近畿ブロック代表理事 岩 崎  拓 也 相 生

中国ブロック代表理事 老 松  健 太 米 子

四国ブロック代表理事 小 野  正 人 新 居 浜

九州ブロック代表理事 古 賀  正 大 小 城

専 務 理 事 補 佐 宮 本  健 一 小 松

常 務 理 事 安 蒜 　 　 猛 柏

常 務 理 事 杉 﨑  尚 人 小田原箱根

常 務 理 事 小 林  大 樹 須 坂

常 務 理 事 楠 名  康 弘 岡 崎

常 務 理 事 前 田  武 彦 武 生

常 務 理 事 園  昇 鯖 江

常 務 理 事 西 澤  真 介 北 大 阪

常 務 理 事 大 東  正 明 大 東

常 務 理 事 下 村  亜 希 須 崎

総 務 委 員 長 堰 　 　 大 輔 松 江

企 画 委 員 長 泉 　 　 晃 多 鈴 鹿

広 報 委 員 長 正 田  智 子 桐 生

ＹＥＧアカデミー委員長 篠 田  佳 宗 刈 谷

提 言 委 員 長 高 橋  正 浩 七 尾

ＹＥＧ経済圏構築委員長 吉 田  一 成 郡 山

スタートアップ推進委員長 山 下  壱 平 鳥 栖

グローバルネットワーク委員長 柴 沼  秀 篤 土 浦

会 員 支 援 委 員 長 岡 本 　 　 元 高 知

未 来 創 造 委 員 長 澁 谷  和 佳 広 島

理 念 形 成 委 員 長 岡 田  充 貴 奈 良

戦略ブランディング委員長 （兼）宮本 健一 小 松

全 国 大 会 担 当 理 事 中 川 　 　 誠 伊 勢 崎

全国リーダーズ研修会担当理事 小 林  正 和 岡 崎

監 事 山 本  秀 也 小 樽

監 事 桑 原 　 　 務 下 館

相 談 役 木 村  麻 子 高 松

相談役（シニアアドバイザー） 吉 川  正 明

役　職 氏　名 単　会

代 表 理 事 岡 村 　 　 賢 函 館

代 表 理 事 片 山  正 樹 五 所 川 原

代 表 理 事 鹿 糠  幸 康 盛 岡

代 表 理 事 橋 本  悠 亮 石 巻

代 表 理 事 佐 々 木  暁 能 代

代 表 理 事 梅 村  和 子 長 井

代 表 理 事 上 野  陽 治 会 津 若 松

代 表 理 事 大 竹  信 長 土 浦

代 表 理 事 昆  弥 足 利

代 表 理 事 倉 嶋  慶 秀 太 田

代 表 理 事 田 部 井  透 深 谷

代 表 理 事 三 澤 　 　 聖 市 川

代 表 理 事 佐 藤  大 輔 横 須 賀

代 表 理 事 河原﨑 哲哉 富 士 宮

代 表 理 事 神 子 島  真 燕

代 表 理 事 辻 　 　 昌 裕 砺 波

代 表 理 事 石 塚  愛 子 珠 洲

代 表 理 事 神 社  啓 太 大 町

代 表 理 事 横 山  将 己 関

代 表 理 事 原 田  俊 治 西 尾

代 表 理 事 市 野  智 康 桑 名

代 表 理 事 山 田  祐 揮 大 野

代 表 理 事 伊 藤  大 介 大 津

代 表 理 事 川 端 　 　 満 綾 部

代 表 理 事 山 内  隆 史 岸 和 田

代 表 理 事 瀨 川  寛 樹 明 石

代 表 理 事 森 川  良 一 橿 原

代 表 理 事 久保田 善文 和 歌 山

代 表 理 事 向 井  寿 孝 倉 吉

代 表 理 事 冨 田  哲 兵 安 来

代 表 理 事 和 氣  伸 吉 岡 山

代 表 理 事 橘 　 　 義 昭 広 島

代 表 理 事 重 政  一 慶 山 口

代 表 理 事 久 保  真 二 阿 波 池 田

代 表 理 事 久 山  峻 史 多 度 津

代 表 理 事 友 澤  祥 文 西 条

代 表 理 事 瀧 口  英 寛 須 崎

代 表 理 事 井 形  宏 隆 大 牟 田

代 表 理 事 天 本  晃 太 鳥 栖

代 表 理 事 福 田  竜 也 平 戸

代 表 理 事 宮 本  輝 邦 玉 名

代 表 理 事 河 内  由 揮 別 府

代 表 理 事 島 子  剛 史 高 鍋

代 表 理 事 安 田  将 希 霧 島

代 表 理 事 新 垣  安 達 沖 縄
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

＊同役職者の場合は会議所コード順・アイウエオ順で記載しております

総 会

役員会

会長
小野 知一郎（石川・小松）

副会長【筆頭】
吉田 昌宜（福岡・久留米）
副会長【東地区】
菊池 孝一（青森・五所川原）
副会長【中地区】
中村 守（奈良・奈良）
副会長【西地区】
滝本 晋太郎（山口・柳井）
副会長【国際】
青木 大海（香川・高松）

専務理事
林 啓介（愛知・豊橋）

専務理事補佐（兼 戦略ブランディング委員長）
宮本 健一（石川・小松）

常務理事（DX・インフラ担当）
安蒜 猛（千葉・柏）
常務理事（マネタイズ･組織内制度担当）
杉﨑 尚人（神奈川・小田原箱根）
常務理事（渉外担当）
小林 大樹（長野・須坂）
常務理事（道府県代表理事担当）
楠名 康弘（愛知・岡崎）

常務理事（ビジョン検証･リスクヘッジ担当）
前田 武彦（福井・武生）
常務理事（会務担当）
園 昇（福井・鯖江）
常務理事（財務･法務担当）
西澤 真介（大阪・北大阪）
常務理事（ブロック代表理事担当）
大東 正明（大阪・大東）

常務理事（サスティナブル･男女共同参画担当）
下村 亜希（高知・須崎）

全国大会担当理事
中川 誠（群馬・伊勢崎）
全国リーダーズ研修会担当理事
小林 正和（愛知・岡崎）

相談役（シニアアドバイザー）
吉川 正明

監事
山本 秀也（北海道・小樽）
監事
桑原 務（茨城・下館）

相談役
木村 麻子（香川・高松）
直前会長
吉川 裕太（秋田・秋田）
顧問
松本 憲治 

北海道ブロック代表理事

東北ブロック代表理事

関東ブロック代表理事

中田 有介（北海道・稚内）

武田 喜胤（秋田・大館）

高倉 光俊（埼玉・川口）

岡村 賢（北海道・函館）

片山 正樹（青森・五所川原） 鹿糠 幸康（岩手・盛岡） 橋本 悠亮（宮城・石巻）
佐々木 暁（秋田・能代） 梅村 和子（山形・長井） 上野 陽治（福島・会津若松）

大竹 信長（茨城・土浦） 昆  弥（栃木・足利） 倉嶋 慶秀（群馬・太田） 田部井 透（埼玉・深谷） 
三澤 聖（千葉・市川） 佐藤 大輔（神奈川・横須賀） 河原﨑 哲哉（静岡・富士宮）

東
地
区

17 

名

2 

名

7 

名

8 

名

中国ブロック代表理事

四国ブロック代表理事

九州ブロック代表理事

老松 健太（鳥取・米子）

小野 正人（愛媛・新居浜）

古賀 正大（佐賀・小城）

向井 寿孝（鳥取・倉吉）
橘 義昭（広島・広島）

冨田 哲兵（島根・安来） 和氣 伸吉（岡山・岡山）
重政 一慶（山口・山口）

久保 真二（徳島・阿波池田） 久山 峻史（香川・多度津）
友澤 祥文（愛媛・西条） 瀧口 英寛（高知・須崎）

井形 宏隆（福岡・大牟田） 天本 晃太（佐賀・鳥栖） 福田 竜也（長崎・平戸） 宮本 輝邦（熊本・玉名）
河内 由揮（大分・別府） 島子 剛史（宮崎・高鍋） 安田 将希（鹿児島・霧島） 新垣 安達（沖縄・沖縄）

西
地
区

20 

名

6 

名

5 

名

9 
名

北陸信越ブロック代表理事

東海ブロック代表理事

近畿ブロック代表理事

徳田 祐介（石川・白山）

加藤 寛之（愛知・一宮）

岩崎 拓也（兵庫・相生）

神子島 真（新潟・燕） 辻 昌裕（富山・砺波）
石塚 愛子（石川・珠洲） 神社 啓太（長野・大町）

横山 将己（岐阜・関） 原田 俊治（愛知・西尾）
佐々木 暁（秋田・能代）

山田 祐揮（福井・大野） 伊藤 大介（滋賀・大津） 川端 満（京都・綾部） 山内 隆史（大阪・岸和田）
瀨川 寛樹（兵庫・明石） 森川 良一（奈良・橿原） 久保田 善文（和歌山・和歌山）

中
地
区

17 

名

5 

名

4 

名

8 

名

委員長（兼 専務理事補佐）
宮本　健一（石川・小松）

阿部　眞喜（宮城・塩釜） 菅原　渉（宮城・気仙沼） 呉宮　和樹（秋田・秋田） 鴫原　和義（福島・郡山） 小野　真一（栃木・宇都宮） 石原　毅（群馬・伊勢崎） 古市　和男（群馬・藤岡）
吉柴　文悟（石川・小松） 河津　裕之（愛知・豊橋） 村井　裕一郎（愛知・豊橋） 藤野　道子（愛知・半田）大森　啓田（神奈川・鎌倉） 木村　広（富山・射水） 堀　鼓多呂（石川・小松）

平出　高浩（愛知・小牧） 川上　正宏（福井・武生） 苗村　雅樹（滋賀・八日市） 森川　敦士（滋賀・草津） 本多　学（大阪・和泉） 小林　政嗣（広島・福山） 小野又　治伸（山口・山陽）
中神　智宏（徳島・鳴門） 田原　典郎（徳島・阿波池田） 安藤　智美（香川・高松）

25 

名

戦略ブランディング委員会

委員長
堰 大輔（島根・松江）

中村　好孝（青森・弘前） 石田　一馬（山形・山形） 菊地　昭美（茨城・ひたちなか） 菅家　世誉（群馬・伊勢崎） 柳澤　克彦（群馬・富岡）
米澤　徳晃（愛知・岡崎） 江崎　正和（愛知・一宮）久豊　満（埼玉・さいたま） 木下　りさ（千葉・松戸） 瀧口　敬史（石川・小松）

松下　和雅（滋賀・彦根） 小島　諒士（京都・亀岡） 向井　瞳（兵庫・高砂） 坂本　亮太（島根・出雲） 後長　賢治（島根・大田）
牛尾　雄史（広島・広島） 佐久川　力也（沖縄・宮古島）

18 

名

総務委員会

委員長
泉 晃多（三重・鈴鹿）

外山　尋久（北海道・函館） 吉田　純崇（山形・鶴岡） 伊藤　祐規（福島・郡山） 田河　朋裕（福島・相馬） 千葉　直樹（茨城・日立） 𠮷澤　寿也（群馬・伊勢崎） 山本　靖将（埼玉・川口） 高澤　翼（埼玉・さいたま）
長野　基哉（石川・小松） 植木　晴美（長野・須坂） 吉池　晴信（長野・須坂） 塚原　一心（岐阜・関） 林　千晃（岐阜・恵那）森川　龍一（静岡・浜松） 関原　範之（富山・射水） 長谷川　弘平（富山・黒部）

深谷　武史（愛知・岡崎） 福本　真衣（愛知・一宮） 脇　　豊（三重・松阪） 中川　恭行（三重・桑名） 森　貴行（大阪・和泉） 岡田　浩徳（奈良・奈良）
大橋　正明（福岡・柳川） 江里口　剣（佐賀・小城） 林　大輔（大分・大分） 比嘉　正樹（沖縄・宮古島）

山本　竜義（岡山・津山） 大塚　泰造（広島・広島）
鳥津　雄太（愛媛・八幡浜） 中山　貴史（高知・宿毛）

31 

名

企画委員会

委員長
正田 智子（群馬・桐生）

松田　有未（北海道・小樽） 佐藤　友昭（山形・鶴岡） 村上　和洋（福島・郡山） 吉田　慶彦（群馬・桐生） 荒木　崇文（群馬・伊勢崎） 木村　公二（群馬・太田）
森野　陽一（千葉・柏） 諸田　徳太郎（東京・東京） 牛山　由美子（石川・小松）猪原　英和（埼玉・熊谷） 大村　祐介（埼玉・さいたま） 髙橋　佳孝（千葉・松戸）

松葉　真梨子（石川・加賀） 蓮池　正雄（石川・白山） 久野　公久（愛知・岡崎）
堤　基成（高知・高知）

中北　喜亮（三重・伊勢） 福田　梨花子（大阪・吹田）
小松　幹宏（熊本・荒尾） 坂口　大明（沖縄・宮古島）

和田　貴彬（奈良・奈良）
恒次　明宏（岡山・岡山） 中廣　俊太（愛媛・八幡浜）

24 

名

広報委員会

委員長
篠田 佳宗（愛知・刈谷）

桑田　剛俊（青森・五所川原） 古川　広毅（福島・郡山） 丸山　類（福島・郡山） 中山　浩一（栃木・宇都宮） 新見　直広（群馬・桐生） 神山　美由紀（群馬・伊勢崎） 山口　亜由美（群馬・藤岡） 國友　英治（千葉・習志野）
杉本　隼人（静岡・藤枝） 三ツ村　正大（石川・小松） 栗田　慎之介（岐阜・恵那） 亀谷　孝太（岐阜・可児） 長坂　広之（愛知・岡崎）寺地　咲子（静岡・沼津） 勝又　慶子（静岡・富士） 牧田　桂輔（静岡・富士）

岩瀬　健治（愛知・半田） 小田　泰久（愛知・蒲郡） 加藤　宏太（愛知・刈谷）
小川　秀利（岡山・井原）

井上　聖仁（愛知・東海）
小松　優大（高知・高知）

梅本　祐希（三重・松阪）
畠中　暁（福岡・朝倉）

古川　貴晃（大阪・吹田） 柿野　真吾（兵庫・明石） 西田　真二（兵庫・高砂）
横田　圭亮（和歌山・田辺） 坊寺　絵梨（岡山・岡山）

30 

名

ＹＥＧアカデミー委員会

委員長
高橋 正浩（石川・七尾）

髙木　紀和（北海道・小樽） 勝木　征史（北海道・札幌） 井ヶ田　健一（宮城・仙台） 中田　光（秋田・秋田） 石川　達也（群馬・太田） 堤　浩恵（群馬・沼田）
菊池　光太郎（愛知・岡崎） 森　通隆（愛知・一宮） 伊藤　承章（愛知・蒲郡）星野　裕太（埼玉・上尾） 片野　豪（新潟・新発田） 森下　誠（石川・小松）

猪塚　健人（愛知・豊田） 近藤　匡則（愛知・大府） 横田　司（三重・津） 髙橋　俊一（三重・松阪） 西山　裕貴（三重・松阪） 板坂　祐也（福井・福井）
小原　健太（岡山・玉島） 瀧川　洋一（広島・広島） 吉本　卓生（広島・廿日市） 香月　太郎（福岡・田川）山本　裕之（大阪・吹田） 水取　博隆（大阪・泉佐野）

25 

名

提言委員会

委員長
𠮷田 一成（福島・郡山）

山下　英丈（北海道・札幌） 木村　利昭（北海道・美幌） 伊藤　一樹（岩手・一関） 仙北　直樹（秋田・大曲） 植竹　文人（茨城・水戸） 渡辺　潤（茨城・水戸） 菊池　敏弘（茨城・下館） 福本　佳之（栃木・小山） 田沼　健太郎（群馬・伊勢崎）
飯塚　啓史（千葉・野田） 尾作　太一（神奈川・相模原） 阿井　裕史（静岡・藤枝） 熊倉　正人（新潟・燕） 宮林　翔也（富山・富山） 狩野　達郎（富山・高岡）千吉良　徳人（群馬・沼田） 柴﨑　雄志（埼玉・深谷） 藤木　慎（埼玉・蕨）

大杉　謙太（石川・小松） 北村　浩樹（石川・七尾） 谷山　誠（愛知・岡崎） 柴田　篤志（愛知・一宮） 柴田　浩志（愛知・江南） 佐藤　宏隆（福井・福井） 内田　麻子（滋賀・草津） 堀口　直（京都・京都） 奥　好司（大阪・岸和田）
加藤　優（大阪・八尾） 永井　健太（兵庫・明石）

34 

名

ＹＥＧ経済圏構築委員会

委員長
山下 壱平（佐賀・鳥栖）

菊池　匡起（福島・郡山） 海老原　大樹（茨城・下館） 入澤　博（群馬・伊勢崎） 堀口　豊（群馬・富岡） 岡嶋　俊哉（埼玉・さいたま） 黒田　達也（埼玉・さいたま） 伊藤　新之介（静岡・藤枝） 福島　輝（石川・小松）
朝田　健一（福井・福井） 津田　一成（京都・京都） 和田　員之（京都・舞鶴） 田中　康介（大阪・吹田） 井上　祐也（大阪・八尾）花田　正子（愛知・岡崎） 小島　達也（愛知・豊橋） 高橋　亮（愛知・犬山）

櫻井　美由紀（大阪・守口門真）野田　有美（大阪・高石） 竹下　豪一郎（大阪・大東） 中川　雅也（和歌山・田辺） 秦　洋二郎（広島・広島） 江崎　仁（福岡・久留米） 江島　慎剛（長崎・諫早） 那須　大誠（熊本・荒尾）
兼松　建（宮崎・宮崎） 淵上　敦之（宮崎・小林）

27 

名

スタートアップ推進委員会

委員長
柴沼 秀篤（茨城・土浦）

佐々木　光一（秋田・秋田） 松川　賢弘（福島・郡山） 細谷　貴志（茨城・水戸） 荻原　朋樹（群馬・伊勢崎） 山本　慶（群馬・伊勢崎） 塚本　浩史（群馬・藤岡） 椎名　静子（埼玉・川口） 井原　淳（埼玉・さいたま） 東海林　敏弘（埼玉・さいたま）村田　昌平（埼玉・さいたま）
後藤　岳久（静岡・島田） 中野　靖大（石川・小松） 平井　敏哉（石川・小松） 田嶋　孝行（石川・加賀） 西山　峻史（石川・加賀） 中村　英男（愛知・岡崎） 本田　佑輔（愛知・豊橋）小山　大輔（埼玉・蕨） 李　耀斌（千葉・柏） 林　龍之介（神奈川・横須賀）

富田　晋介（愛知・安城） 川本　哲也（愛知・春日井） 三井　陽介（三重・松阪） 松本　佳之（京都・京都） 小川　利幸（大阪・吹田） 服部　将也（大阪・泉佐野） 難波　泰明（大阪・北大阪） 中谷　圭佑（奈良・奈良） 内田　直毅（広島・東広島） 上田　エカテリーナ（山口・山口）
佐藤　雅俊（徳島・徳島） 篠原　仁一朗（香川・高松）

41 

名

グローバルネットワーク委員会

委員長
岡本 元（高知・高知）

秋吉　壯俊（北海道・札幌） 上埜　友介（北海道・浦河） 今　拓真（青森・五所川原） 平藤　泰世（山形・鶴岡） 髙野　宏之（山形・米沢） 柴田　弘二（群馬・館林） 森田　和寛（群馬・館林） 山田　友紀（埼玉・さいたま）
平田　英久（千葉・市原） 谷田　広海（静岡・浜松） 金子　哲也（石川・小松） 茶花　強志（石川・輪島） 大国　光大（愛知・岡崎）茂木　智広（千葉・船橋） 鶴山　智博（千葉・市原） 永岡　涼平（千葉・市原）

中迫　甲太朗（愛知・豊橋） 大山　崇之（愛知・一宮） 髙木　謙太朗（愛知・豊川） 岡本　博貴（愛知・春日井） 星崎　政和（愛知・大府） 森永　雄介（大阪・吹田） 山口　修（大阪・大東） 上田　真輔（兵庫・高砂）
平井　賢治（香川・高松） 中村　拓（愛媛・今治）

30 

名

会員支援委員会

委員長
澁谷 和佳（広島・広島）

鏡　吉伸（北海道・札幌） 栗林　延年（北海道・釧路） 髙橋　晋也（福島・郡山） 松井　貴紀（福島・郡山） 須田　裕和（群馬・渋川） 渡邉　将智（埼玉・さいたま） 杉澤　教人（静岡・沼津） 福井　努（静岡・富士）
原田　翔太（愛知・岡崎） 木村　充雄（愛知・一宮） 櫛田　拓真（三重・鈴鹿） 浅野　泰求（三重・桑名） 細川　正人（福井・福井）大塚　康平（富山・富山） 高岡　芳樹（富山・黒部） 梶　あい子（石川・小松）

南本　勇輝（奈良・奈良） 青木　幸治（和歌山・和歌山） 本多　高明（岡山・岡山） 内薗　新吾（岡山・倉敷） 新田　信雄（広島・広島） 左近　春香（広島・三次） 槇原　充宏（広島・三次） 高森　直也（山口・山口）
木本　安一（山口・徳山） 松本　悠希（愛媛・新居浜）

28 

名

未来創造委員会

委員長
岡田 充貴（奈良・奈良）

荒田　純司（北海道・小樽） 川田　太紀（北海道・帯広） 髙橋　潤（岩手・盛岡） 桑原　和也（宮城・仙台） 江畠　勝志（秋田・秋田） 今野　辰哉（福島・郡山） 小島　丈（群馬・前橋） 馬場　竜大（埼玉・さいたま） 押谷　祐基（神奈川・平塚）
小田切　康典（長野・長野） 山崎　亮（長野・須坂） 大竹　雄介（愛知・岡崎） 西岡　信幸（愛知・一宮） 髙橋　洋介（愛知・瀬戸） 朝長　大樹（愛知・刈谷）石井　克明（神奈川・藤沢） 吉野　倉康（静岡・静岡） 和田　健太郎（石川・小松）

田中　幹也（福井・鯖江） 一圓　宙貴（滋賀・彦根） 河原　さおり（京都・京都） 戸田　恒也（京都・宮津） 畠山　和大（大阪・北大阪） 上林　将経（兵庫・明石） 前川　新太朗（兵庫・加古川） 下西　陽一（和歌山・和歌山） 勝部　明史（鳥取・米子）
藤井　秀和（岡山・玉島） 谷口　守（広島・福山）

36 

名

理念形成委員会

若宮　大志（香川・善通寺） 萩野　貴史（愛媛・松山） 大棟　翔仁（愛媛・八幡浜） 浅木　勇吾（愛媛・西条） 山口　博史（長崎・諫早） 栗林　宏行（沖縄・那覇） 渡慶次　佳朗（沖縄・那覇） 安和　良太（沖縄・浦添）

眞田　知幸（福岡・久留米） 中野　佑紀（宮崎・宮崎） 横山　昌司（沖縄・宮古島）

仲宗根　清二（沖縄・宮古島）

中村　信文（福岡・田川） 髙橋　佳子（長崎・長崎） 東　大智（長崎・諫早） 樋口　拓也（宮崎・宮崎） 宮國　桂光（沖縄・那覇） 奥平　芳浩（沖縄・宮古島）

福島　丈太郎（島根・松江） 垰田　修平（広島・広島） 石井　康二郎（山口・柳井） 濱元　盛俊（沖縄・那覇）
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

＊同役職者の場合は会議所コード順・アイウエオ順で記載しております

総 会

役員会

会長
小野 知一郎（石川・小松）

副会長【筆頭】
吉田 昌宜（福岡・久留米）
副会長【東地区】
菊池 孝一（青森・五所川原）
副会長【中地区】
中村 守（奈良・奈良）
副会長【西地区】
滝本 晋太郎（山口・柳井）
副会長【国際】
青木 大海（香川・高松）

専務理事
林 啓介（愛知・豊橋）

専務理事補佐（兼 戦略ブランディング委員長）
宮本 健一（石川・小松）

常務理事（DX・インフラ担当）
安蒜 猛（千葉・柏）
常務理事（マネタイズ･組織内制度担当）
杉﨑 尚人（神奈川・小田原箱根）
常務理事（渉外担当）
小林 大樹（長野・須坂）
常務理事（道府県代表理事担当）
楠名 康弘（愛知・岡崎）

常務理事（ビジョン検証･リスクヘッジ担当）
前田 武彦（福井・武生）
常務理事（会務担当）
園 昇（福井・鯖江）
常務理事（財務･法務担当）
西澤 真介（大阪・北大阪）
常務理事（ブロック代表理事担当）
大東 正明（大阪・大東）

常務理事（サスティナブル･男女共同参画担当）
下村 亜希（高知・須崎）

全国大会担当理事
中川 誠（群馬・伊勢崎）
全国リーダーズ研修会担当理事
小林 正和（愛知・岡崎）

相談役（シニアアドバイザー）
吉川 正明

監事
山本 秀也（北海道・小樽）
監事
桑原 務（茨城・下館）

相談役
木村 麻子（香川・高松）
直前会長
吉川 裕太（秋田・秋田）
顧問
松本 憲治 

北海道ブロック代表理事

東北ブロック代表理事

関東ブロック代表理事

中田 有介（北海道・稚内）

武田 喜胤（秋田・大館）

高倉 光俊（埼玉・川口）

岡村 賢（北海道・函館）

片山 正樹（青森・五所川原） 鹿糠 幸康（岩手・盛岡） 橋本 悠亮（宮城・石巻）
佐々木 暁（秋田・能代） 梅村 和子（山形・長井） 上野 陽治（福島・会津若松）

大竹 信長（茨城・土浦） 昆  弥（栃木・足利） 倉嶋 慶秀（群馬・太田） 田部井 透（埼玉・深谷） 
三澤 聖（千葉・市川） 佐藤 大輔（神奈川・横須賀） 河原﨑 哲哉（静岡・富士宮）

東
地
区

17 

名

2 

名

7 

名

8 

名

中国ブロック代表理事

四国ブロック代表理事

九州ブロック代表理事

老松 健太（鳥取・米子）

小野 正人（愛媛・新居浜）

古賀 正大（佐賀・小城）

向井 寿孝（鳥取・倉吉）
橘 義昭（広島・広島）

冨田 哲兵（島根・安来） 和氣 伸吉（岡山・岡山）
重政 一慶（山口・山口）

久保 真二（徳島・阿波池田） 久山 峻史（香川・多度津）
友澤 祥文（愛媛・西条） 瀧口 英寛（高知・須崎）

井形 宏隆（福岡・大牟田） 天本 晃太（佐賀・鳥栖） 福田 竜也（長崎・平戸） 宮本 輝邦（熊本・玉名）
河内 由揮（大分・別府） 島子 剛史（宮崎・高鍋） 安田 将希（鹿児島・霧島） 新垣 安達（沖縄・沖縄）

西
地
区

20 

名

6 

名

5 

名

9 

名

北陸信越ブロック代表理事

東海ブロック代表理事

近畿ブロック代表理事

徳田 祐介（石川・白山）

加藤 寛之（愛知・一宮）

岩崎 拓也（兵庫・相生）

神子島 真（新潟・燕） 辻 昌裕（富山・砺波）
石塚 愛子（石川・珠洲） 神社 啓太（長野・大町）

横山 将己（岐阜・関） 原田 俊治（愛知・西尾）
佐々木 暁（秋田・能代）

山田 祐揮（福井・大野） 伊藤 大介（滋賀・大津） 川端 満（京都・綾部） 山内 隆史（大阪・岸和田）
瀨川 寛樹（兵庫・明石） 森川 良一（奈良・橿原） 久保田 善文（和歌山・和歌山）

中
地
区

17 

名

5 

名

4 

名

8 

名

委員長（兼 専務理事補佐）
宮本　健一（石川・小松）

阿部　眞喜（宮城・塩釜） 菅原　渉（宮城・気仙沼） 呉宮　和樹（秋田・秋田） 鴫原　和義（福島・郡山） 小野　真一（栃木・宇都宮） 石原　毅（群馬・伊勢崎） 古市　和男（群馬・藤岡）
吉柴　文悟（石川・小松） 河津　裕之（愛知・豊橋） 村井　裕一郎（愛知・豊橋） 藤野　道子（愛知・半田）大森　啓田（神奈川・鎌倉） 木村　広（富山・射水） 堀　鼓多呂（石川・小松）

平出　高浩（愛知・小牧） 川上　正宏（福井・武生） 苗村　雅樹（滋賀・八日市） 森川　敦士（滋賀・草津） 本多　学（大阪・和泉） 小林　政嗣（広島・福山） 小野又　治伸（山口・山陽）
中神　智宏（徳島・鳴門） 田原　典郎（徳島・阿波池田） 安藤　智美（香川・高松）

25 

名

戦略ブランディング委員会

委員長
堰 大輔（島根・松江）

中村　好孝（青森・弘前） 石田　一馬（山形・山形） 菊地　昭美（茨城・ひたちなか） 菅家　世誉（群馬・伊勢崎） 柳澤　克彦（群馬・富岡）
米澤　徳晃（愛知・岡崎） 江崎　正和（愛知・一宮）久豊　満（埼玉・さいたま） 木下　りさ（千葉・松戸） 瀧口　敬史（石川・小松）

松下　和雅（滋賀・彦根） 小島　諒士（京都・亀岡） 向井　瞳（兵庫・高砂） 坂本　亮太（島根・出雲） 後長　賢治（島根・大田）
牛尾　雄史（広島・広島） 佐久川　力也（沖縄・宮古島）

18 

名

総務委員会

委員長
泉 晃多（三重・鈴鹿）

外山　尋久（北海道・函館） 吉田　純崇（山形・鶴岡） 伊藤　祐規（福島・郡山） 田河　朋裕（福島・相馬） 千葉　直樹（茨城・日立） 𠮷澤　寿也（群馬・伊勢崎） 山本　靖将（埼玉・川口） 高澤　翼（埼玉・さいたま）
長野　基哉（石川・小松） 植木　晴美（長野・須坂） 吉池　晴信（長野・須坂） 塚原　一心（岐阜・関） 林　千晃（岐阜・恵那）森川　龍一（静岡・浜松） 関原　範之（富山・射水） 長谷川　弘平（富山・黒部）

深谷　武史（愛知・岡崎） 福本　真衣（愛知・一宮） 脇　　豊（三重・松阪） 中川　恭行（三重・桑名） 森　貴行（大阪・和泉） 岡田　浩徳（奈良・奈良）
大橋　正明（福岡・柳川） 江里口　剣（佐賀・小城） 林　大輔（大分・大分） 比嘉　正樹（沖縄・宮古島）

山本　竜義（岡山・津山） 大塚　泰造（広島・広島）
鳥津　雄太（愛媛・八幡浜） 中山　貴史（高知・宿毛）

31 

名

企画委員会

委員長
正田 智子（群馬・桐生）

松田　有未（北海道・小樽） 佐藤　友昭（山形・鶴岡） 村上　和洋（福島・郡山） 吉田　慶彦（群馬・桐生） 荒木　崇文（群馬・伊勢崎） 木村　公二（群馬・太田）
森野　陽一（千葉・柏） 諸田　徳太郎（東京・東京） 牛山　由美子（石川・小松）猪原　英和（埼玉・熊谷） 大村　祐介（埼玉・さいたま） 髙橋　佳孝（千葉・松戸）

松葉　真梨子（石川・加賀） 蓮池　正雄（石川・白山） 久野　公久（愛知・岡崎）
堤　基成（高知・高知）

中北　喜亮（三重・伊勢） 福田　梨花子（大阪・吹田）
小松　幹宏（熊本・荒尾） 坂口　大明（沖縄・宮古島）

和田　貴彬（奈良・奈良）
恒次　明宏（岡山・岡山） 中廣　俊太（愛媛・八幡浜）

24 

名

広報委員会

委員長
篠田 佳宗（愛知・刈谷）

桑田　剛俊（青森・五所川原） 古川　広毅（福島・郡山） 丸山　類（福島・郡山） 中山　浩一（栃木・宇都宮） 新見　直広（群馬・桐生） 神山　美由紀（群馬・伊勢崎） 山口　亜由美（群馬・藤岡） 國友　英治（千葉・習志野）
杉本　隼人（静岡・藤枝） 三ツ村　正大（石川・小松） 栗田　慎之介（岐阜・恵那） 亀谷　孝太（岐阜・可児） 長坂　広之（愛知・岡崎）寺地　咲子（静岡・沼津） 勝又　慶子（静岡・富士） 牧田　桂輔（静岡・富士）

岩瀬　健治（愛知・半田） 小田　泰久（愛知・蒲郡） 加藤　宏太（愛知・刈谷）
小川　秀利（岡山・井原）

井上　聖仁（愛知・東海）
小松　優大（高知・高知）

梅本　祐希（三重・松阪）
畠中　暁（福岡・朝倉）

古川　貴晃（大阪・吹田） 柿野　真吾（兵庫・明石） 西田　真二（兵庫・高砂）
横田　圭亮（和歌山・田辺） 坊寺　絵梨（岡山・岡山）

30 

名

ＹＥＧアカデミー委員会

委員長
高橋 正浩（石川・七尾）

髙木　紀和（北海道・小樽） 勝木　征史（北海道・札幌） 井ヶ田　健一（宮城・仙台） 中田　光（秋田・秋田） 石川　達也（群馬・太田） 堤　浩恵（群馬・沼田）
菊池　光太郎（愛知・岡崎） 森　通隆（愛知・一宮） 伊藤　承章（愛知・蒲郡）星野　裕太（埼玉・上尾） 片野　豪（新潟・新発田） 森下　誠（石川・小松）

猪塚　健人（愛知・豊田） 近藤　匡則（愛知・大府） 横田　司（三重・津） 髙橋　俊一（三重・松阪） 西山　裕貴（三重・松阪） 板坂　祐也（福井・福井）
小原　健太（岡山・玉島） 瀧川　洋一（広島・広島） 吉本　卓生（広島・廿日市） 香月　太郎（福岡・田川）山本　裕之（大阪・吹田） 水取　博隆（大阪・泉佐野）

25 

名

提言委員会

委員長
𠮷田 一成（福島・郡山）

山下　英丈（北海道・札幌） 木村　利昭（北海道・美幌） 伊藤　一樹（岩手・一関） 仙北　直樹（秋田・大曲） 植竹　文人（茨城・水戸） 渡辺　潤（茨城・水戸） 菊池　敏弘（茨城・下館） 福本　佳之（栃木・小山） 田沼　健太郎（群馬・伊勢崎）
飯塚　啓史（千葉・野田） 尾作　太一（神奈川・相模原） 阿井　裕史（静岡・藤枝） 熊倉　正人（新潟・燕） 宮林　翔也（富山・富山） 狩野　達郎（富山・高岡）千吉良　徳人（群馬・沼田） 柴﨑　雄志（埼玉・深谷） 藤木　慎（埼玉・蕨）

大杉　謙太（石川・小松） 北村　浩樹（石川・七尾） 谷山　誠（愛知・岡崎） 柴田　篤志（愛知・一宮） 柴田　浩志（愛知・江南） 佐藤　宏隆（福井・福井） 内田　麻子（滋賀・草津） 堀口　直（京都・京都） 奥　好司（大阪・岸和田）
加藤　優（大阪・八尾） 永井　健太（兵庫・明石）

34 

名

ＹＥＧ経済圏構築委員会

委員長
山下 壱平（佐賀・鳥栖）

菊池　匡起（福島・郡山） 海老原　大樹（茨城・下館） 入澤　博（群馬・伊勢崎） 堀口　豊（群馬・富岡） 岡嶋　俊哉（埼玉・さいたま） 黒田　達也（埼玉・さいたま） 伊藤　新之介（静岡・藤枝） 福島　輝（石川・小松）
朝田　健一（福井・福井） 津田　一成（京都・京都） 和田　員之（京都・舞鶴） 田中　康介（大阪・吹田） 井上　祐也（大阪・八尾）花田　正子（愛知・岡崎） 小島　達也（愛知・豊橋） 高橋　亮（愛知・犬山）

櫻井　美由紀（大阪・守口門真）野田　有美（大阪・高石） 竹下　豪一郎（大阪・大東） 中川　雅也（和歌山・田辺） 秦　洋二郎（広島・広島） 江崎　仁（福岡・久留米） 江島　慎剛（長崎・諫早） 那須　大誠（熊本・荒尾）
兼松　建（宮崎・宮崎） 淵上　敦之（宮崎・小林）

27 

名

スタートアップ推進委員会

委員長
柴沼 秀篤（茨城・土浦）

佐々木　光一（秋田・秋田） 松川　賢弘（福島・郡山） 細谷　貴志（茨城・水戸） 荻原　朋樹（群馬・伊勢崎） 山本　慶（群馬・伊勢崎） 塚本　浩史（群馬・藤岡） 椎名　静子（埼玉・川口） 井原　淳（埼玉・さいたま） 東海林　敏弘（埼玉・さいたま）村田　昌平（埼玉・さいたま）
後藤　岳久（静岡・島田） 中野　靖大（石川・小松） 平井　敏哉（石川・小松） 田嶋　孝行（石川・加賀） 西山　峻史（石川・加賀） 中村　英男（愛知・岡崎） 本田　佑輔（愛知・豊橋）小山　大輔（埼玉・蕨） 李　耀斌（千葉・柏） 林　龍之介（神奈川・横須賀）

富田　晋介（愛知・安城） 川本　哲也（愛知・春日井） 三井　陽介（三重・松阪） 松本　佳之（京都・京都） 小川　利幸（大阪・吹田） 服部　将也（大阪・泉佐野） 難波　泰明（大阪・北大阪） 中谷　圭佑（奈良・奈良） 内田　直毅（広島・東広島） 上田　エカテリーナ（山口・山口）
佐藤　雅俊（徳島・徳島） 篠原　仁一朗（香川・高松）

41 

名

グローバルネットワーク委員会

委員長
岡本 元（高知・高知）

秋吉　壯俊（北海道・札幌） 上埜　友介（北海道・浦河） 今　拓真（青森・五所川原） 平藤　泰世（山形・鶴岡） 髙野　宏之（山形・米沢） 柴田　弘二（群馬・館林） 森田　和寛（群馬・館林） 山田　友紀（埼玉・さいたま）
平田　英久（千葉・市原） 谷田　広海（静岡・浜松） 金子　哲也（石川・小松） 茶花　強志（石川・輪島） 大国　光大（愛知・岡崎）茂木　智広（千葉・船橋） 鶴山　智博（千葉・市原） 永岡　涼平（千葉・市原）

中迫　甲太朗（愛知・豊橋） 大山　崇之（愛知・一宮） 髙木　謙太朗（愛知・豊川） 岡本　博貴（愛知・春日井） 星崎　政和（愛知・大府） 森永　雄介（大阪・吹田） 山口　修（大阪・大東） 上田　真輔（兵庫・高砂）
平井　賢治（香川・高松） 中村　拓（愛媛・今治）

30 

名

会員支援委員会

委員長
澁谷 和佳（広島・広島）

鏡　吉伸（北海道・札幌） 栗林　延年（北海道・釧路） 髙橋　晋也（福島・郡山） 松井　貴紀（福島・郡山） 須田　裕和（群馬・渋川） 渡邉　将智（埼玉・さいたま） 杉澤　教人（静岡・沼津） 福井　努（静岡・富士）
原田　翔太（愛知・岡崎） 木村　充雄（愛知・一宮） 櫛田　拓真（三重・鈴鹿） 浅野　泰求（三重・桑名） 細川　正人（福井・福井）大塚　康平（富山・富山） 高岡　芳樹（富山・黒部） 梶　あい子（石川・小松）

南本　勇輝（奈良・奈良） 青木　幸治（和歌山・和歌山） 本多　高明（岡山・岡山） 内薗　新吾（岡山・倉敷） 新田　信雄（広島・広島） 左近　春香（広島・三次） 槇原　充宏（広島・三次） 高森　直也（山口・山口）
木本　安一（山口・徳山） 松本　悠希（愛媛・新居浜）

28 

名

未来創造委員会

委員長
岡田 充貴（奈良・奈良）

荒田　純司（北海道・小樽） 川田　太紀（北海道・帯広） 髙橋　潤（岩手・盛岡） 桑原　和也（宮城・仙台） 江畠　勝志（秋田・秋田） 今野　辰哉（福島・郡山） 小島　丈（群馬・前橋） 馬場　竜大（埼玉・さいたま） 押谷　祐基（神奈川・平塚）
小田切　康典（長野・長野） 山崎　亮（長野・須坂） 大竹　雄介（愛知・岡崎） 西岡　信幸（愛知・一宮） 髙橋　洋介（愛知・瀬戸） 朝長　大樹（愛知・刈谷）石井　克明（神奈川・藤沢） 吉野　倉康（静岡・静岡） 和田　健太郎（石川・小松）

田中　幹也（福井・鯖江） 一圓　宙貴（滋賀・彦根） 河原　さおり（京都・京都） 戸田　恒也（京都・宮津） 畠山　和大（大阪・北大阪） 上林　将経（兵庫・明石） 前川　新太朗（兵庫・加古川） 下西　陽一（和歌山・和歌山） 勝部　明史（鳥取・米子）
藤井　秀和（岡山・玉島） 谷口　守（広島・福山）

36 

名

理念形成委員会

若宮　大志（香川・善通寺） 萩野　貴史（愛媛・松山） 大棟　翔仁（愛媛・八幡浜） 浅木　勇吾（愛媛・西条） 山口　博史（長崎・諫早） 栗林　宏行（沖縄・那覇） 渡慶次　佳朗（沖縄・那覇） 安和　良太（沖縄・浦添）

眞田　知幸（福岡・久留米） 中野　佑紀（宮崎・宮崎） 横山　昌司（沖縄・宮古島）

仲宗根　清二（沖縄・宮古島）

中村　信文（福岡・田川） 髙橋　佳子（長崎・長崎） 東　大智（長崎・諫早） 樋口　拓也（宮崎・宮崎） 宮國　桂光（沖縄・那覇） 奥平　芳浩（沖縄・宮古島）

福島　丈太郎（島根・松江） 垰田　修平（広島・広島） 石井　康二郎（山口・柳井） 濱元　盛俊（沖縄・那覇）
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部 加盟単会一覧 R7.5時点　日本商工会議所青年部公式サイト「翔生」より

北海道ブロック

都道府県 単会 会員数

北海道 函館 91

小樽 62

札幌 273

釧路 83

帯広 85

北見 127

岩見沢 50

留萌 29

網走 49

根室 39

滝川 28

稚内 65

美唄 19

砂川 18

紋別 50

森 34

名寄 20

遠軽 18

倶知安 38

美幌 34

赤平 23

浦河 30

登別 29

恵庭 29

石狩 29

1,352

東北ブロック

都道府県 単会 会員数

青森 青森 143

弘前 125

八戸 119

十和田 77

黒石 48

五所川原 111

むつ 47

岩手 盛岡 109

釜石 25

一関 161

宮古 31

花巻 115

奥州 89

北上 84

大船渡 21

久慈 28

宮城 仙台 229

塩釜 57

石巻 73

気仙沼 32

古川 58

白石 17

秋田 秋田 184

能代 52

大館 50

横手 40

湯沢 37

大曲 64

山形 山形 102

酒田 112

鶴岡 61

米沢 134

新庄 43

長井 65

天童 55

福島 福島 77

郡山 143

会津若松 73

いわき 39

白河 58

原町 80

会津喜多方 47

相馬 60

須賀川 63

二本松 56

3,494

北陸信越ブロック

都道府県 単会 会員数

新潟 長岡 291

新発田 51

新津 34

燕 109

村上 64

十日町 88

加茂 27

五泉 39

亀田 46

富山 富山 267

高岡 169

氷見 38

射水 64

魚津 80

砺波 50

滑川 33

黒部 60

石川 小松 89

七尾 47

輪島 36

加賀 78

珠洲 21

白山 72

長野 長野 143

松本 70

下諏訪 48

須坂 59

信州中野 29

大町 32

2,234
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

関東ブロック

都道府県 単会 会員数

茨城 水戸 159

土浦 129

古河 73

日立 74

石岡 45

下館 85

結城 39

ひたちなか 143

栃木 栃木 91

宇都宮 249

足利 129

鹿沼 37

小山 130

日光 66

大田原 44

佐野 50

群馬 真岡 129

前橋 108

桐生 122

館林 95

伊勢崎 255

太田 180

沼田 62

富岡 55

渋川 70

藤岡 68

埼玉 川口 172

熊谷 92

さいたま 356

秩父 68

行田 68

本庄 77

深谷 216

所沢 124

蕨 83

飯能 51

上尾 58

狭山 73

草加 81

春日部 77

千葉 越谷 73

銚子 36

千葉 68

船橋 98

関東ブロック

都道府県 単会 会員数

千葉 木更津 22

市川 101

松戸 95

佐原 35

茂原 49

野田 40

館山 37

八街 26

東金 35

柏 101

市原 108

習志野 40

成田 64

佐倉 41

八千代 61

流山 71

東京 東京 66

八王子 69

町田 119

神奈川 横浜 138

横須賀 56

小田原箱根 114

平塚 106

藤沢 81

茅ヶ崎 72

厚木 92

秦野 68

鎌倉 47

三浦 21

相模原 94

大和 41

海老名 39

山梨 富士吉田 100

静岡 静岡 216

浜松 230

沼津 141

三島 117

富士宮 95

富士 150

伊東 46

島田 104

焼津 70

掛川 49

藤枝 120

袋井 74

8,219

東海ブロック

都道府県 単会 会員数

岐阜 高山 117

関 132

恵那 69

各務原 98

美濃加茂 55

可児 67

愛知 岡崎 276

豊橋 186

半田 147

一宮 148

瀬戸 71

蒲郡 93

豊川 86

刈谷 139

豊田 125

碧南 64

安城 88

西尾 103

津島 58

春日井 146

稲沢 41

常滑 92

江南 93

小牧 84

犬山 79

東海 70

大府 69

三重 四日市 114

津 98

伊勢 89

松阪 142

鈴鹿 99

桑名 94

上野 46

亀山 47

尾鷲 30

名張 60

鳥羽 40

熊野 35

3,690
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

中国ブロック

都道府県 単会 会員数

鳥取 鳥取 196

米子 110

倉吉 50

島根 松江 88

浜田 31

出雲 65

平田 20

益田 32

大田 18

安来 26

江津 24

岡山 岡山 296

倉敷 163

津山 109

玉島 76

玉野 54

児島 47

笠岡 62

井原 55

備前 39

高梁 37

総社 50

新見 52

広島 広島 268

福山 236

府中 35

三次 47

大竹 22

竹原 26

東広島 118

廿日市 74

山口 下関 91

宇部 44

山口 76

防府 53

徳山 52

下松 63

萩 39

岩国 132

山陽 34

長門 37

光 54

小野田 47

柳井 43

新南陽 31

3,322

近畿ブロック

都道府県 単会 会員数

福井 福井 134

敦賀 43

武生 108

大野 49

勝山 24

小浜 43

鯖江 15

滋賀 大津 128

長浜 49

彦根 80

八日市 80

草津 108

守山 79

京都 京都 303

舞鶴 52

福知山 102

綾部 37

宇治 53

宮津 25

亀岡 40

城陽 61

大阪 泉大津 85

高槻 123

岸和田 100

貝塚 63

吹田 129

八尾 161

池田 106

泉佐野 71

北大阪 374

守口門真 64

高石 61

箕面 92

和泉 111

大東 58

近畿ブロック

都道府県 単会 会員数

兵庫 明石 104

相生 13

赤穂 13

三木 26

洲本 87

豊岡 32

高砂 64

龍野 33

加古川 114

小野 10

加西 29

奈良 奈良 97

大和高田 49

生駒 45

橿原 47

和歌山 和歌山 229

海南 30

田辺 101

新宮 66

御坊 56

紀州有田 23

4,479
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

九州ブロック

都道府県 単会 会員数

福岡 久留米 222

大牟田 93

八女 57

田川 51

柳川 61

豊前 30

行橋 47

苅田 47

大川 41

豊前川崎 22

筑後 71

宮若 24

朝倉 68

佐賀 佐賀 142

唐津 45

伊万里 68

鳥栖 43

小城 51

鹿島 22

長崎 長崎 188

佐世保 104

島原 34

諫早 82

大村 51

福江 60

平戸 46

松浦 24

熊本 熊本 94

荒尾 54

人吉 41

玉名 38

山鹿 38

大分 別府 81

大分 96

中津 44

日田 39

佐伯 62

臼杵 25

津久見 24

豊後高田 43

竹田 25

宇佐 29

九州ブロック

都道府県 単会 会員数

宮崎 都城 95

宮崎 120

延岡 65

日向 66

高鍋 49

日南 56

小林 37

串間 23

西都 34

鹿児島 鹿児島 120

川内 46

鹿屋 84

枕崎 19

奄美大島 35

南さつま 32

出水 52

指宿 41

いちき串木野 34

霧島 38

沖縄 那覇 125

沖縄 38

宮古島 48

浦添 54

3,838

四国ブロック

都道府県 単会 会員数

徳島 徳島 176

鳴門 57

吉野川 37

阿波池田 32

阿南 64

香川 高松 75

丸亀 44

坂出 47

観音寺 31

多度津 23

善通寺 47

愛媛 松山 236

宇和島 44

今治 232

八幡浜 46

新居浜 71

四国中央 78

西条 89

伊予 59

大洲 50

高知 高知 124

中村 56

須崎 29

宿毛 39

1,786
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

主　管
岡崎商工会議所
青年部

会　長

西森　紳司

大会会長

小林　正和

実行委員長

大竹　雄介

筆頭副実行委員長

金井淳一郎

副実行委員長

深澤　創一

副実行委員長

杉山恵理奈

会長補佐
鈴木　博貴
櫻井　喜朗

相 談 役
楠名　康弘
阿知和　司
深田　賢之

青年部事務局
高田　莉奈
板倉　諒

副実行委員長

加藤　静真

会　計
岡崎商工会議所
青年部R7監事

主　催
日本商工会議所
青年部

副実行委員長

松﨑　礼子

大会事務局
事務局長

岡田　翔
大国　光大　　東　明日翔　　三田村康弘

懇親会部会
部会長

神谷　知

副部会長

佐藤　伸明

分科会部会
部会長

丸岡　武史

副部会長

阿部田恭平

研修部会
部会長

山本　康司

副部会長

柴田　和幸

登録・宿泊・
会場部会

部会長

本田　洋嗣

副部会長

杉山　宗利

キャラバン企画・
前泊者
懇親会部会

部会長

原田　翔太

副部会長

山口　純一

総務部会
部会長

牧田　篤

副部会長

谷山　誠

交通部会
部会長

池田　直和

副部会長

杉田　寛光

式典部会
部会長

杉本　望実

副部会長

小出　和之

物産展部会
部会長

荒川　真衣

副部会長

近藤　孝祐

広報部会
部会長

横山　宜史

副部会長

林　亨

石川　有輝　　杉原　　聡　　祖父江理依子　　道本　朋之　　東　明日翔　　荒川　真帆
安藤　達也　　石川　幸二　　岡田　　翔　　加藤　　淳　　加藤　　歓　　塩見　隆行
神道　　裕　　鋤柄　奨之　　堤　　義明　　戸松　政洋　　丹山　　命　　藤本　浩志
本多　佑匡　　松坂　知美　　三田村康弘　　山田　大義　　吉谷　真也　　木下　相逸
平岩　孝介　　山本　辰美　　佐藤　真以　　平岩　孝介　　山本　辰美

市川　晶章　　大竹　史将　　岡部　新也　　柏谷　理夏　　青木　高志　　阿知和　司
安藤　　暁　　安藤浩一朗　　石川実千子　　伊豫田浩章　　大久保高秀　　大宮　弘之
尾崎　岳人　　金刺　健太　　小林幸之助　　杉浦　孝治　　鈴木　崇史　　鈴木　雄太
関口　斉孝　　蜂須賀邦夫　　服部　元哉　　福安　一也　　犬塚　正樹　　小野　哲矢
楠名　康輔　　平原　弘智　　星野　克也

加藤　正俊　　花田　正子　　福田　智士　　淺井　啓雄　　浅井　元一　　磯村　　良
江坂　留衣　　大久保政樹　　勝田　龍斗　　神尾　尚宏　　神谷　明徳　　喜田　吉希
久野　公久　　倉田　信隆　　堺　　正伸　　佐藤　孝雄　　澤村　勝美　　渋沢　祥平
神野　未来　　寺澤　悟史　　藤井　和徳　　本田　裕郎　　籾山　真人　　渡瀬　正人
伊藤　史織　　小出水朋子

河邊　一慶　　鈴木　信彦　　平石　健二　　鐘﨑　博文　　川井　和政　　澤田かおり
七味　隆夫　　杉浦　正好　　鈴木　恒太　　鈴木　智宏　　高橋　佑典　　田口　千代
鳥居　直之　　長井佑企生　　長坂　広之　　長谷川伸介　　蜂須賀　大　　馬場　大吾
濱田　翔平　　水野　裕敬　　村上　橋蔵　　山﨑憲志朗　　髙岡　友香　　木戸絵美子
小野　元幹　　中村　　悠

石川　　咲　　奥田　晃平　　西村　拓朗　　本田　健祐　　天野　敬介　　市川　貴章
大井　教史　　大久保淳也　　楠名　康弘　　柴田　勝朗　　柴田　法昭　　孫　　　林
杉浦　巨樹　　鶴田　　実　　寺本　亮太　　内藤　洋一　　中嶋　　拓　　永田　有見
中根　択真　　芳賀広太郎　　深谷　武史　　宮嶋　将光　　太田　悠樹　　小池　竜也
髙橋　遼平　　藤田　良馬　　本間　嘉彰

金岩　正雄　　倉光　豊照　　酒井　健督　　前田　走磨　　今井　慎一　　内田　光栄
太田　英伸　　加藤　貴士　　蒲野　功樹　　神谷　昂幸　　近　　純平　　嶋田　圭佑
杉浦　公彦　　鈴木　宏幸　　瀬戸　篤史　　武田　弘史　　長坂　徹也　　中根　敏博
中森那津子　　野澤　成裕　　浜崎　正和　　早川　由薫　　湯浅慎太郎　　大畑　寿仁　
小川　哲哉　　本多　　勝　　三角　祐太

稲吉　章宏　　方山　恵介　　久山　博永　　寺本　高明　　伊豫田悠佑　　遠藤　竜太
加藤　大雅　　神谷　俊介　　河原　秀明　　木部　　学　　木村　裕一　　倉橋　玉喜
小澤　　健　　小塚　広幸　　小林　正和　　柴田　一樹　　菅原あゆみ　　鈴木　翔太
寺岡　大希　　鳥山　永太　　内藤　　正　　中根　　晃　　西田　京介　　牧野　光倫
岩瀨　　梓　　本間　雄輝　　山田　燿平

菊池光太郎　　酒井　一樹　　櫻田　康真　　附柴　康孝　　浅井　朋親　　浅井里英子
安藤　　寛　　飯田　光明　　井上　幸美　　小川真之介　　小野　洋平　　國井　謙一
榊原　　亮　　鋤柄　裕之　　竹内　　喬　　多田　隆浩　　戸松　澄人　　長澤　英樹
原田　龍太　　肥田宏二郎　　深田　賢之　　山田　裕起　　米澤　徳晃　　小栗　　章
久留嶋　葵　　大輪　泰三　　丸尾　実弓

青山　　望　　大竹　将隆　　黒谷真梨子　　原田　真典　　浅井　　泉　　生田　悠起
石川　浩基　　石原　健太　　市川　直美　　小野田祥大　　神谷　俊行　　澤田　修一
志賀　為有　　柴田　泰和　　杉山喜与英　　鈴木　伸幸　　永田　剛士　　中根　邦博
中村　英男　　野々山健治　　林　　和也　　深津　　誠　　藤田　　剛　　前本　里美
池田　景香　　仲田　愛美　　山本　　駿　　田中　勇也

阿知和　司　　大国　光大　　塩田　篤志　　照井　彬等　　平岩　哲朗　　浅野　孝記
伊藤　えり　　稲垣　太郎　　岩田　尊之　　岡山　弘和　　川上　和伸　　高西　和道
堀川　直人　　前田　洋佑　　松永　直樹　　村上　和優　　山口　隼輔

県連担当

酒井　健督

副 主 管
愛知県商工会議所
青年部連合会

第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議　実行委員会組織図
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第43回全国リーダーズ研修会　大会企画書

日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

主　管
岡崎商工会議所
青年部

会　長

西森　紳司

大会会長

小林　正和

実行委員長

大竹　雄介

筆頭副実行委員長

金井淳一郎

副実行委員長

深澤　創一

副実行委員長

杉山恵理奈

会長補佐
鈴木　博貴
櫻井　喜朗

相 談 役
楠名　康弘
阿知和　司
深田　賢之

青年部事務局
高田　莉奈
板倉　諒

副実行委員長

加藤　静真

会　計
岡崎商工会議所
青年部R7監事

主　催
日本商工会議所
青年部

副実行委員長

松﨑　礼子

大会事務局
事務局長

岡田　翔
大国　光大　　東　明日翔　　三田村康弘

懇親会部会
部会長

神谷　知

副部会長

佐藤　伸明

分科会部会
部会長

丸岡　武史

副部会長

阿部田恭平

研修部会
部会長

山本　康司

副部会長

柴田　和幸

登録・宿泊・
会場部会

部会長

本田　洋嗣

副部会長

杉山　宗利

キャラバン企画・
前泊者
懇親会部会

部会長

原田　翔太

副部会長

山口　純一

総務部会
部会長

牧田　篤

副部会長

谷山　誠

交通部会
部会長

池田　直和

副部会長

杉田　寛光

式典部会
部会長

杉本　望実

副部会長

小出　和之

物産展部会
部会長

荒川　真衣

副部会長

近藤　孝祐

広報部会
部会長

横山　宜史

副部会長

林　亨

石川　有輝　　杉原　　聡　　祖父江理依子　　道本　朋之　　東　明日翔　　荒川　真帆
安藤　達也　　石川　幸二　　岡田　　翔　　加藤　　淳　　加藤　　歓　　塩見　隆行
神道　　裕　　鋤柄　奨之　　堤　　義明　　戸松　政洋　　丹山　　命　　藤本　浩志
本多　佑匡　　松坂　知美　　三田村康弘　　山田　大義　　吉谷　真也　　木下　相逸
平岩　孝介　　山本　辰美　　佐藤　真以　　平岩　孝介　　山本　辰美

市川　晶章　　大竹　史将　　岡部　新也　　柏谷　理夏　　青木　高志　　阿知和　司
安藤　　暁　　安藤浩一朗　　石川実千子　　伊豫田浩章　　大久保高秀　　大宮　弘之
尾崎　岳人　　金刺　健太　　小林幸之助　　杉浦　孝治　　鈴木　崇史　　鈴木　雄太
関口　斉孝　　蜂須賀邦夫　　服部　元哉　　福安　一也　　犬塚　正樹　　小野　哲矢
楠名　康輔　　平原　弘智　　星野　克也

加藤　正俊　　花田　正子　　福田　智士　　淺井　啓雄　　浅井　元一　　磯村　　良
江坂　留衣　　大久保政樹　　勝田　龍斗　　神尾　尚宏　　神谷　明徳　　喜田　吉希
久野　公久　　倉田　信隆　　堺　　正伸　　佐藤　孝雄　　澤村　勝美　　渋沢　祥平
神野　未来　　寺澤　悟史　　藤井　和徳　　本田　裕郎　　籾山　真人　　渡瀬　正人
伊藤　史織　　小出水朋子

河邊　一慶　　鈴木　信彦　　平石　健二　　鐘﨑　博文　　川井　和政　　澤田かおり
七味　隆夫　　杉浦　正好　　鈴木　恒太　　鈴木　智宏　　高橋　佑典　　田口　千代
鳥居　直之　　長井佑企生　　長坂　広之　　長谷川伸介　　蜂須賀　大　　馬場　大吾
濱田　翔平　　水野　裕敬　　村上　橋蔵　　山﨑憲志朗　　髙岡　友香　　木戸絵美子
小野　元幹　　中村　　悠

石川　　咲　　奥田　晃平　　西村　拓朗　　本田　健祐　　天野　敬介　　市川　貴章
大井　教史　　大久保淳也　　楠名　康弘　　柴田　勝朗　　柴田　法昭　　孫　　　林
杉浦　巨樹　　鶴田　　実　　寺本　亮太　　内藤　洋一　　中嶋　　拓　　永田　有見
中根　択真　　芳賀広太郎　　深谷　武史　　宮嶋　将光　　太田　悠樹　　小池　竜也
髙橋　遼平　　藤田　良馬　　本間　嘉彰

金岩　正雄　　倉光　豊照　　酒井　健督　　前田　走磨　　今井　慎一　　内田　光栄
太田　英伸　　加藤　貴士　　蒲野　功樹　　神谷　昂幸　　近　　純平　　嶋田　圭佑
杉浦　公彦　　鈴木　宏幸　　瀬戸　篤史　　武田　弘史　　長坂　徹也　　中根　敏博
中森那津子　　野澤　成裕　　浜崎　正和　　早川　由薫　　湯浅慎太郎　　大畑　寿仁　
小川　哲哉　　本多　　勝　　三角　祐太

稲吉　章宏　　方山　恵介　　久山　博永　　寺本　高明　　伊豫田悠佑　　遠藤　竜太
加藤　大雅　　神谷　俊介　　河原　秀明　　木部　　学　　木村　裕一　　倉橋　玉喜
小澤　　健　　小塚　広幸　　小林　正和　　柴田　一樹　　菅原あゆみ　　鈴木　翔太
寺岡　大希　　鳥山　永太　　内藤　　正　　中根　　晃　　西田　京介　　牧野　光倫
岩瀨　　梓　　本間　雄輝　　山田　燿平

菊池光太郎　　酒井　一樹　　櫻田　康真　　附柴　康孝　　浅井　朋親　　浅井里英子
安藤　　寛　　飯田　光明　　井上　幸美　　小川真之介　　小野　洋平　　國井　謙一
榊原　　亮　　鋤柄　裕之　　竹内　　喬　　多田　隆浩　　戸松　澄人　　長澤　英樹
原田　龍太　　肥田宏二郎　　深田　賢之　　山田　裕起　　米澤　徳晃　　小栗　　章
久留嶋　葵　　大輪　泰三　　丸尾　実弓

青山　　望　　大竹　将隆　　黒谷真梨子　　原田　真典　　浅井　　泉　　生田　悠起
石川　浩基　　石原　健太　　市川　直美　　小野田祥大　　神谷　俊行　　澤田　修一
志賀　為有　　柴田　泰和　　杉山喜与英　　鈴木　伸幸　　永田　剛士　　中根　邦博
中村　英男　　野々山健治　　林　　和也　　深津　　誠　　藤田　　剛　　前本　里美
池田　景香　　仲田　愛美　　山本　　駿　　田中　勇也

阿知和　司　　大国　光大　　塩田　篤志　　照井　彬等　　平岩　哲朗　　浅野　孝記
伊藤　えり　　稲垣　太郎　　岩田　尊之　　岡山　弘和　　川上　和伸　　高西　和道
堀川　直人　　前田　洋佑　　松永　直樹　　村上　和優　　山口　隼輔

県連担当

酒井　健督

副 主 管
愛知県商工会議所
青年部連合会
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日本商工会議所青年部

第45回
九州ブロック大会

日本商工会議所青年部

第45回
九州ブロック大会

HAGAKURE OGIHAGAKURE OGI

開催御礼開催御礼

大会会長
下村
淳矢大会会長
下村
淳矢

ご盛会おめでとうございます。

皆様の更なるご発展とご繁栄をご祈念申し上げます。

日本商工会議所青年部

第43回全国リーダーズ研修会

愛知岡崎会議愛知岡崎会議
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開開 催催 御御 礼礼
主主 催催::北北陸陸信信越越ブブロロッックク商商工工会会議議所所青青年年部部連連合合会会//日日本本商商工工会会議議所所青青年年部部

主主 管管::白白山山商商工工会会議議所所青青年年部部

副副主主管管::石石川川県県商商工工会会議議所所青青年年部部連連合合会会

ごご盛盛会会
おおめめででととううごござざいいまますす！！

日日本本商商工工会会議議所所青青年年部部

第第4433回回リリーーダダーーズズ研研修修会会

愛愛知知岡岡崎崎会会議議
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第 43 回リーダーズ研修会  愛知岡崎会議の
ご盛会おめでとうございます。皆様の更な
るご発展とご繁栄をご祈念申し上げます。
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取締役会長 小 原 睦

取締役社長 小 原 崇
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正正ししくく成成長長しし
「「地地域域ベベスストトのの100年年企企業業」」

ををめめざざすす

〒〒444-0903愛愛知知県県岡岡崎崎市市東東大大友友町町字字土土下下35番番地地 📞📞📞📞0564-32-5811
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株式会社 永田屋本店 

〒444-0038 

岡崎市伝馬通二丁目十番地 

TEL：0564-21-0771  FAX：0564-25-0956 
 
 
沿革 
明治 23 年、永田松次郎氏により創業。大正のはじめに今の場所に移転し、百年目。第二次
世界大戦で岡崎も酷い空襲を受けたが、唯一燃えなかった。 
以来現存する建物という事で、岡崎市から都市景観賞をもらう。一時期、岡崎の百貨店（松
坂屋）の精肉売り場にも入っていたが、お客様のことを考えて現店舗経営だけを選んだ。 
 
取扱商品 
生鮮牛肉は松阪牛、宮崎牛など 25 アイテム。生鮮豚肉は鹿児島黒豚など 20 アイテム。 
生鮮鶏肉は錦爽（きんそう）鶏など 5 アイテム。 
自家製惣菜など 10 アイテム。牛肉コロッケ、メンチカツ、焼豚等。 
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代表取締役社長　　山本　秀也

本 社 / ⼩樽市若松２丁目８番１５号

⽀ 社 / ⼩樽 ・札幌 ・釧路
営業所 / 函館・苫⼩牧・帯広・旭川・岩⾒沢・富良野・中標津・倶知安・余市

HP : https://kyowa-sogo.com/      Mail : kyowa@kyowa-sogo.com

Tel : (0134)27-2233 ／ Fax : (0134)21-2744

豊かな明日への

生活環境づくり

総合ビルメンテナンス
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株式会社ヘルシーバンク 
岡田 充貴 
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01 02 03

その防災訓練、本当に『命』を守れますか？

こ

ど

も

に

⼤

人

気

！

「

体

験

」

「

体

験

」

「

体

験

」

「

学

ぶ

」

か

ら

へ

命

を

守

る

防

災

メ

タ

バ

ー

ス

カスタマイズ可能

開発した

メタバースは

様々な活⽤が

できます！

展⽰会 体験会 教材

など

低コストで継続的

株式会社Meta Earth Heroes
東京都渋谷区代官山町20-23 Forestgate Daikanyama MAIN棟3F

私たちの が選ばれる

「防災」と聞くと、⾯倒く�い、難しそう、と思うかもしれ

ない。でも、それがゲームの中で楽しく学べたら？

知識だけでは、人は動けない。

「防災を体験する」ことで、はじめて⾃分ごとになる。

未来を守るのは、今の私たち。⼀緒に考えましょう。

 "もしもの時、どうするか？"

防災は「特別なこと」じゃない。「⽇常の⼀部」にするもの。

⾃然災害

地震・津波・台⾵・噴火など

人為災害

火災・労働・交通など

つの理由

防災メタバース 3

専⾨家監修

公式ホームページお問い合わせ

ご相談無料!!

最新のガイドラインや経験

豊富な防災の専⾨家の知⾒

をもとにシナリオ開発され

ています。

既存のプラットフォーム活

⽤でサーバー費⽤がゼロ。

PCやスマートフォンから
アクセスが可能です。

それぞれの地域や実態、状

況に応じて、⾃由にメタバ

ース環境を�スタマイ
で

きます。

特殊災害

原子⼒発電・公害など
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A
S
A
H
IT
O
C
H
I

日本商工会議所青年部

第43回全国リーダーズ研修会

愛知岡崎会議

祝

愛知県(9)第14554号
(社)愛知県宅地建物取引協会会員

株式会社朝⽇⼟地

☎0120-215-304

ご開催

おめでとうございます

人と人、想いと想いを不動産でつなぎ

関わるすべての方の幸せを支えます。

私たちは、信頼と誠実さを⼤切に

不動産の⼒で社会に貢献します。

https://asahitochi.jp/
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株株式式会会社社ままごごこころろ

老人施設等の委託給食
飲食店舗運営

ＭＭＫＫＫＫササーービビスス株株式式会会社社

ケータリングパーティー
イベント模擬店の企画運営

有有限限会会社社カカズズオオフフーーズズ

工場生産給食・幼稚園委託給食
社内食堂・デイサービス給食

岡岡崎崎不不動動産産    株株式式会会社社

商業店舗開発
不動産物件賃貸、売買

〒〒444444－－00887711
愛愛知知県県岡岡崎崎市市大大西西３３丁丁目目２２番番地地１１７７

ＥＥ－－mmaaiill       mmaaggookkoorroo@@ttuunnee..ooccnn..nnee..jjpp
UURRLL hhttttpp::////wwwwww..mmaaggookkoorroo--ggrr..ccoomm//

TTEELL 〈〈００５５６６４４〉〉２２３３－－００００１１６６ FFAAXX 〈〈００５５６６４４〉〉２２３３－－００００１１７７

【【業業務務内内容容】】

【【業業務務内内容容】】 【【業業務務内内容容】】

【【業業務務内内容容】】

人と人との心のふれあいを大切にする
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大洋荷役株式会社

一般貨物自動車運送事業　自動車運送取扱業 荷役作業請負事業　損害保険代理店業　etc.

代表取締役　大竹 昭宏
取締役本部長　大竹 雄介

株式会社タイヨー ・ 株式会社 J.V.TAIYO ・ JV リーディングワールド協同組合　

グループ会社
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CREATE THE NEXT

SKLINE

安
⼼
。

届
け
る
の
は

エスケ
イライ

ン株式
会社

愛知県西尾市新村町元屋敷265-2
TEL：0563-52-0188
FAX：0563-52-0189
MAIL：info@skline.co.jp

一般貨物自動車運送事業
産業廃棄物収集運搬業

S

K

L

I

N

E
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ヒサコー観光有限会社
代表取締役：近藤　久子

〒444-0044　愛知県岡崎市康生通南 2-58
TEL：0564-26-3111　FAX：0564-26-3112
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イイベベンントト、、ユユニニフフォォーームム、、仕仕事事ににははワワーーククウウェェアア

刺刺ししゅゅうう　　ププリリンントト　　ごご相相談談くくだだささいい

(００５５６６４４ )２２１１－－００１１６６６６

平日／8:00～19:30　土日祝日／10:00～19:00
定休日／木曜

〒４４４－０９１３　岡崎市葵町９－６

株式会社犬塚石材本店
代表取締役 犬塚克明

●樹木葬霊園「あん樹」圓福寺 岡崎市岩津町檀ﾉ上85
●樹木葬霊園「あん樹」正願寺 岡崎市合歓木町下郷間341
●樹木葬霊園「あん樹」総持院 岡崎市岡町西野々宮17
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柔軟なモノづくりで、やさしい未来をつくろう。

愛知県岡崎市渡町字薬師畔１番地
TEL：0564-31-2135　/　FAX：0564-32-3020
https://www.niwagroup.com

株式会社 丹羽鉄工所
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超 い き い き 族家

動画はこちらより→

腸活はじめませんか？腸活はじめませんか？
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・ 内科の専門診療

・ 胃カメラ、大腸カメラ

・ 個人/法人向け健康診断

・ 居宅介護支援

岡崎市六供町3丁目8番地2
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岡岡崎崎YYEEGG　　平平成成2299年年度度  会会長長　　加加藤藤雄雄一一郎郎

岡崎市庄司田1-11-9

株式会社 花徳

0564-51-0087

頑頑張張るる青青年年経経済済人人をを応応援援ししまますす！！
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0120-704-392

かべ 雨どい

あなたの町の板金屋

やね職人 あちわ
な お し ー す ぐ に

雨漏れ

点検・修理専門店

受付時間

AM8:00～PM6:00

やね
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も
う
、

ほ
か
の

は

べ
ら
れ
な
い

総総合合建建設設業業 株株式式会会社社中中根根組組

１１３３００年年守守りり続続けけててききたた岡岡崎崎のの街街づづくくりりををここれれかかららもも
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 合資会社 池 田 屋 
〒444-0068 岡崎市井田南町８－７ 

代表社員 長 坂 光 司  

ＴＥＬ：0564-21-1512 ＦＡＸ：0564-26-0261 

E-mail： ikedaya1@m3.catvmics.ne.jp 

https://ikedaya-okazaki.jp/ 

創業明治１５年  蒟蒻・心太 

☎（0564）54-0015（代） FAX（0564）54-4540

三河帯芯／印袢天と生地／帆前掛
信 用 無 形 財 産

大丸株式会社
岡崎市竜美東 2丁目1-21

 

 

 

 
 

AANNDDOO  OOFFFFIICCEE  

社社  会会  保保  険険  労労  務務  士士    安安  藤藤  事事  務務  所所  
 

社会保険、労働保険、労務管理に関する事なら
何でもお気軽にご相談下さい。 

岡崎市六名東町 4番地 22 
電話 0564-55-3345 ＦAX 0564-55-2616 
andou@mwe.biglobe.ne.jp 
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〒444-0053
愛知県岡崎市板屋町2番地
TEL：0564-21-7151

第43回リーダーズ研修会
登録証・席札等で使用されました 地域の名産品の廃棄物を

紙にして再利用しませんか？

▼ 詳しくはご相談くださいませ

の企画・制作をしています

・環境推進工場認定
・ISO9001認証
・プライバシーマーク取得

ドローン撮影も
お任せください！

公式サイト

「企画から印刷、そしてお届けまで。確かな品質を一貫して。」

第43回全国リーダーズ研修会愛知岡崎会議
ご盛会誠におめでとうございます

所在地
〒444-0007
岡崎市大平町字杉本1番地1
TEL：0564-21-5251
FAX：0564-21-1841
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税理士・公認会計士・ＣＦＰ ・Ｍ＆Ａシニアエキスパート・
ＭＡＳ監査プランナーが在籍 
複雑な会計・税務をわかりやすくご説明します。 
ご相談はお気軽に。 

❖税理士法人アドバンス❖ 

住  所  愛知県岡崎市梅園町字寺裏 3番地 1 
ＵＲＬ   https://tax-advance.com/ 

代表社員 柴田匡司 

九鬼コンピュータ会計 株式会社
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遊花夢
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株式会社 佐野水道設備工業所

TEL　0564-23-7076　FAX　0564-23-7362

e-mail　sanosui@sala.or.jp

〒444-0077　岡崎市井田町字茨坪4番地13
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よしかわや眼鏡舗　ロゴマーク
タテ並び
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建築工事一式・土木工事一式

株式会社 東洋工務店
〒４４４-０９４３ 愛知県岡崎市矢作町字橋塚２６-１１

電話：０５６４-３１-６３０１
FAX：０５６４-３１-９８１９
URL：https://www.toyokomuten.com/

上下水道工事・管工事

三浦会計事務所 
 

税理士 三浦 勝美 

税理士 三浦 美知子 

税理士 坂井 俊樹 

 

・新規開業支援       ・事業承継 

・税務申告          ・タックスプランの策定 

・経営分析 ｅｔｃ 

 

     
 

愛知県岡崎市東大友町松花１１－１ 

℡ ０５６４－３２－１１１６ 

Mail ｒａｋｉｃｈｉ＠ｇｏｌ．ｃｏｍ 

 
株
式
会
社

ア
オ
イ

信
用
か
ら
信
頼
そ
し
て
感
謝

代
表
取
締
役

額
田
郡
幸
田
町
大
字
坂
崎
字
送
り
山
1
-
1

TEL 0564-62-8261   FAX 0564-62-7176

E-mail: fukuma@aoi-inc.jp

福
間
和
夫
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  ＊塗料＆看板別資材の商合商社＊

名邦塗料商事株式会社
 岡崎市康生通東2丁目63番地
   TEL(0564)22-0507
   FAX(0564)21-9408

https://meihou1116.jp/

Ⓜ

ホホーームムペペーージジ

６６．５×９０mm

自 動 車 整 備 士
人 材 紹 介
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矢野快子
Ya n o  Ya s u ko

office@yanoyasu.com0564-52-3508
WEB https: / /yanoyasu.com/

人生１００年　あなたに寄り添う　行政書士
〒444-0817　岡崎市不吹町１４番地５４３

矢野快子行政書士事務所

hach ido r i  c a f e御中
�� � � �� � � � ��

グランドデザインオフィス
愛知県岡崎市戸崎町牛転14 -16 8 �P I ER  F I R S T 2F � � � � � � � � � � � � � � � � ���� 
 � � � � � � � � � ��� 
 
 �
著作権：本制作物の著作権はGRAND.DE S IGN  OFF I CEに帰属いたします。（複製不可）

� � � ���� � � � �

����� � � ���� �

� � � �
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浜松市中央区和地町5181番地の１
053-486-0110

代表取締役社長：豊田晃央
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S54-55生 海猿会 一同S54-55生 海猿会 一同

真中 芳和（那覇YEG）
沓名 英樹（那覇YEG）
瀧 圭介（彦根YEG）
千葉 直樹（⽇⽴YEG）
宮⽥ 由紀恵（福井YEG）
⻤橋 良紀（松浦YEG）
奥平 芳浩（宮古島YEG）

※単会名で50⾳順

幹事 栗林 宏⾏（那覇YEG）
専務 寺地 咲⼦（沼津YEG）
会⻑ 藤野 道⼦（半⽥YEG）

後藤 岳久（島⽥YEG）
⽊下 ⻯也（さいたまYEG）

早坂 清司（新庄YEG）
藤村 敬⼦（瀬⼾YEG）

前⽥ 貴之（熊⾕YEG）
⾺場 美奈⼦（久留⽶YEG）
吉⽥ 昌宜（久留⽶YEG）
三宮 幸弘（⾼知YEG）
佐久間 哲平（五泉YEG）
⼩野 知⼀郎（⼩松YEG）

貞本 尚洋（可児YEG）
栗林 延年（釧路YEG）

⼭⼝ 博史（諫早YEG）
伊藤 ⼀樹（⼀関YEG）
光樂 朋尚（⼀宮YEG）
⼭⼝ 武（⼀宮YEG）
安和 良太（浦添YEG）

島岡 亮司（⼤府YEG）
星崎 政和（⼤府YEG）

⼤饗 千鶴（岡⼭YEG）

寝
不
足
は

勲
章
で
あ
る

怒られても
やりきったモン勝ち！

感謝
しかない

今日のカオスが
明日の伝説

走り
ながら

考えるんだよ

神っ
てる

迷
っ
た
ら

ニ
コ
ッ
と
し
と
け
♡
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第第4433回回全全国国リリーーダダーーズズ研研修修会会 小小林林正正和和大大会会会会長長

応応援援ししてていいまますす！！！！

令和２年度 日本商工会議所青年部 交流委員会
担当理事 下地 勇気（那覇） 委員長 安藤 宜史（春日井）

副委員長 菊池 孝一（五所川原） 副委員長 黒木 満彦（日向）

運営幹事 寺田 靖子（豊田） 会計幹事 金武 峰之（各務原）

板垣 雅幸（さいたま） 田中 七海（富山）

大西 立修（砺波） 吉田 康之（滑川）

南海 豊充（加賀） 高森晃永子（一宮）

細川 正人（福井） 笠島 慎一（鯖江）

曽我 健二（八尾） 黒住 英之（岡山）

中山 善継（倉敷） 三田 武志（三次）

岡部 純二（松山） 三輪 紘平（宮崎）
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副会長辻󠄀󠄀覚
加賀ＹＥＧ

委員長寺脇貴浩
上尾ＹＥＧ

副委員長守川雷太
仙台ＹＥＧ

副委員長近藤󠄀󠄀誠利
市川ＹＥＧ

副委員長森󠄀󠄀福弘
諫早ＹＥＧ

運営幹事中村将成
各務原ＹＥＧ

宮本龍次
塩釜ＹＥＧ

野田光平
大館ＹＥＧ

田沼󠄀󠄀健太郎
伊勢崎ＹＥＧ

木下󠄀󠄀竜也
さいたまＹＥＧ

長谷川巧一󠄀󠄀
相模原ＹＥＧ

池谷隆
藤󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀

朝岡徹
富山ＹＥＧ

氷見慎司
射水ＹＥＧ

辻󠄀󠄀祐基
加賀ＹＥＧ

山田修平
関ＹＥＧ

松﨑礼子
岡﨑ＹＥＧ

豊田元洋
亀山ＹＥＧ

香川真紀
敦賀ＹＥＧ

若泉統一󠄀󠄀󠄀
鯖江ＹＥＧ

松本慎太郎
城陽ＹＥＧ

西端政博
泉大津ＹＥＧ

藤󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀正嗣
八尾ＹＥＧ

田中丈浩
北大阪ＹＥＧ

木田泰正
倉敷ＹＥＧ

秋山尚太
総社ＹＥＧ

河田秀浩
福山ＹＥＧ

奥山諭
松山ＹＥＧ

井󠄀󠄀󠄀宏隆
大牟田ＹＥＧ

松浦󠄀󠄀龍次郎
宮崎ＹＥＧ

日本商工会議所青年部
第４３回全国リーダーズ研修会

愛知岡崎会議
開催おめでとうございます!!

令和４年度ビジネス活性化委員会一󠄀󠄀󠄀
日本のビジネスを～カッセー！カッセー！
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日日本本商商工工会会議議所所青青年年部部
第第4433回回全全国国リリーーダダーーズズ研研修修会会

愛愛知知岡岡崎崎会会議議
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日本商工会議所青年部

第４３回全国リーダーズ研修会
愛知岡崎会議

開催おめでとうございます！

令和６年度　理念形成委員会メンバー 一同

ぶっ飛びシャンパン
池ちゃん 帯広 YEG

安心・安定・安全の
エバさん 秋田 YEG

おぢ様いじり検定 1 級
ともちん 古川 YEG

急に壊れるスパコン
たすく 須坂 YEG

NO USA,NO LIFE 副委員長
ＫＪ 岡崎 YEG

御罰金は有罪副委員長
西澤さん 北大阪 YEG

ダンシングＡＬＬ萌え
はたぽん 北大阪 YEG

ﾎﾝﾄにノンアルですか︖
石原さん 伊勢崎 YEG

ＢＯＳＳ監事
杉さん 三島 YEG

美意識高い監事
秀也さん 小樽 YEG

ハクナ・マタタ
ナルさん 四日市 YEG

炭酸をテキーラ割で
テキーラ 鈴鹿 YEG

ＤＸ最後の砦
宗雲さん 小田原箱根 YEG

ド M 製造機
まえちん 武生 YEG

毎朝４時から営業中
園さん 鯖江 YEG

筆頭、今日はおこですか︖
河津筆頭副委員長 豊橋 YEG

LINE が謎タイミング
しぶちん 広島 YEG

個性をまとめあげる男
タッキー委員長 柳井 YEG

天の声はコチラ

世紀末の覇者副委員長
ぐっさん 福山 YEG

リスと戯れる妖精
篠田さん 刈谷 YEG

寄付金管理大臣
ＧＡＯさん 小浜 YEG

お花を添える自由人
みっちゃん 奈良 YEG

逃げちゃだめだ︕
まーと 新居浜 YEG

蒲郡って呼ばないで
小田さん 蒲郡 YEG

オトーリ︕︕副委員長
芳浩さん 宮古島 YEG

その辺の女子より美女
今野さん 郡山 YEG

ナイトの部ではワーリー
モーリー 城陽 YEG

理念の DJ 担当
貴士 桑名 YEG

冷静と情熱のあいだ
山ちゃん 黒部 YEG

理念砂漠のオアシス
西岡さん 一宮 YEG

開催お疲れ様︕

184

第
Ⅶ
章　

協
賛
広
告



日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

185

第
Ⅶ
章　

協
賛
広
告



186

第
Ⅶ
章　

協
賛
広
告



日本商工会議所青年部　第43回全国リーダーズ研修会　愛知岡崎会議

筆頭副会長
吉田 昌宜

副会長（東地区）
菊池 孝一

副会長（中地区）
中村 守

副会長（西地区）
滝本 晋太郎

副会長（国際）
青木 大海

令和7年度日本YEG副会長は

第43回全国リーダーズ研修会

愛知岡崎会議を応援しています
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日本商工会議所青年部
第43回全国リーダーズ研修会

愛知岡崎会議

令和7年度　日本商工会議所青年部　スタートアップ推進委員会

頑
張
れ
！
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日本商工会議所青年部

第43回
全国リーダーズ研修会
愛 知 岡 崎 会 議
令和７年度 日本商工会議所青年部 総務委員会

堰

大
輔
（
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

向
井

瞳
（
高
砂
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

石
田

一
馬
（
山
形
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

松
下

和
雅
（
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

後
長

賢
治
（
大
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

久
豊

満
（
さ
い
た
ま
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

米
澤

徳
晃
（
岡
崎
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

菊
地

昭
美
（
ひ
た
ち
な
か
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

菅
家

世
誉
（
伊
勢
崎
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

柳
澤

克
彦
（
富
岡
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

木
下

り
さ
（
松
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

瀧
口

敬
史
（
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

江
崎

正
和
（
一
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

小
島

諒
士
（
亀
岡
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

坂
本

亮
太
（
出
雲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

牛
尾

雄
史
（
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

佐
久
川
力
也
（
宮
古
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

中
村

好
孝
（
弘
前
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

開催おめでとうございます！！

197

第
Ⅶ
章　

協
賛
広
告



開催おめでとうございます!開催おめでとうございます!

令和7年度日本商工会議所青年部
戦略ブランディング委員会 代表理事担当チーム

令和7年度日本商工会議所青年部
戦略ブランディング委員会 代表理事担当チーム

古市 和男（藤岡） 大森 啓田（鎌倉） 木村 広（射水） 堀 鼓多呂（小松）

平出 高浩（小牧） 苗村 雅樹（八日市） 森川 敦士（草津）

本多 学（和泉） 小野又 治伸（山陽） 中神 智宏（鳴門）

我らの英雄（ヒーロー 楠名 康弘（岡崎）我らの英雄（ヒーロー） 楠名 康弘（岡崎）
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高橋 正浩　　水取 博隆　　星野 裕太　　香月 太郎　　　猪塚 健人

中田 光　　　西山 裕貴　　板坂 祐也　　井ケ田 健一　　近藤 匡則　

髙木 紀和　　勝木 征史　　石川 達也　　堤 浩恵　　　片野 豪

森下 誠　　 菊池 光太郎　　森 通隆　　 伊藤 承章　　 横田 司

髙橋 俊一　　山本 裕之　　小原 健太　　瀧川 洋一　　吉本 卓生

日本YEG提言委員会は
第43回 全国リーダーズ研修会

 （七尾YEG）　　　　  （泉佐野YEG）　　　 （上尾YEG）　　　　  （田川YEG）　　　　　　（豊田YEG）

 （秋田YEG）　　　　　（松阪YEG）　　　　（福井YEG）　　　　　（仙台YEG）　　　　　　（大府YEG）

（小樽YEG）　　　　　（札幌YEG）　　　　　 （太田YEG）　　　　　（沼田YEG）　　　  　（新発田YEG）

（小松YEG）　　　　（岡崎YEG）　　　　  　　（一宮YEG）　　　　（蒲郡YEG）　　　　  　（津YEG）

（松阪YEG）　　　　　 （吹田YEG）　　　　　（玉島YEG）　　　　  （広島YEG）　　　　　 （廿日市YEG）

委員長　　　　　　　　　筆頭副委員長　　　　　　副委員長　　　　　　  　副委員長　　　　　　　　　  副委員長

運営幹事　　　　　　　　副運営幹事　　　　　　　副運営幹事　　　　　　　副運営幹事　　　　　　　　 監事

日本YEG提言委員会

愛知岡崎会議を応援します！
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令和6年度県連会長 原⽥俊治
近藤実（安城YEG） 松岡武弘（稲沢YEG） 北折章（⽝山YEG） 早川武仁（⼤府YEG） 深⽥賢之（岡崎YEG）

伊藤⼤介（春⽇井YEG） 畑川裕喜（蒲郡YEG） 舟橋正晃（刈谷YEG） 尾関卓（江南YEG）
酒井宏⼀郎（⼩牧YEG） 高橋洋介（瀬戸YEG） 沖尚也（津島YEG） 榊原邦博（東海YEG）
⽵内照貴（常滑YEG） 太⽥光紀（豊川YEG） 福岡利文（豊⽥YEG） 中川英俊（豊橋YEG）
⽯川達広（⻄尾YEG） 森下達夫（半⽥YEG） ⽯川鋼勇（碧南YEG） 今瀬智章（⼀宮YEG）

第43回全国リーダーズ研修会
愛知岡崎会議

開催おめでとう

ございます！！

令和6年度 愛知県商⼯会議所⻘年部連合会 会長⼀同令和6年度 愛知県商⼯会議所⻘年部連合会 会長⼀同
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事務局 ： 岡崎商工会議所青年部
〒444-8611 愛知県岡崎市竜美南一丁目2番地
TEL:0564-53-6161　FAX:0564-53-0101

https://okazaki-yeg.jp








